
都
市
エ
ル
サ
レ
ム
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ

ー
前
期
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
の
統
治
構
造
l
i

櫻

井

康

人

【
要
約
】
　
従
来
の
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
史
研
究
は
、
法
書
史
料
の
描
く
王
国
会
議
像
が
導
く
、
聖
と
俗
や
オ
ー
ト
・
ク
ー
ル
と
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ

と
い
う
区
分
に
規
定
さ
れ
て
き
た
と
醤
え
る
。
こ
の
規
定
は
、
王
国
の
重
要
な
社
会
要
素
を
成
す
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
に
関
す
る
研
究
の
姿
勢
に
も
、
例
外
な
く

影
響
を
与
え
た
。

　
し
か
し
、
証
書
史
料
の
詳
細
な
分
析
に
よ
っ
て
、
王
国
統
治
構
造
は
決
し
て
法
書
史
料
の
描
く
像
と
は
一
致
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う

し
、
又
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
活
動
の
王
国
統
治
構
造
へ
の
位
置
付
け
も
よ
り
正
確
に
把
握
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
史
林
八
三
巻
一
　
号
　
二
〇
〇
〇
年
三
月

都市エルサレムのブルジョワ（櫻井）

は
　
じ
　
め
　
に

　
従
来
の
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
史
は
国
王
・
貴
族
関
係
と
両
者
の
権
力
の
優
劣
を
中
心
に
論
ぜ
ら
れ
て
き
た
。
そ
こ
に
抱
合
さ
れ
る
問
題
と
、
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

王
・
貴
族
以
外
の
諸
勢
力
に
関
す
る
考
察
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
既
に
拙
稿
で
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
前
稿
で
は
騎
士
修
道
会
と
王
国
と
の

関
連
を
考
察
し
た
が
、
同
じ
観
点
か
ら
本
稿
で
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
げ
嘆
σ
q
Φ
蕊
冴
に
注
際
す
る
。
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
は
一
般
的
に
「
騎
士
で
は
な
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

テ
ン
・
シ
リ
ア
在
住
の
俗
人
フ
ラ
ン
ク
人
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
王
国
社
会
構
造
を
多
少
図
式
的
に
表
す
と
「
国
王
・
聖
職
者
や
騎
士

（
貴
族
）
層
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
層
・
被
征
服
者
（
シ
リ
ア
人
・
ア
ラ
ブ
人
等
）
層
」
と
い
う
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
形
作
ら
れ
よ
う
。
即
ち
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
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層
は
多
数
の
被
征
服
者
層
の
存
在
を
背
景
と
し
つ
つ
、
少
数
の
征
服
者
層
の
下
層
に
位
置
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
念
頭
に
置
く
と
、
王
国

統
治
構
造
の
考
察
に
お
い
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
は
当
然
検
討
対
象
と
な
る
べ
き
要
素
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
法
書
史
料
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
層
を
統
括
す
る
機
関
と
し
て
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
な
る
会
議
の
存
在
を
示

す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
ゴ
ド
フ
ロ
ワ
公
に
よ
っ
て
都
市
エ
ル
サ
レ
ム
で
創
設
さ
れ
、
後
に
他
都
市
へ
波
及
し
た
と
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら

の
情
報
の
真
偽
は
と
も
か
く
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
や
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
を
検
討
す
る
際
、
先
ず
都
市
エ
ル
サ
レ
ム
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と

が
必
要
で
あ
ろ
う
。
尚
、
一
一
八
七
年
七
月
、
ハ
ッ
テ
ィ
ー
ン
の
戦
い
に
よ
る
都
市
エ
ル
サ
レ
ム
の
喪
失
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
本

稿
で
は
、
一
一
八
七
年
七
月
迄
の
都
市
エ
ル
サ
レ
ム
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
を
対
象
と
し
、
王
国
統
治
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
位
置
付
け
を
考
察
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
そ
れ
で
は
、
本
論
に
入
る
前
に
、
次
章
で
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
に
関
す
る
研
究
と
そ
の
問
題
点
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　
①
詳
細
は
、
拙
稿
「
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
に
お
け
る
騎
士
修
遵
会
の
発
展
－
会
　

②
例
え
ば
、
い
Φ
O
。
巨
①
b
d
Φ
¢
α
q
ぎ
ρ
竃
．
㌦
．
團
馨
お
曾
g
δ
p
・
、
甲
沁
§
ミ
§
霞
§
－

　
　
議
．
集
会
の
分
析
を
中
，
心
に
1
扁
『
史
林
』
八
十
一
巻
四
号
、
　
一
九
九
八
年
　
　
　
　
　
試
§
偽
魯
恥
O
§
題
§
．
（
以
下
、
沁
唐
．
と
略
ン
§
♂
H
劃
℃
践
ω
．
噌
｝
c
。
蒔
ω
」
署
’

　
　
（
以
下
、
「
騎
士
修
道
会
」
と
略
）
、
｝
○
～
～
一
〇
六
頁
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竿
く
ド
等
参
照
。
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第
一
章
　
研
究
史
と
問
題
の
所
在

第
一
節
　
法
書
史
料
に
見
る
王
国
会
議
像
と
そ
の
影
響

　
こ
れ
ま
で
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
を
対
象
と
し
た
研
究
は
非
常
に
少
な
い
。
無
論
、
王
国
の
構
成
要
素
の
中
で
も
多

数
を
占
め
る
が
故
に
、
随
所
で
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
。
そ
の
理
由
の
～
つ
に
、
年
代
記
史
料
に
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
が
登
場
す
る
機
会
が
殆
ど

無
い
、
と
い
う
現
状
が
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
考
察
の
殆
ど
は
法
書
史
料
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
り
、
又
そ
れ
が
最
も
有
効
な
手
段
と
さ
れ
て



き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
法
書
史
料
と
は
、
主
に
；
一
世
紀
に
作
成
さ
れ
た
私
的
法
書
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
当
時
の
公
的
法
書
の
欠
落
を
補
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

オ
ー
ト
・
ク
ー
ル
の
法
と
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
法
に
二
分
さ
れ
る
そ
れ
は
、
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
の
歴
史
を
探
る
上
で
　
翼
を
成
す
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

料
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
多
数
の
研
究
者
の
考
察
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
中
で
も
、
そ
の
王
国
会
議
像
は
従
来
の
研
究
者
に
最
も
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
。
即
ち
、
そ
の
会
議
像
は
、
従
来
の
研
究
で
一
つ
の
前
提
条
件
と
さ
れ
て
き
た
と
言
え
る
。

　
そ
こ
で
以
下
で
は
、
先
ず
オ
ー
ト
・
ク
ー
ル
の
法
と
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
法
に
見
る
王
国
会
議
像
と
そ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
研
究
へ
の

影
響
を
具
体
的
に
確
認
し
た
い
。

都市エルサレムのブルジョワ（櫻井）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
（
｝
）
　
オ
ー
ト
・
ク
ー
ル
の
法
（
〉
ω
ω
δ
Φ
ω
α
Φ
す
エ
Φ
三
〇
〇
＝
「
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
㊧
『
ジ
ャ
ン
・
デ
ィ
ブ
ラ
ン
の
書
』
（
い
ぞ
「
①
住
Φ
富
き
儒
、
H
び
ぎ
）

　
ヤ
ッ
フ
ァ
伯
ジ
ャ
ン
・
デ
ィ
ブ
ラ
ン
は
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
五
典
と
の
対
立
で
名
を
馳
せ
る
ベ
イ
ル
ー
ト
伯
ジ
ャ
ン
の
孫
で
あ

り
、
＝
一
六
〇
年
前
後
、
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
で
の
最
有
力
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
法
書
作
成
の
動
機
は
、
ハ
ッ
テ
ィ
ー
ン
の
戦
い
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

て
失
わ
れ
た
王
国
唯
一
の
法
書
い
①
落
ω
傷
8
ω
Φ
℃
巳
9
Φ
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
ど
の
程
度
そ
れ
を
自
ら
の
法
書
の
中
に
織
り

込
ん
で
い
る
か
は
解
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
、
ピ
①
幕
ω
餌
。
β
ω
Φ
℃
巳
。
お
が
失
わ
れ
て
か
ら
約
八
○
年
が
経
過
し
て
お
り
、
彼
が
そ
れ
を
再
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
あ
く
ま
で
も
ジ
ャ
ン
の
書
は
、
彼
の
知
り
得
る
限
り
の
王
国
の
伝
統
を
踏
襲
し
つ
つ

も
、
幾
分
か
は
彼
の
創
作
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
で
は
実
際
に
ジ
ャ
ン
の
書
に
描
か
れ
る
王
国
会
議
像
を
見
た
い
。

　
　
　
「
ゴ
ド
フ
ロ
ワ
公
は
二
つ
の
琶
俗
会
議
を
設
立
し
た
。
一
つ
は
オ
ー
ト
・
ク
ー
ル
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
は
〔
王
国
を
〕
統
治
し
、
整
え
た
。
も
う

　
　
　
一
つ
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
会
議
で
あ
り
、
そ
こ
に
彼
は
副
伯
と
呼
ば
れ
る
代
理
人
を
、
統
治
し
、
整
え
る
よ
う
に
創
出
し
た
。
そ
し
て
、
オ
ー
ト
・
ク
ー
ル
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の
陪
審
に
、
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
通
じ
て
封
を
保
持
す
る
彼
の
騎
士
を
置
い
た
。
そ
し
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
会
議
に
つ
い
て
は
、
件
の
都
市
〔
エ
ル
サ
レ
ム
〕

　
　
の
、
他
者
よ
り
法
に
精
通
し
、
よ
り
賢
明
な
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
〔
を
陪
審
と
し
て
置
い
た
〕
。
そ
し
て
、
〔
公
は
〕
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
会
議
の
陪
審
達
に
、
ブ
ル
ジ
ョ

　
　
ワ
会
議
の
法
書
の
中
に
秩
序
立
て
ら
れ
る
も
の
に
対
し
て
の
み
宣
誓
す
る
よ
う
命
じ
た
。
そ
し
て
〔
公
は
〕
次
の
こ
と
を
決
定
し
た
。
国
王
、
そ
の
下
臣

　
　
と
そ
の
封
や
全
て
の
騎
士
は
オ
ー
ト
・
ク
ー
ル
に
よ
っ
て
審
議
さ
れ
、
国
王
が
オ
ー
ト
・
ク
ー
ル
に
よ
っ
て
審
議
さ
れ
る
の
を
望
ま
な
い
者
達
は
ブ
ル
ジ

　
　
ョ
ワ
の
会
議
に
よ
っ
て
審
議
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
全
て
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
会
議
に
よ
っ
て
導
か
れ
判
決
さ
れ
る
こ
と
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
訴
訟
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
会
議
の
み
で
訴
訟
さ
れ
、
判
断
さ
れ
得
、
又
そ
う
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
を
。
…
…
」

　
こ
の
章
は
従
来
の
研
究
者
達
に
も
屡
々
引
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
表
さ
れ
る
王
国
会
議
像
は
、
王
国
統
治
に
二
つ
の
大
き
な
区

分
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
。
～
つ
は
、
聖
と
俗
の
、
も
う
一
つ
は
封
を
保
持
す
る
者
（
騎
士
）
と
封
を
保
持
し
な
い
者
（
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
）
の
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

れ
で
あ
る
。
こ
の
分
類
は
ジ
ャ
ン
の
法
理
念
を
支
え
る
柱
で
あ
り
、
そ
れ
を
厳
格
な
ま
で
に
維
持
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
他
所
に
も
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

し
か
し
、
例
え
ば
、
聖
職
者
に
対
す
る
封
の
譲
渡
・
売
却
の
禁
止
は
、
現
実
で
は
無
く
む
し
ろ
ジ
ャ
ン
の
法
理
念
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ

と
を
、
多
数
の
証
書
が
物
語
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
ゴ
ド
フ
ロ
ワ
が
エ
ル
サ
レ
ム
に
創
っ
た
会
議
を
雛
形
と
し
二
四
の
領
主
会
議
の
下
に
三
六
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
会
議
が
置
か
れ
た
、
と
ジ
ャ
ン
は

　
　
　
⑪

総
計
す
る
。

　
＠
『
王
の
書
』
（
H
じ
Φ
回
じ
一
く
門
①
鋤
¢
渕
O
一
）

　
作
者
不
詳
の
こ
の
法
書
は
、
ハ
ッ
テ
ィ
ー
ン
の
敗
戦
後
ア
モ
ー
リ
ー
二
世
の
命
に
よ
り
、
失
わ
れ
た
法
書
ピ
Φ
け
お
ω
餌
2
ω
①
℃
巳
9
①
の
伝
統

を
残
す
た
め
に
編
纂
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
即
ち
『
王
の
書
』
は
ジ
ャ
ン
の
法
書
よ
り
約
半
世
紀
前
に
、
王
権
優
位
性
の
確
認
を
目
的
に
作
成
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

れ
た
、
と
い
う
こ
と
が
一
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
。
さ
て
、
『
王
の
書
瞼
に
表
れ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
に
つ
い
て
の
項
目
は
、
ジ
ャ
ン
の
書

の
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、

　
　
　
「
も
し
、
あ
る
不
運
に
よ
っ
て
、
あ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
が
騎
士
を
殴
打
し
、
そ
の
時
そ
の
騎
士
が
オ
ー
ト
・
ク
ー
ル
で
証
言
を
為
す
二
人
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
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証
票
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
場
合
に
は
、
法
は
以
下
の
よ
う
に
判
断
す
る
。
件
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
は
そ
の
拳
を
打
た
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
　
件
の
事
件
に
つ
い
て
は
和
解
が
為
さ
れ
る
。
…
…
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
こ
れ
は
、
騎
士
と
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
両
方
が
関
わ
る
刑
法
上
の
事
例
で
あ
り
、
当
然
起
こ
り
得
た
場
合
の
対
処
方
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
場
合
に
よ

っ
て
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
も
オ
ー
ト
・
ク
ー
ル
で
審
議
さ
れ
る
対
象
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ジ
ャ
ン
の
書
は
恐
ら
く
現
実
の

物
よ
り
も
厳
格
な
法
理
念
に
基
づ
い
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
こ
こ
で
は
刑
事
事
件
に
限
ら
れ
て
お
り
、
ジ
ャ
ン
の
ス
タ
ン
ス
と
の

隔
壁
は
存
在
す
る
が
。

　
『
王
の
書
』
の
描
く
王
国
会
議
像
で
あ
る
が
、
ジ
ャ
ン
の
書
の
様
な
明
確
な
区
分
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
オ
ー
ト
・
ク
ー

ル
と
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
区
別
が
存
在
し
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
区
別
が
封
の
有
無
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
窺
い
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
封
と
は
言
え
な
い
家
、
土
地
や
葡
萄
畑
、
即
ち
ブ
ル
ガ
ー
ジ
ュ
に
つ
い
て
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
会
議
で
相
続
を
認
め
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

れ
る
べ
き
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
や
は
り
封
を
持
つ
者
と
持
た
な
い
者
と
の
区
別
と
、
そ
れ
に
よ
る
統
治
構
造
上
の
区
分
が
原
則

的
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。

都市エルサレムのブルジョワ（櫻井）

　
（
二
）
　
ク
ー
ル
・
デ
．
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
法
（
〉
ω
ω
δ
Φ
ω
α
Φ
冨
O
o
震
α
Φ
可
ロ
ロ
。
δ
Φ
ω
δ
）

　
オ
ー
ト
・
ク
ー
ル
の
書
と
同
様
、
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
二
冊
の
法
書
に
も
、
会
議
区
分
の
記
述
が
見
ら
れ
る
が
、
内
容
に
つ
い
て

の
差
異
は
さ
ほ
ど
無
い
の
で
、
こ
こ
で
は
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
構
成
に
つ
い
て
簡
単
に
確
認
し
て
お
く
に
留
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
幽
『
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
法
書
撫
（
ご
く
お
号
し
。
〉
ω
繊
ω
①
ω
目
串
鋤
O
o
霞
畠
窃
し
d
o
霞
α
q
①
2
ω
）

　
こ
の
書
は
そ
の
編
者
、
成
立
年
代
共
に
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
は
ア
モ
ー
リ
i
一
世
か
ら
ボ
ー
ド
ワ
ン
四
雨
期
に
か
け
て
編
纂
さ
れ
た
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
が
、
現
本
は
存
在
せ
ず
、
そ
の
幾
つ
か
の
寡
本
は
い
ず
れ
も
＝
二
世
紀
後
半
以
降
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
に
描
か
れ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
会
議
像
で
あ
る
が
、
先
ず
都
市
の
バ
イ
イ
ー
げ
毘
ζ
は
法
と
正
義
を
遵
守
し
、
彼
の
下
に
来
る
人
々
を
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そ
れ
ら
に
よ
っ
て
維
持
す
べ
き
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
言
う
バ
イ
イ
ー
と
は
、
副
伯
く
Φ
8
0
馨
①
と
一
致
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
が
、

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
に
よ
る
訴
訟
を
審
議
す
る
た
め
に
、
彼
は
陪
審
達
甘
み
ω
に
審
議
等
を
命
ず
る
。
陪
審
た
る
に
は
知
者
で
あ
り
、
神
を
愛
し
、
真

理
の
友
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
良
き
助
雷
を
為
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
又
、
陪
審
は
、
審
議
権
を
持
た
な
い
弁
護
人
p
＜
。
8
ω
、
磐
四
三
冨
臣
曾
。
。
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

甘
σ
q
①
ω
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。

　
以
上
の
様
に
、
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
は
、
バ
イ
イ
i
、
即
ち
副
伯
、
複
数
の
陪
審
、
複
数
の
弁
護
人
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
と
理
解

で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
幽
『
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
法
書
要
約
』
（
〉
訂
価
α
q
Φ
曾
ピ
ぎ
Φ
留
ω
〉
路
ω
①
監
①
鼠
0
2
乙
①
G
・
b
d
・
霞
α
Q
8
一
ω
）

　
こ
の
書
の
成
立
は
、
ア
ル
ス
ー
ル
伯
ジ
ャ
ン
が
王
国
の
バ
イ
イ
ー
で
あ
っ
た
時
代
、
即
ち
一
二
五
〇
年
代
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
当
時
欠
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
て
い
た
公
的
な
法
制
度
の
整
備
と
王
国
統
治
の
円
滑
化
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
第
二
章
で
は
、
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
構
成
の
輪
郭
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
国
王
代
理
人
た
る
副
伯
を
中

心
と
し
、
彼
は
騎
士
、
と
り
わ
け
国
王
下
臣
び
。
β
日
①
｝
Φ
δ
一
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
～
二
乃
至
そ
れ
以
上
の
陪
審
が
彼
に
加
わ
る
が
、

彼
ら
は
ロ
ー
マ
の
法
に
よ
っ
て
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
で
あ
り
フ
ラ
ン
ク
人
た
る
こ
と
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
役
割
は
会
議
8
錘
け
の
審
議
に
際
し
副
伯
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

補
佐
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
。
会
議
に
は
一
名
の
書
記
官
Φ
ω
9
＜
p
紗
と
一
名
の
従
者
長
日
Q
静
Φ
ω
ω
Φ
℃
が
必
要
た
る
こ
と
。
又
、
従
者
長
の
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

佐
と
し
て
、
軍
備
を
施
し
た
数
名
の
従
者
ω
禽
σ
q
鴛
ω
が
必
要
た
る
こ
と
。
更
に
、
弁
護
人
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
に
見
ら
れ
る
の
は
、
先
に
見
た
『
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
法
書
』
よ
り
も
細
分
化
さ
れ
た
構
成
だ
が
、
そ
の
背
景
に
は
時
代
的

差
異
や
編
纂
者
の
法
知
識
の
差
異
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
に
近
年
の
研
究
者
は
「
副
業
と
＝
一
人
の
陪
審
」
と
い
う

ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
像
を
見
る
こ
と
と
な
る
。
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（
三
）
　
法
馨
史
料
の
影
響

　
先
述
の
様
に
、
法
書
史
料
の
描
く
王
国
会
議
像
は
研
究
者
の
前
提
条
件
と
す
る
所
で
あ
る
が
、
そ
の
代
表
例
と
し
て
ラ
・
モ
ン
ト
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
、
先
に
引
用
し
た
ジ
ャ
ン
の
書
第
二
章
を
受
け
入
れ
、
ゴ
ド
フ
ロ
ワ
時
よ
り
王
国
の
会
議
は
オ
ー
ト
・
ク
ー
ル
と
ク
ー

ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
等
の
下
層
会
議
に
分
類
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、
「
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
の
コ
ン
シ
ュ
ラ
！
と
教
会
会
議
を
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
た
全
て
の
会
議
は
、
法
学
者
の
著
作
や
》
ω
ω
一
ω
Φ
に
見
ら
れ
る
王
国
法
を
適
用
し
て
い
た
」
と
す
る
。
彼
の
み
な
ら
ず
、
法
書
史
料
の
王
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

会
議
像
と
そ
れ
に
基
づ
く
王
国
統
治
構
造
は
、
研
究
者
を
し
て
「
高
度
に
発
展
し
た
行
政
構
造
」
と
評
価
せ
し
め
る
。

　
一
方
、
近
年
法
書
史
料
に
対
す
る
否
定
的
見
解
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。
一
三
世
紀
以
降
に
作
成
さ
れ
た
法
書
史
料
が
一
二
世
紀
の
現
実
を
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

映
す
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
を
投
じ
た
プ
ラ
ワ
ー
や
リ
シ
ャ
ー
ル
、
法
書
史
料
そ
の
も
の
の
信
愚
父
を
問
う
た
ラ
イ
リ
i
・
ス
ミ
ス
や
テ
ィ
ブ

⑳ル
が
代
表
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
が
、
彼
ら
の
考
察
も
決
し
て
法
書
史
料
の
描
く
王
国
会
議
構
造
の
範
曜
か
ら
脱
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
研
究

者
達
へ
の
影
響
は
決
し
て
小
さ
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
法
書
史
料
に
全
面
的
に
依
っ
た
ラ
・
モ
ン
ト
に
代
表
す
る
従
来
の
研
究
者
達
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
や
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
に
関
す

る
見
解
は
、
プ
ラ
ワ
ー
に
よ
っ
て
修
正
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

第
二
節
　
プ
ラ
ワ
ー
の
見
解
と
問
題
の
所
在

　
プ
ラ
ワ
！
の
視
点
は
大
き
く
二
分
さ
れ
る
が
、
彼
は
先
ず
王
国
で
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
誕
生
の
背
景
か
ら
論
を
展
開
す
る
。
第
一
回
十
字
軍
に
多

数
の
民
衆
が
参
加
し
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
だ
が
、
年
代
記
中
歩
兵
稀
傷
冨
。
・
と
表
現
さ
れ
る
彼
ら
の
出
自
は
都
市
罠
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
社
会
の
中
で
も
最
下
層
に
位
置
す
る
所
で
あ
っ
た
。
元
来
出
自
の
低
か
っ
た
騎
士
と
同
様
、
「
征
服
の
法
」
ご
≦
o
臨
0
8
ρ
器
簿
に
よ
っ
て
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

動
産
等
の
財
産
を
所
有
し
て
い
く
彼
ら
は
、
大
多
数
の
被
征
服
者
の
存
在
を
背
景
に
一
つ
の
社
会
面
を
形
成
し
て
い
く
。
こ
れ
が
ブ
ル
ジ
ョ
ワ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

層
の
出
現
と
な
る
が
、
彼
は
ギ
ヨ
ー
ム
・
ド
・
テ
ィ
ー
ル
の
年
代
記
か
ら
、
そ
れ
は
一
＝
○
年
頃
迄
に
完
成
し
た
と
す
る
。
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⑳

　
又
、
彼
は
そ
の
居
住
地
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
等
で
見
ら
れ
る
ブ
ル
グ
ス
げ
霞
σ
q
器
は
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
で
は
存
在
せ
ず
、
ラ
テ
ン
．
シ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ア
に
導
入
さ
れ
た
の
は
げ
ξ
σ
q
Φ
⇔
ω
嵐
と
い
う
語
と
そ
の
所
有
地
で
あ
る
ブ
ル
ガ
ー
ジ
ュ
の
概
念
の
み
で
あ
っ
た
と
す
る
。
ラ
テ
ン
．
シ
リ
ア
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
、
居
住
単
位
が
防
衛
機
能
に
重
点
を
置
い
た
城
塞
畠
簿
Φ
一
ご
導
、
σ
q
器
θ
一
爵
で
あ
り
、
都
市
は
原
則
的
に
そ
れ
に
包
括
さ
れ
た
こ
と
を
念
頭

に
置
く
と
、
こ
れ
は
理
解
し
易
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
で
は
、
何
故
先
の
法
書
史
料
は
騎
士
で
は
な
い
フ
ラ
ン
ク
人
を
表
す
の
に
。
一
く
Φ
ω
で
は
な
く
げ
ξ
σ
q
Φ
屋
Φ
ω
と
い
う
表
現
を
用
い
た
の
か
。
こ

の
問
い
へ
の
答
え
を
プ
ラ
ワ
ー
は
示
唆
す
る
。
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
に
典
型
的
な
上
記
の
居
住
形
態
は
、
必
然
的
に
騎
士
の
居
住
地
を
都
市
内
に

　
　
　
⑭

制
限
し
た
。
即
ち
9
く
霧
と
い
う
表
現
は
必
然
的
に
騎
士
も
抱
合
す
る
の
で
あ
る
。
先
述
の
如
く
、
法
書
史
料
の
目
的
の
｝
つ
に
封
を
持
つ
者

と
持
た
な
い
者
と
の
区
別
を
明
確
に
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
看
取
で
き
る
様
に
、
げ
霞
σ
q
魯
ω
①
ω
と
い
う
表
現
は
騎
士
階
級
と
の
区
別
に
最
も
有

効
な
語
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
従
っ
て
そ
れ
は
ブ
ル
グ
ス
を
必
要
条
件
と
す
る
こ
と
な
く
一
般
化
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
の
点
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
実
態
を
多
角
面
か
ら
明
確
に
し
て
お
り
、
プ
ラ
ワ
ー
の
大
き
な
成
果
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
続
い
て
、
彼
は
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
に
焦
点
を
当
て
る
。
彼
は
従
来
の
研
究
者
に
よ
る
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
に
関
す
る
言
及

が
、
全
面
的
に
法
書
史
料
に
依
っ
て
い
る
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
上
で
、
先
ず
ジ
ャ
ン
が
記
す
ゴ
ド
フ
ロ
ワ
に
よ
る
二
つ
の
会
議
の
創
設
に

疑
問
を
投
じ
る
。
そ
こ
で
、
証
書
史
料
に
着
目
し
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
実
像
に
迫
っ
て
い
く
。

　
一
＝
○
年
頃
、
人
口
的
希
薄
は
植
民
者
で
あ
る
フ
ラ
ン
ク
人
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
断
続
的
な
西
欧
か
ら
の
移
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

者
が
そ
れ
を
徐
々
に
解
消
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
一
一
二
〇
年
代
に
は
主
要
都
市
の
人
口
は
ほ
ぼ
充
た
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
様
々
な
問

題
を
産
出
し
た
。
結
果
、
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
「
原
型
」
が
必
要
条
件
的
に
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
は
陪

審
の
存
在
が
確
認
で
き
ず
、
あ
く
ま
で
も
発
展
段
階
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
ワ
！
が
、
証
書
史
料
の
中
に
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
完
成
形
を

見
る
の
は
＝
四
九
年
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
そ
こ
に
は
副
業
と
八
人
の
陪
審
が
副
署
人
と
し
て
現
れ
、
法
書
史
料
の
描
く
、
副
伯
と
一
二
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

の
陪
審
か
ら
構
成
さ
れ
る
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
像
に
近
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
都
市
エ
ル
サ
レ
ム
で
の
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
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ヨ
ワ
の
完
成
は
他
の
都
市
に
も
波
及
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
が
、
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
に
関
す
る
プ
ラ
ワ
ー
の
見
解
の
概
要
で
あ
る
。
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
起
源
を
＝
二
〇
年

頃
に
見
る
点
も
説
得
力
が
あ
り
、
又
証
書
史
料
を
考
察
手
段
と
し
て
用
い
る
の
は
非
常
に
有
効
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
の
導
い
た
結
論
は
ク
ー

ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
誕
生
、
完
成
時
期
を
訂
正
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
無
論
、
こ
の
点
は
重
要
で
あ
る
。
が
、
そ
の
論
の
出
発
点
が
法
書
史

料
と
そ
れ
を
用
い
た
研
究
者
へ
の
批
判
に
あ
っ
た
も
の
の
、
彼
の
目
的
は
そ
の
像
へ
の
疑
問
の
提
示
で
は
な
く
、
そ
れ
に
到
達
す
る
時
期
の
問

題
の
解
決
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
先
入
観
と
し
て
法
書
史
料
が
描
く
王
国
会
議
像
が
存
在
す
る
点
で
は
従
来
の
研
究
者
と
同
じ
と
雷
え
る
。
こ
の

た
め
、
証
書
史
料
を
用
い
つ
つ
も
、
そ
の
詳
細
な
検
討
に
ま
で
は
踏
み
込
ま
ず
、
こ
の
点
も
プ
ラ
ワ
ー
の
分
析
の
持
つ
不
完
全
性
と
言
え
よ
う
。

　
法
書
史
料
を
極
端
に
否
定
す
る
必
要
は
無
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
対
す
る
否
定
的
見
解
が
加
え
ら
れ
て
い
る
現
状
で
、
法
書
史
料
の
導
く
像

を
先
入
観
と
し
て
持
つ
こ
と
は
、
王
国
統
治
構
造
の
正
確
な
把
握
を
阻
害
す
る
危
険
性
を
孕
む
こ
と
は
否
め
な
い
。
そ
こ
で
、
先
ず
次
章
で
は

都
市
エ
ル
サ
レ
ム
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
に
関
す
る
証
書
史
料
を
網
羅
的
に
見
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
王
国
の
都
市
行
政
の
形
態
と
そ
こ
に
お
け
る
ブ

ル
ジ
ョ
ワ
の
活
動
を
見
て
い
き
た
い
。

都市エルサレムのブルジョワ（櫻井）

①
法
書
研
究
で
特
記
す
べ
き
は
、
O
三
巴
。
㌶
銭
ρ
竃
■
り
臨
き
懸
ら
、
勘
§
ミ
養
こ
題

　
い
ご
鳶
寒
妬
毎
逐
§
寒
隷
≧
隷
N
§
．
甲
℃
鼠
ω
‘
解
り
b
。
Q
。
’
（
以
下
、
肉
貯
譜
．
と
略
）
で

　
あ
り
、
彼
の
「
純
粋
封
建
制
論
“
は
う
・
モ
ン
ト
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
又
、

　
法
と
法
律
家
に
つ
い
て
は
、
図
一
一
畠
・
ω
ヨ
滞
ダ
㍗
§
鴨
⇒
輿
§
N
き
ミ
切
望
§
駄
導
鴨

　
ミ
譲
誉
ミ
駄
§
、
塞
霜
勘
ミ
”
置
雫
誌
謡
冒
ピ
。
乙
。
鐸
一
一
り
お
．
（
以
下
、
諭
謎
§
N

　
さ
ミ
量
と
略
）
も
℃
．
冨
で
憲
野
に
詳
し
い
。

②
特
に
前
者
中
に
記
さ
れ
る
》
量
。
・
ω
。
。
論
旨
置
①
8
は
王
権
・
貴
族
無
関
係
を

　
見
る
上
で
争
点
の
一
つ
と
な
っ
て
き
た
こ
と
は
念
頭
に
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
八
塚
春
児
「
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
国
制
史
研
究
の
諸
問
題
」

　
『
桃
由
H
鞘
口
史
・
地
理
馳
　
　
⊥
バ
ー
一
七
ム
ロ
併
口
写
、
　
～
九
八
○
か
干
、
　
二
～
～
一
＝
一
頁
一

　
拙
稿
「
騎
士
修
道
会
」
、
一
〇
二
～
一
〇
五
頁
、
等
参
照
。

③
オ
ー
ト
・
ク
ー
ル
の
法
書
に
は
、
本
稿
で
扱
う
噸
ジ
ャ
ン
・
デ
イ
ブ
ラ
ン
の

　
書
証
（
．
、
二
≦
①
暴
富
磐
α
、
同
げ
ぎ
．
．
ド
沁
幾
○
§
罰
H
‘
℃
鼠
ω
こ
一
〇
。
命
■
（
以
下
、

　
石
塁
伍
．
H
げ
亀
戸
と
略
）
）
一
『
王
の
害
』
（
．
、
U
Φ
に
く
屋
毘
幻
。
一
㌦
．
“
沁
§
ミ
♂
同
H
’

　
（
以
下
、
い
Φ
ζ
≦
㊦
．
と
略
）
）
の
他
に
．
、
じ
ぞ
お
餌
⑦
℃
鐵
膨
署
①
匹
①
客
。
＜
四
羅
ρ
．
、
り

　
沁
曙
O
ミ
勲
H
．
㌦
ご
≦
Φ
島
○
Φ
o
｛
津
建
｝
①
↓
o
洋
．
．
堕
肉
矯
O
ミ
9
し
∴
．
．
ご
く
お
α
①

　
蜜
o
ρ
話
ω
畠
、
岸
財
訂
．
．
、
一
己
角
O
ご
鈎
一
り
が
あ
る
が
、
王
国
会
議
像
に
関
し
て
は
特
に

　
有
益
な
情
報
が
得
ら
れ
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
扱
わ
な
い
こ
と
に
す
る
。

④
『
ジ
ャ
ン
・
デ
イ
ブ
ラ
ン
の
書
』
に
関
し
て
は
、
特
に
O
量
巳
。
碑
巳
ρ
竃
」

　
肉
ミ
譜
G
唱
■
c
。
．
超
9
∵
轟
な
．
Ω
煙
し
・
Φ
ヨ
Φ
漠
の
。
四
日
臥
噌
Φ
侮
Φ
ω
ヨ
き
話
。
簿
ω
飢
Φ
ω
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℃
含
暑
ρ
舞
ピ
ぎ
Φ
山
Φ
ω
〉
切
ω
圃
給
山
Φ
隷
霧
効
8
銚
、
曽
肉
遷
§
勢
8
譜
竃
寒
辱
，
ミ

》
§
ミ
諮
巡
§
餐
♪
§
声
㎝
・
闇
6
卜
。
¢
（
以
下
、
．
．
Ω
器
ω
Φ
ヨ
の
馨
㌔
．
と
略
）
も
b
．

　
窓
O
－
a
9
参
照
。

⑤
回
田
魯
σ
夢
・
b
冨
℃
．
餅

⑥
い
㊦
幕
。
。
儒
。
β
ω
巷
巳
臼
①
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
存
在
し
て
い
た
も
の
と
し

　
　
て
扱
わ
れ
る
が
、
近
年
そ
の
存
在
そ
の
も
の
が
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、

　
ζ
避
Φ
5
潤
．
国
‘
§
帖
O
き
鷲
譜
勲
㌧
鳴
ミ
ミ
℃
目
窪
ω
．
O
自
茜
げ
餌
ヨ
し
‘
○
臥
。
「
縣
．
”

　
　
6
。
。
。
。
．
も
」
曾
ふ
目
鳥
宮
9
℃
．
芝
↓
．
、
び
磐
国
礎
9
ω
8
目
貯
昏
㊦
い
簿
一
目
田
ω
嘗

　
卜
題
ト
ミ
§
§
母
恥
骨
ミ
§
．
、
“
罫
ミ
贈
、
、
§
§
N
ミ
隔
§
，
§
N
㌘
§
魯
」
O
‘
這
り
①
ご

　
薯
．
謡
－
ρ
参
照
。

⑦
密
鎚
山
．
H
顕
p
甲
O
訂
℃
．
卜
。
‘
日
ω
曾
。
O
巳
Φ
ぎ
冨
器
げ
綜
匹
窪
ω
。
。
¢
窃
ω
Φ
。
午

　
蕾
「
自
。
二
、
彗
p
莚
田
口
Φ
O
。
巨
瓦
ω
ρ
信
。
三
宮
σ
Q
。
薯
曾
尾
。
「
Φ
［
冒
ω
酔
置
實
簿

　
証
葺
ρ
訂
0
8
「
乙
巴
帥
し
d
。
「
α
q
Φ
ω
坤
ρ
鋤
9
ρ
器
；
①
器
ぴ
聞
雪
ぎ
幕
①
諺
8

　
　
歪
。
競
⑦
ω
竃
α
q
8
く
Φ
ヨ
Φ
。
憎
Φ
二
鼻
葱
Φ
江
Φ
ρ
浅
墓
Q
竈
Φ
属
島
。
。
8
艮
Φ
．
蝉

　
⑦
器
顕
妙
更
「
①
冒
σ
q
①
ω
島
Φ
一
勉
野
痺
①
○
。
霞
ω
Φ
。
。
ぎ
器
。
・
畠
Φ
〈
巴
霧
ρ
巴
に

　
o
ω
肖
。
重
語
酔
Φ
屋
。
・
α
㊦
｛
㊦
な
胃
一
．
。
器
α
q
Φ
ρ
三
；
蝉
〈
。
冨
幕
｛
帥
三
①
乙
巴
卿
O
。
葺

　
　
号
『
じ
d
。
門
α
q
巴
p
げ
9
α
q
Φ
冨
α
Φ
冨
爵
①
。
ま
』
①
ω
算
器
一
。
ぎ
。
。
①
＆
①
し
。
鷲
器

　
　
鈴
α
q
Φ
ω
馨
⑦
①
三
餌
食
Φ
。
ま
｛
蓉
①
g
円
二
。
＝
霧
雲
Φ
＝
Φ
ω
Φ
ぎ
ヨ
2
ヨ
器

　
　
蕾
重
湯
房
州
O
。
巨
号
一
p
b
d
。
お
Φ
騎
δ
嘗
①
鼻
冨
ρ
受
託
Φ
し
・
け
色
目
詠
匹

　
奪
掃
匹
霧
〉
罠
し
・
Φ
。
。
血
巴
鋤
。
。
巨
仙
Φ
ご
し
d
。
H
α
q
巴
Φ
』
け
佐
け
壁
三
器
ζ
g

　
器
ω
プ
§
Φ
ω
Φ
二
㊦
5
｛
諺
Φ
［
瞥
。
N
。
憎
く
巴
§
し
・
診
8
簿
§
瓢
雰
冨
＝
帥
田
艮
Φ

　
　
○
。
長
暫
Φ
5
信
巴
①
器
三
お
α
q
①
房
曾
．
臨
器
く
巳
艮
β
巳
器
讐
8
⇒
樽
ヨ
曾
傍
冨
「

　
　
冨
田
三
①
O
。
巨
獄
自
8
着
目
Φ
p
傍
冨
＝
騨
O
。
巨
山
Φ
ご
b
ご
。
噌
α
q
Φ
ω
置
①
ヨ
器

　
　
§
①
ω
げ
。
お
①
馨
匿
8
艮
羅
・
傍
膿
血
Φ
梓
①
§
帥
器
Φ
N
も
胃
鼠
O
。
巨
山
⑦
『

　
　
し
u
9
σ
q
Φ
ω
寅
ρ
冨
寓
。
芭
ω
伽
Φ
ω
げ
。
「
α
q
巴
Φ
ω
諾
℃
Φ
β
〈
Φ
艮
轡
戸
器
住
9
＜
Φ
三

　
　
Φ
ω
冨
艮
践
傷
㊥
傍
登
霞
σ
q
諒
。
・
ρ
信
Φ
Φ
巳
”
○
。
長
仙
Φ
ご
げ
。
同
σ
q
①
鴇
…
、

⑧
｝
①
錯
血
、
H
σ
ぎ
．
b
げ
琶
』
野
等
。

⑨
贈
磐
山
、
H
距
P
9
ρ
や
ト
。
お
．
等
。

⑩
圏
き
飴
び
ぎ
」
○
訂
℃
．
卜
。
．

⑪
　
冒
磐
偏
．
H
三
帥
口
．
“
O
訂
唱
’
卜
。
刈
9
。
尚
、
近
年
の
研
究
で
は
更
に
四
つ
の
ク
ー

　
　
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
、
℃
鑓
≦
①
き
旨
．
り
．
、
日
》
Φ

　
し
σ
霞
α
Q
Φ
し
・
。
・
㊦
』
。
㌦
．
誌
§
馬
ミ
駄
§
O
建
鷲
童
心
。
「
0
■
”
巴
‘
N
餌
8
日
』
．
ア
き
鳥

　
国
酒
曽
P
国
．
芝
こ
≦
一
喝
。
8
篇
目
p
．
曽
一
Φ
。
。
q
．
も
．
一
髪
．
参
照
。

⑫
　
　
隅
王
の
書
目
に
関
し
て
は
、
O
鎚
践
。
冨
民
P
ζ
．
り
暗
ミ
寒
．
”
唱
．
心
①
．
し
。
ρ
．
∵
嬢
”

　
．
、
Ω
霧
§
Φ
艮
．
、
．
も
．
合
㊤
ム
ト
。
£
－
斧
。
O
・
§
邸
Φ
曾
《
H
い
円
く
「
①
山
¢
幻
O
一
》
．
．
．
甲
㌘
・

　
　
寒
鴨
謬
な
忌
竃
譜
ぎ
粋
曾
謹
駐
偽
馬
辱
§
鷺
・
‘
砺
警
声
ゆ
3
竈
卜
。
①
．
甲
唱
℃
・

　
G
。
O
Q
。
ゐ
一
室
で
の
見
解
等
が
通
説
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
近

　
年
、
O
「
巴
し
・
§
幕
さ
ζ
w
、
．
ω
謬
。
言
お
呂
山
〉
ぎ
。
。
。
コ
げ
Φ
り
ぎ
Φ
窪
円
。
挫
、
．
甲
ぎ

　
　
O
§
§
界
①
山
鼠
巴
Φ
【
扇
9
N
9
9
巳
ζ
3
Φ
【
ヒ
．
国
6
琶
Q
。
ヨ
繊
一
碧
．
0
．
し
Φ
孝

　
　
し
。
旺
の
ヨ
．
レ
⑩
c
。
卜
。
；
署
．
卜
。
一
。
。
－
卜
。
N
◎
は
、
そ
の
成
立
年
代
は
一
三
世
紀
後
半
で
あ
り
、

　
　
そ
の
目
的
は
貴
族
権
の
擁
護
で
あ
っ
た
と
結
論
付
け
る
。

⑬
写
ピ
ぎ
Φ
こ
O
訂
℃
レ
メ
．
ω
．
出
簿
≦
魯
ε
費
琶
。
雪
⑦
塁
ω
曽
く
窪
ε
自
虐
Φ
餌
信
・

　
　
。
昌
げ
。
お
Φ
δ
巨
Φ
§
。
ぽ
邑
①
H
－
Φ
二
①
。
臨
く
募
「
庁
・
鷺
障
p
聾
亀
δ
窟
H

　
　
α
q
費
9
注
Φ
牙
匹
魯
ω
p
葺
①
ω
一
①
窪
ω
げ
9
σ
Q
駐
ρ
巳
寓
し
。
8
一
ρ
信
Φ
α
q
葛
屋
房
Φ
三
β
。

　
　
田
缶
Φ
O
。
芦
賦
邑
ω
8
冒
α
q
①
ρ
器
。
皿
遷
げ
。
肖
α
q
①
冴
量
闇
路
＜
①
＝
㊦
づ
。
ぎ
σ
q

　
　
8
唱
少
簿
器
艮
①
。
。
β
巨
Φ
ω
q
Φ
。
匹
妾
げ
弩
①
＝
：
．

⑭
他
に
、
同
様
の
例
と
し
て
、
ピ
㊦
い
ぎ
⑦
；
○
冨
℃
」
。
。
．
レ
㊤
．
b
P
自
．
が
あ
る
。

⑮
旨
旨
ぎ
ρ
り
9
巷
．
お
．

⑯
、
．
江
≦
①
号
。
。
〉
ω
ω
誇
。
。
号
ず
O
。
二
号
ω
切
。
霞
α
q
④
9
ω
．
．
．
－
肉
蓉
N
駐
．
』
H
’
（
以

　
　
下
、
賦
≦
Φ
．
と
略
。
）
。
尚
、
こ
の
書
の
包
括
的
な
研
究
と
し
て
、
O
茜
巳
。
紅
a
P

　
　
　
　
　
へ

　
　
ζ
．
甲
肉
ミ
譜
‘
署
』
O
よ
㎝
・
∵
伊
仙
‘
．
、
Ω
霧
ω
聲
2
斤
．
．
．
も
．
お
蒔
ム
b
。
2
勺
欝
蓄
H
し
「
》

　
　
　
へ

　
　
．
．
年
巳
Φ
冥
①
¢
雲
量
掃
。
・
二
一
①
器
。
霞
8
の
簿
『
8
暑
邑
け
δ
・
鳥
『
．
い
ぎ
①
島
Φ
ω
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〉
ω
ω
ぴ
ω
ω
匹
⑱
ω
ゆ
。
霞
α
Q
8
♂
．
、
．
．
、
曽
沁
き
N
ミ
ミ
笥
ミ
§
ミ
譜
§
帖
躰
曹
醤
鳩
時
ミ
ミ
ミ
撃

　
鷺
♪
紅
溶
奔
ω
卜
。
■
り
一
Φ
伊
鼻
．
も
℃
’
一
⑩
Q
。
山
卜
。
メ
ω
㎝
c
Q
山
Q
。
b
。
■
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

⑰
冨
O
。
慧
㊦
b
ご
曾
σ
Q
き
F
《
‘
．
．
剛
暑
。
曾
a
。
コ
■
．
、
甲
署
．
図
×
×
＜
縮
×
r
唱
や

　
一
×
帥
×
1
一
諸
×
謄

⑱
ご
く
門
⑦
こ
O
ぎ
。
．
ω
‘
倉
N
w
。
。
．

⑲
、
．
≧
み
σ
Q
ゆ
曾
び
ぎ
⑦
儒
㊦
ω
〉
。
。
。
。
一
。
。
Φ
ω
畠
巴
Q
O
。
宵
山
⑦
ω
ゆ
。
賃
α
q
①
。
置
、
ド
沁
§

　
§
9
一
同
H
．
（
以
下
、
諺
げ
み
σ
q
ひ
と
略
。
）

⑳
〉
げ
み
α
q
ゆ
■
曽
O
ξ
唱
」
ω
∴
。
。
・

⑳
〉
げ
み
σ
Q
少
O
ご
唱
■
P
。
尚
、
各
職
務
の
詳
細
な
説
明
は
、
》
び
み
σ
Q
少
○
訂
㍗

　
ω
∴
一
・
。

⑫
轡
記
官
制
度
は
聖
王
ル
イ
に
よ
り
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
に
導
入
さ
れ
た
と
す
る
見

　
解
も
あ
る
、
℃
鑓
≦
Φ
「
し
‘
．
．
円
訂
ω
竃
σ
q
Φ
。
。
器
ω
’
．
、
も
島
㎝
刈
．
。

⑳
〉
げ
み
α
・
ひ
ご
O
げ
g
．
轟

⑳
冨
窯
。
糞
p
9
い
‘
宰
舞
魯
、
§
、
N
織
準
ず
旨
§
じ
§
臨
卍
繋
ミ
駄
瀞
ミ
幽

　
魯
榊
§
u
置
O
や
k
め
題
こ
O
餌
ヨ
び
門
一
匹
α
q
P
一
㊤
ω
押
唱
や
一
〇
叩
＝
一
’

⑮
匹
。
訂
門
酸
し
．
り
§
恥
導
§
蒸
・
誤
認
ミ
ミ
§
・
翁
ミ
§
り
g
轟
ω
ゲ
一
「
♂
ざ
ナ

　
〈
o
一
9
♪
〉
ヨ
ω
齢
嘆
畠
ヨ
．
▼
一
り
刈
り
「
（
以
下
、
ト
ミ
註
漆
嵩
寒
ミ
．
と
略
）
も
マ
謡
■

⑳
℃
門
主
㊦
了
し
‘
．
．
目
①
。
。
窯
§
鐸
ω
欝
ヨ
陽
号
『
団
ひ
a
聾
み
畠
湧
8
汽
。
葦
帽
ヨ
⑦

　
巨
冒
牙
ま
毎
。
。
紘
Φ
ヨ
”
巷
⑦
「
Φ
8
・
ω
己
騨
監
○
戸
、
ド
寒
§
馬
寒
韓
ミ
馬
§
§
§
甲

　
×
×
H
H
こ
鐙
ゆ
鼻
‘
娼
℃
．
膳
O
∵
日
医
σ
鼻
∴
知
坤
0
7
β
。
既
響
旨
；
卜
馬
憶
夕
日
§
鳴
ミ
織
醤
譜
隷
、
～
ヤ

　
物
ミ
§
；
℃
鼠
ω
．
し
O
器
．
等
を
特
に
参
照
。

⑳
空
冨
ギ
ω
巨
［
潤
い
凄
N
§
N
さ
ミ
昼
も
9
H
。
。
£
綱
ぴ
瓢
ρ
ω
‘
§
謡
§
ら
ず
§
駄

　
ト
ミ
募
》
鴬
晦
§
き
馬
ト
ミ
討
因
軌
蓉
ミ
ミ
隷
ミ
捻
紺
§
》
k
◎
ゆ
や
N
め
ミ
‘
○
×
｛
o
a
マ
甲

　
一
㊤
c
◎
⑩
こ
唱
や
甲
卜
⊃
．

璽
　
℃
鑓
≦
Φ
さ
一
．
曽
．
．
↓
冨
切
葺
α
q
⑦
ω
ω
Φ
ω
．
．
．
も
唱
．
竃
？
窃
ω
．
。
尚
、
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
」
層

　
の
創
出
に
関
し
て
、
U
o
山
F
O
‘
簿
動
§
越
守
恥
ミ
～
ミ
§
恥
§
ミ
9
餐
題
譜
蕩
貯

　
沁
e
糞
ミ
恥
卜
匙
§
譜
頴
蓮
恥
ミ
§
‘
勺
費
す
曽
一
Q
。
Φ
心
．
も
』
①
O
■
で
は
、
国
王
が
貴
族

　
厨
に
対
抗
す
る
手
段
と
し
て
創
出
し
た
と
し
、
○
聾
①
P
P
卜
窺
夢
、
貯
§
き
匙

　
昏
N
轡
ミ
ミ
譜
偽
ら
、
o
跨
亀
目
賜
ミ
建
㌧
、
，
馬
ミ
骨
額
ミ
“
》
§
鴫
ミ
蹴
嬉
ミ
凱
象
爵
－
℃
帥
臨
。
。
．
響

　
一
逡
O
■
も
．
罐
S
で
は
、
シ
リ
ア
人
と
の
区
別
か
ら
自
己
形
成
さ
れ
た
と
す
る
。

⑲
℃
鎚
芝
①
門
し
」
．
、
↓
ぽ
b
d
自
σ
q
o
ω
ω
Φ
ω
．
、
．
り
署
．
一
二
凸
ρ
ち
な
み
に
ギ
ヨ
ー
ム
の
記

　
述
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
≦
已
Φ
巨
円
盤
窪
巴
ω
〉
二
三
①
嘗
ω
o
o
籠
り
．
、
国
韓
霞
賦

　
話
羅
ヨ
ヨ
℃
碧
瓜
σ
窃
［
昼
霧
ヨ
p
鵠
巴
ω
σ
q
①
G
。
出
線
ヨ
9
、
．
’
沁
財
6
Q
＆
§
ミ
袋
き
H
l
一
■
”

　
甲
N
．
一
℃
巨
ω
．
響
一
。
。
武
．
（
以
下
、
≦
帥
一
『
巳
．
と
略
）
ー
ピ
一
げ
■
一
一
．
甲
O
鋤
℃
．
冨
‘

　
。
…
℃
鑓
①
審
お
節
o
o
口
。
Φ
匹
P
ρ
信
。
像
ρ
巳
。
¢
ロ
ρ
g
語
⑦
o
毎
ヨ
。
℃
件
一
種
四
聖
昼
く
甑
巴
や

　
ρ
該
ω
ヨ
厳
ε
ヨ
。
励
2
げ
母
σ
q
窪
ω
躍
β
】
）
臥
駄
P
障
器
名
騨
一
2
号
の
鼠
ω
お
匹
象
二
σ
霧
サ

　
冥
。
。
。
g
曽
。
毎
日
ρ
器
鎖
巳
ヨ
⇔
げ
霧
▼
餌
g
自
「
Φ
Φ
己
Φ
ヨ
①
o
o
δ
ω
冨
Φ
く
。
ご
Φ
ユ
∬
即
ぴ
影

　
。
・
搾
し
。
ぎ
一
鷺
器
く
。
ご
艮
四
銘
的
①
×
①
o
に
銘
P
＝
＝
．
こ
れ
は
、
　
一
一
一
〇
年
、
ベ
ツ
レ
ヘ

　
ム
に
教
会
が
置
か
れ
た
状
況
の
記
述
で
あ
る
が
、
ギ
ヨ
ー
ム
が
讐
H
α
q
窪
ω
『
と
い

　
う
表
現
を
使
う
の
は
、
こ
れ
が
唯
一
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
ギ
ヨ
ー
ム
の
年
代
記

　
が
コ
七
〇
～
八
○
年
代
頃
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
一
一
一
〇
年
に

　
ぴ
葺
α
q
Φ
器
一
。
。
と
い
う
表
現
が
一
般
的
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
が
。

⑳
　
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
宮
松
浩
憲
欄
覗
欧
ブ
ル
ジ
ュ
ワ
ジ
ー
の
源
流
…
…
ブ

　
ル
グ
ス
と
ブ
ル
ゲ
ン
シ
ス
ー
』
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
、
が
筆
者
の

　
理
解
に
大
い
に
役
立
っ
た
。

⑳
軍
碧
Φ
5
｝
■
”
、
．
臣
Φ
b
σ
自
σ
q
Φ
ω
し
。
Φ
ω
．
．
．
も
唱
］
U
O
鼻
∵
日
嗣
」
象
穎
譜
・
簿
偽
ミ
§
§
皇

　
○
×
♂
「
島
‘
一
⑩
c
◎
ρ
（
以
下
、
O
建
鶏
譜
、
．
と
略
）
り
薯
「
ト
っ
α
O
よ
．
。
こ
こ
で
、
プ
ラ

　
ワ
ー
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
を
規
定
す
る
一
要
素
と
し
て
ブ
ル
ガ
ー
ジ
ュ
の
保
有
を
挙
げ

　
て
い
る
。

⑫
零
庁
零
ω
鼠
［
7
旨
‘
§
鴨
野
寒
妹
偽
駄
勲
き
ぎ
§
§
ミ
偽
ミ
§
§
翫
奪
養
勲
5

　
嵐
8
や
N
。
。
殴
P
び
。
昆
8
‘
お
雪
■
（
以
下
、
§
鳴
さ
蒔
霧
と
略
ン
署

　
お
ω
，
呂
O
．
で
は
、
＄
韓
Φ
一
一
¢
ヨ
は
周
辺
に
耕
作
地
を
有
す
る
城
で
あ
り
、
α
q
仁
。
ω
身
蝉
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は
そ
れ
を
有
さ
な
い
城
で
あ
る
と
す
る
が
、
本
稿
で
は
両
者
を
併
せ
て
門
城
塞
」

　
と
表
現
す
る
。
又
、
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
で
の
城
塞
の
重
要
性
に
関
し
て
は
、

　
じ
d
①
薯
Φ
霧
ρ
　
ζ
．
曽
§
偽
罫
職
譜
鳶
軌
謡
熱
鴨
き
◎
卜
§
卸
旨
⑦
毎
ω
巴
①
ヨ
ご
6
刈
9

　
や
い
”
≦
毒
ロ
ρ
円
．
図
．
曽
O
ミ
望
診
、
・
9
絵
貯
飴
○
×
｛
O
【
匹
．
仏
Φ
c
Q
伊
．
を
参
照
。

⑳
　
一
方
、
証
書
史
料
中
で
は
宮
お
弾
器
ω
と
。
ぞ
霧
が
ほ
ぼ
同
意
語
と
し
て
用
い

　
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
に
つ
い
て
は
本
稿
第
二
章
第
二
節
参
照
。

⑭
　
℃
舜
≦
Φ
r
旨
．
浮
身
b
d
霞
α
q
㊦
ω
ω
Φ
も
・
．
、
．
も
．
一
円
O
．
で
は
都
市
内
に
居
住
す
る
貴
族
が

　
抑
制
と
な
り
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
上
昇
が
妨
げ
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
る
が
、
と
5

　
9
ミ
縞
譜
、
ゴ
署
・
ω
○
。
G
・
－
9
で
は
、
都
市
内
に
騎
士
が
居
住
す
る
こ
と
に
よ
る
、
ブ

　
ル
ジ
ョ
ワ
と
騎
士
と
の
融
合
や
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
上
昇
の
促
進
を
論
じ
て
い
る
。

⑮
軍
碧
①
さ
旨
．
▼
♀
§
霜
誉
芦
も
』
①
ご
空
。
訂
H
出
し
．
唱
じ
§
肉
欝
誉
§
．
も
■
B
一
’

⑳
　
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
ミ
ミ
も
℃
．
一
b
。
一
－
郎
①
．
参
照
。

⑰
軍
碧
⑦
「
曽
｝
4
9
N
§
§
ゴ
℃
ワ
ト
。
翁
山
δ
山
a
こ
崎
ぴ
Φ
じ
σ
霞
α
Q
①
ω
。
。
⑦
も
。
■
、
げ
署
’

　
一
㎝
￥
Q
o
・

魯
本
稿
で
用
い
る
証
書
史
料
は
、
．
6
冨
詳
Φ
も
。
．
、
ド
肉
蓉
§
卸
H
ご
O
ミ
ミ
ミ
騨
鳴
譜

　
簿
愚
賊
ミ
§
恥
§
N
㍗
歌
語
へ
N
ミ
偽
穗
隷
ミ
鶏
§
y
℃
舞
号
幻
o
N
二
目
P
団
．
響
℃
9
詠
‘

　
蕊
お
．
（
以
下
、
カ
。
N
醇
ρ
と
略
。
y
建
ミ
§
。
慈
薯
§
§
§
帖
9
噂
牢
α
q
．

　
ω
器
冨
搾
ρ
国
‘
b
ウ
Φ
臣
P
‘
一
Q
O
O
り
．
（
以
下
、
ω
〔
撃
高
竃
’
と
略
。
y
O
ぎ
、
蕊
譜
ミ

　
誤
、
ミ
象
賊
ミ
馬
臆
d
q
§
§
腎
譜
N
ぽ
寒
δ
雨
譜
さ
壁
馬
6
0
ミ
罵
寒
き
偽
ミ
H
ぎ
野
麗
『

∪
Φ
臨
。
誌
ρ
甲
卸
℃
鼠
ω
・
り
冨
。
。
o
．
（
以
下
、
U
㊦
蓉
。
門
α
P
と
略
。
y
．
、
早
。
冨

○
げ
ロ
ユ
収
奪
×
H
H
Φ
。
・
諒
。
訂
8
⇒
o
の
日
顕
。
三
｝
、
o
a
二
号
　
ω
［
言
挙
島
ま
霞
・

。。

�
ｳ
ヨ
．
、
．
も
舞
U
Φ
菊
。
巴
×
凱
こ
態
惑
帖
q
題
譜
N
6
識
§
、
ト
ミ
ミ
蓉
。
露
Φ
回
．
”
勺
鋤
鼠
ω
．
甲

｝
c
Q
o
Q
一
∴
卜
題
専
惑
電
舞
ミ
b
σ
画
ミ
討
暮
＆
ミ
ミ
羅
馬
誌
防
ミ
寒
N
ご
田
沼
譜
象
§
㍗
詩
ミ
N

譜
隷
ミ
鶏
N
§
昏
ミ
ミ
”
窟
【
’
い
①
幻
。
巳
×
し
¢
℃
監
ω
5
蕊
。
。
ω
．
（
以
下
、
暦
r
・

幻
。
乱
×
．
と
略
。
）
　
、
．
牢
四
σ
q
ヨ
魯
貢
ぎ
。
鋤
き
♂
一
戸
号
｝
、
。
昏
⑦
号
ω
四
紅
白
餌
鑓
『
ρ

2
↓
①
「
お
ω
臥
馨
Φ
㌔
、
み
〔
．
山
①
竃
霞
ω
ざ
〉
‘
郎
§
ミ
巨
儒
四
日
N
6
M
，
帖
§
琳
ト
ミ
§
甲
ε
日
Φ

丼
評
費
仏
。
。
。
。
心
．
（
以
下
、
鼠
霧
零
と
略
。
）
一
δ
訂
箒
ω
画
2
、
呂
ぴ
避
①
号

累
。
茸
Φ
6
0
ヨ
Φ
住
Φ
『
く
巴
ゆ
Φ
山
㊦
｝
0
5
。
愚
ゲ
讐
①
⇒
↓
費
「
Φ
ω
o
ぎ
8
（
瓢
O
o
Q
∴
鱒
緯
）
㌧
、
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窟
び
．
〆
。
江
Φ
お
O
；
沁
遷
～
ミ
懸
N
6
識
§
再
ト
ミ
ミ
翼
。
ヨ
①
刈
．
－
℃
費
グ
レ
。
。
り
ρ
（
以
下
、

開
〇
三
Φ
肖
5
と
略
。
）
一
．
、
○
訂
【
8
。
。
号
　
↓
輿
お
ω
四
ぎ
ρ
．
、
甲
窟
【
ビ
①
カ
。
巳
×
し
．
ー
ミ
§
偽

譜
N
6
譜
ミ
奪
§
．
な
§
⑦
＝
・
甲
℃
巴
ω
■
」
8
。
。
■
（
以
下
、
O
冨
冨
。
・
．
と
略
。
ン

い
馬
9
、
ミ
ミ
℃
，
馬
誉
N
、
磯
N
譜
§
忠
斗
㍗
響
ミ
ら
、
亀
譜
幕
「
§
黛
榊
§
‘
窟
σ
9
b
d
器
ω
？

b
d
餌
艮
δ
朗
Ω
↓
℃
践
ω
じ
一
⑩
。
。
野
（
以
下
、
じ
d
H
窃
。
－
し
d
窪
［
δ
H
．
と
略
。
）
一
沁
ミ
隔
ミ

、
§
一
己
ミ
、
象
。
⑤
註
§
N
ト
§
O
導
匙
6
Ω
養
w
o
o
ヨ
や
菊
爵
臥
。
ぎ
り
幻
こ
H
㌣

重
げ
毎
。
『
．
弘
。
。
り
G
。
．
（
以
下
、
肉
ミ
§
と
略
。
）
島
馨
§
・
§
執
ミ
§
智
ウ
§
§
・

塁
　
§
O
ミ
ミ
O
Q
鳶
．
郎
§
ミ
§
鴨
ミ
窺
ミ
”
8
ヨ
旭
．
ヵ
α
げ
ユ
9
ρ
菊
．
曽
H
⇒
・

自
げ
罎
畠
．
曽
一
〇
〇
餅
（
以
下
、
肉
蓉
ミ
郎
ミ
と
略
。
）
で
あ
る
。
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第
二
章
　
都
市
エ
ル
サ
レ
ム
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
都
市
行
政

　
本
章
で
は
、
先
ず
都
市
エ
ル
サ
レ
ム
に
関
連
す
る
証
書
を
検
討
す
る
が
、
そ
の
際
次
の
二
点
に
留
意
し
た
い
。
先
ず
は
、
コ
証
書
の
発
給
1
1

会
議
の
開
催
」
と
い
う
構
図
が
成
立
す
る
か
否
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
両
方
の
場
合
が
存
在
す
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
区
別
は
非
常
に
困
難

で
あ
る
。
但
し
、
証
書
の
発
給
と
そ
の
署
名
に
は
複
数
の
人
間
の
存
在
が
前
提
条
件
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
証
書
の
発
給



は
集
会
的
要
素
を
伴
う
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
に
関
連
す
る
が
、
も
う
一
点
は
、
証
書
へ
の
署
名
が
そ
の
場
で
の
存
在
を
意
味

す
る
か
否
か
と
い
う
事
で
あ
る
。
こ
れ
つ
い
て
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
の
場
合
署
名
が
存
在
を
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
は
概
ね
認
め
ら
れ
て
お

①り
、
本
稿
で
も
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
い
。

　
さ
て
、
本
章
で
用
い
る
証
書
は
、
発
給
人
に
軸
を
置
い
た
時
、
二
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
騎
士
や
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
、
即
ち
俗
人
の
発
給
す
る

証
書
と
、
聖
職
者
（
こ
こ
で
は
聖
堂
参
事
会
、
修
道
院
や
騎
士
修
道
会
も
含
む
も
の
と
す
る
）
の
発
給
す
る
証
書
で
あ
る
。
先
ず
は
、
前
者
に
つ
い
て

見
て
い
き
た
い
。

第
【
節
俗
人
発
給
羅
婁

都市エルサレムのブルジョワ（櫻井）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
本
節
で
対
象
と
な
る
証
書
は
全
二
二
通
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
表
1
を
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
の
中
で
最
も
古
い
も
の
は
、
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

二
四
年
の
も
の
で
あ
る
［
A
］
。
こ
こ
に
は
、
尊
母
》
ω
ρ
葺
ぢ
器
や
出
鉱
暴
匡
霧
ぽ
勺
○
器
等
八
人
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
が
副
署
し
て
い
る
。
プ
ラ

ワ
ー
は
、
こ
こ
に
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
前
身
を
確
認
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
見
る
、
「
副
伯
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
」
と
い
う
副
署
形

態
は
一
＝
二
〇
年
迄
一
貫
し
て
い
る
［
A
、
B
、
C
、
D
］
。
し
か
し
、
＝
三
五
年
に
発
給
さ
れ
た
証
書
以
降
、
そ
の
副
署
形
態
に
は
二
つ

の
大
き
な
変
化
が
現
れ
る
。
一
つ
は
、
必
ず
し
も
副
伯
の
副
署
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
も
う
一
つ
は
陪
審
ご
山
Φ
×
の
出
現
で
あ
る
。

　
＝
三
五
年
以
降
の
証
書
一
八
通
の
内
、
薬
篭
乃
至
城
代
が
副
署
し
て
い
る
の
は
、
僅
か
六
通
と
半
数
を
下
墨
る
［
H
、
K
、
O
、
Q
、
U
、

V
］
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
プ
ラ
ワ
ー
も
解
答
を
用
意
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
副
伯
の
署
名
の
無
い
も
の
は
私
的
記
録
嘆
署
簿
①
お
。
○
巳
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

つ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
解
答
は
説
得
力
を
欠
い
て
い
る
感
を
否
め
な
い
。
何
故
な
ら
、
私
的
記
録
だ
か
ら
と
い
っ
て
画
伯

の
署
名
を
削
除
す
る
必
然
性
は
無
く
、
む
し
ろ
副
伯
の
副
署
は
記
録
正
当
化
に
最
も
有
効
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
や

は
り
、
副
伯
の
署
名
の
無
い
証
書
は
そ
の
作
成
の
場
に
副
伯
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
、

副
伯
の
副
署
が
見
ら
れ
る
六
通
の
証
書
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
一
つ
の
共
通
項
が
見
つ
か
る
。
そ
れ
は
、
殆
ど
そ
の
発
給
人
が
騎
士
階
級
に
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属
し
た
者
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
［
H
、
K
、
○
、
Q
、
U
］
。
内
容
を
見
れ
ば
、
対
象
こ
そ
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
、
聖
墳
墓
教
会
、
聖
ヨ
ハ

ネ
騎
士
修
道
会
や
騎
士
と
多
彩
で
あ
る
も
の
の
、
全
て
動
産
や
不
動
産
の
寄
進
・
売
却
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
記
録
官
制
度
が
な
い
当
時
で

は
、
必
然
的
に
財
産
確
認
証
書
が
多
く
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
エ
ル
サ
レ
ム
内
居
住
者
に
関
わ
る
財
産
の
移
動
に
は
、
常

に
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
が
関
与
し
て
お
り
、
副
伯
は
騎
士
階
級
に
属
す
る
者
が
関
わ
る
時
に
の
み
関
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

移
動
す
る
所
領
が
封
か
ブ
ル
ガ
ー
ジ
ュ
か
、
と
い
う
点
だ
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
明
確
な
解
答
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
が
、
い
ず
れ
に

せ
よ
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
が
証
書
正
当
化
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
次
に
陪
審
制
に
つ
い
て
見
る
と
、
先
述
の
様
に
、
証
書
史
料
の
中
で
陪
審
が
現
れ
る
初
富
は
一
＝
二
五
年
の
証
書
で
あ
り
、
署
名
の
筆
頭
に

ご
号
×
ω
①
旨
①
属
島
と
記
さ
れ
て
い
る
［
E
］
。
し
か
し
、
陪
審
の
表
記
が
あ
る
の
は
ω
Φ
善
①
誹
器
～
名
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
が
制
度
と
し
て

確
立
し
て
い
た
と
は
認
め
難
い
。
一
方
、
一
一
四
九
年
の
証
書
で
は
、
副
伯
に
続
い
て
単
名
が
署
名
し
て
お
り
、
最
後
に
「
陪
審
達
」
含
畠
ω

と
記
さ
れ
て
い
る
［
H
］
。
さ
て
、
こ
の
証
書
は
、
プ
ラ
ワ
ー
が
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
完
戒
を
見
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
又
、
彼
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

こ
の
証
書
中
の
冒
お
σ
q
聾
。
霞
賦
と
い
う
表
現
を
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
一
体
化
さ
せ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
陪
審
に
焦
点
を
当
て
つ

つ
他
の
証
書
を
併
せ
て
検
討
を
重
ね
る
と
・
プ
ラ
ワ
あ
見
解
に
疑
問
を
呈
さ
ざ
る
を
得
な
胞
・
先
ず
＝
四
九
年
の
証
書
の
よ
う
に
・
副

署
人
リ
ス
ト
で
「
陪
審
」
と
い
う
区
分
が
見
ら
れ
る
証
書
は
、
他
に
一
一
五
五
年
の
証
書
（
同
）
Φ
一
鐸
門
鋤
け
帥
H
①
H
質
ω
鋤
一
Φ
H
P
）
［
K
］
と
＝
六
八
年
の

証
書
（
∪
Φ
甘
糞
一
。
・
）
［
O
］
の
二
通
し
か
存
在
せ
ず
、
＝
四
九
年
以
降
も
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
完
成
形
を
見
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

又
、
そ
の
三
通
全
て
の
証
書
が
騎
士
階
級
に
属
す
る
者
が
発
給
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
事
も
考
慮
の
対
象
と
な
ろ
う
。
特
に
、
一
一
六
八

年
の
証
書
に
は
、
「
そ
の
他
出
導
者
」
箕
器
け
㊤
＄
汐
け
臼
貯
霞
量
辞
と
し
て
七
百
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
が
副
署
し
て
お
り
、
決
し
て
陪
審
の
み
が
ブ
ル

ジ
ョ
ワ
の
核
と
し
て
会
議
に
出
席
し
て
い
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
［
○
］
。
こ
れ
は
、
陪
審
と
表
記
さ
れ
る
者
の
副
署
す
る
証

書
が
、
先
の
も
の
を
含
め
て
も
六
通
し
か
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
［
E
、
H
、
K
、
L
、
0
、
Q
］
。

　
以
上
二
点
か
ら
、
法
書
史
料
に
描
か
れ
る
「
翻
伯
と
（
一
一
天
の
）
陪
審
」
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
い
う
会
議
像
は
、
騎
士
階
級
に
属
す
る
者
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しこ塞

　　隼

　　る

　　部
　　の
　　証
　　書
　　の
　　み
　　に
　　近
　　似
　　形
　　が
　　確
　　認
　　さ
　　れ
　　る
　　も

　　の
　　で
　　あ
　　り
　　　N

現
実
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
会
議
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難

第
㎜
【
節
　
聖
職
者
発
絵
証
書

都市エルサレムのブルジョワ（櫻井）

　
（
一
）
　
修
道
院
関
連
証
書

　
こ
こ
で
対
象
と
な
る
証
書
は
全
四
二
通
で
、
内
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
副
署
が
見
ら
れ
る
の
は
二
九
通
で
あ
る
。
適
宜
表
2
を
参
照
願
い
た
い
。
ブ

ル
ジ
ョ
ワ
の
二
陣
の
無
い
＝
二
通
を
見
る
と
、
一
〇
分
の
一
税
等
教
会
の
問
題
に
関
す
る
も
の
が
六
例
［
3
、
1
5
、
1
6
、
2
7
、
3
2
、
3
3
］
、
同

一
組
織
内
に
関
す
る
も
の
が
三
例
［
2
9
、
3
1
、
3
6
］
、
教
会
問
の
和
解
に
関
す
る
も
の
が
三
例
［
1
2
、
2
8
、
4
0
］
と
い
う
内
訳
に
な
る
。
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

よ
り
、
基
本
的
に
教
会
の
問
題
、
特
に
一
〇
分
の
一
税
を
巡
る
問
題
に
は
俗
人
の
関
与
が
無
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
が
翻
署
す
る
二
九
通
中
一
九
通
は
、
財
産
の
移
動
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
内
、
対
象
が
聖
職
者
で
あ
る
も
の
が
六
通

［
1
、
4
、
5
、
1
3
、
3
4
、
3
8
］
、
俗
人
で
あ
る
も
の
が
＝
二
通
で
あ
り
［
2
、
7
、
8
、
9
、
1
0
、
1
1
、
1
4
、
2
1
、
2
5
、
3
0
、
3
5
、
3
7
、
4
2
］
、

財
産
の
移
動
に
関
し
て
は
聖
・
俗
を
問
わ
ず
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
立
ち
会
い
が
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
財
産
を
巡
る
争

い
の
調
停
も
同
様
で
あ
ろ
う
［
1
7
、
2
6
、
3
9
、
4
1
］
。
先
に
見
た
様
に
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
俗
人
副
署
の
無
い
場
合
も
あ
る
が
、
両
者
の
差

異
の
背
景
は
史
料
か
ら
読
み
と
れ
な
い
。
尚
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
聖
墳
墓
教
会
の
密
接
な
関
係
も
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。
中
で
も
勺
Φ
欝
猛

　
　
　
　
⑨

ピ
。
ヨ
げ
践
曾
ω
は
そ
の
マ
ホ
メ
リ
ア
の
所
領
・
住
居
に
関
す
る
証
書
に
多
数
副
署
し
て
い
る
［
1
9
、
2
0
、
2
2
、
2
3
、
2
4
］
。

　
所
領
・
住
居
に
関
す
る
限
り
、
そ
れ
が
修
道
院
に
関
す
る
も
の
、
修
道
院
同
士
の
争
い
で
あ
ろ
う
と
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
は
俗
人
の
代
表
と
し
て

（
∪
Φ
巨
。
冨
、
い
蝕
8
霊
白
く
9
0
）
証
書
の
権
威
付
け
の
一
翼
を
成
し
て
い
た
こ
と
が
解
る
。
一
方
、
副
書
は
六
通
［
4
、
6
、
7
、
2
6
、
3
4
、

3
7
］
、
陪
審
と
明
記
さ
れ
て
い
る
者
は
三
通
［
8
、
4
1
、
4
2
］
に
し
か
見
ら
れ
ず
、
彼
ら
は
修
道
院
の
権
利
確
認
に
と
っ
て
必
ず
し
も
必
要
条

件
で
は
無
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
後
者
に
関
し
て
は
、
「
陪
審
」
の
表
記
が
付
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
か
も
知
れ
な
い
が
。
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（
二
）
　
エ
ル
サ
レ
ム
総
大
司
教
発
給
証
欝

　
エ
ル
サ
レ
ム
総
大
司
教
は
、
地
方
司
教
と
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
司
教
の
二
面
性
を
持
ち
、
本
稿
で
は
当
然
前
者
と
し
て
の
総
大
司
教
発
給
証
書

を
扱
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
・
が
、
一
概
に
両
者
を
明
確
に
区
分
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
管
見
の
も
の
全
三
三
通
を
考
察
の

対
象
と
す
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
表
3
を
参
照
さ
れ
た
い
。
一
一
三
〇
年
代
迄
は
｝
○
分
の
一
税
や
そ
れ
に
伴
う
修
道
院
の
財
産
承
認
に
関
す

る
証
書
が
多
数
を
占
め
、
俗
人
の
翻
署
は
ほ
ぼ
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
［
エ
、
ケ
、
ソ
］
。
総
大
司
教
発
給
証
書
へ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
署
名
が

一
般
化
す
る
の
は
、
＝
四
〇
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
初
風
は
＝
四
～
年
の
証
書
で
あ
り
、
聖
職
者
、
副
二
恩
。
二
三
ω
等
に
続

き
濁
巴
ロ
巴
曾
ω
号
ζ
○
欝
Φ
ピ
鋤
亀
p
8
以
下
九
人
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
が
署
名
し
て
い
る
［
テ
］
。
こ
れ
以
降
、
総
大
司
教
発
給
証
書
で
ブ
ル
ジ
ョ

ワ
の
副
署
が
見
ら
れ
る
も
の
は
全
～
四
通
中
九
通
と
半
数
以
上
を
占
め
る
。
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
署
名
が
確
認
さ
れ
な
い
証
書
は
、
殆
ど
全
て
教
会

或
い
は
修
道
院
の
間
の
㏄
○
分
の
～
税
を
巡
る
争
い
で
あ
り
［
二
、
チ
、
ミ
、
ム
］
、
こ
の
点
で
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
関
与
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
は

修
道
院
の
例
で
確
認
し
た
こ
と
と
一
致
す
る
。

　
但
し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
副
署
が
見
ら
れ
る
九
通
の
内
、
二
通
に
つ
い
て
は
、
U
①
ぽ
。
皇
尊
ぴ
寒
季
。
ω
賦
ω
面
一
9
ω
［
ホ
］
、
∪
①
賦
ヨ
蕪
蝉
臼
＄

［
マ
］
と
あ
り
、
い
ず
れ
も
総
大
司
教
の
関
係
者
の
み
の
副
署
し
か
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
関
し
て
は
プ
ラ
ワ
ー
の
見
解
に
触
れ
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
一
一
三
七
年
の
証
書
で
は
、
聖
墳
墓
教
会
聖
堂
参
事
会
員
達
に
続
い
て
U
Φ
霊
賦
鎚
。
訂
犀
。
巨
鋤
と
し
て
七
人
が
副
署

し
て
い
る
［
ソ
］
。
プ
ラ
ワ
ー
は
こ
の
証
書
を
根
拠
に
エ
ル
サ
レ
ム
市
内
の
北
東
四
分
の
一
区
薗
は
、
ク
ー
リ
ア
・
バ
ト
リ
ア
ル
カ
エ
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

エ
ル
サ
レ
ム
総
大
司
教
の
行
政
区
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
先
の
二
通
の
証
書
と
併
せ
て
、
計
三
通
の
証
書
は
こ
の
見
解
を
裏
付
け
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
又
、
一
一
六
七
年
の
証
書
に
お
い
て
住
居
に
触
れ
る
際
、
「
我
々
の
区
画
に
あ
る
家
を
」
画
。
ヨ
○
し
。
》
ρ
¢
器
ω
§
樽
㌶

租
曾
§
δ
⇒
。
ω
霞
。
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
総
大
司
教
の
区
画
は
明
確
に
認
識
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
［
ヒ
］
。
し
か
し
、
＝
三
七
年
の
証
書

で
は
、
○
聾
Φ
比
霧
が
エ
ル
サ
レ
ム
の
祝
祭
の
時
に
総
大
司
教
に
一
ベ
ザ
ン
ツ
支
払
う
こ
と
、
＝
七
五
年
の
証
書
で
は
聖
ヨ
ハ
ネ
修
道
会
に

与
え
て
い
る
の
は
円
○
げ
①
轟
器
伽
Φ
じ
d
Φ
一
σ
q
零
9
な
る
者
の
住
居
の
年
間
二
〇
ベ
ザ
ン
ツ
の
借
家
権
8
至
愚
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
証
書
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が
示
す
も
の
は
総
大
司
教
の
個
人
資
産
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
で
言
う
。
巨
Φ
と
は
行
政
区
分
を
表
す
概
念
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
狭
義

の
意
味
で
の
総
大
司
教
宮
廷
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ク
ー
リ
ア
・
バ
ト
リ
ア
ル
番
田
の
構
成
員
も
ブ
ル
ジ

ョ
ワ
で
あ
り
、
一
一
四
〇
年
代
以
降
、
そ
の
財
産
の
移
動
の
際
、
総
大
司
教
に
と
っ
て
は
、
副
伯
よ
り
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
立
ち
会
い
が
有
効
乃
至

必
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
看
取
で
き
る
。

そ
れ
で
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
中
で
も
如
何
な
る
者
が
副
署
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
は
、
こ
の
点
を
具
体
的
に
検
証
し
て
い
き
た
い
。

第
蕊
簾
　
副
署
人
リ
ス
ト
に
見
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ

都市エルサレムのブルジョワ（櫻井）

　
本
節
に
関
し
て
は
、
表
4
を
用
い
て
検
討
を
行
い
た
い
。
先
ず
、
一
一
二
〇
年
代
か
ら
一
；
一
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
顕
著
に
署
名
す
る
者

と
し
て
、
O
p
三
H
凱
蕊
＞
o
島
（
五
例
［
A
、
－
、
2
、
4
、
6
］
）
と
男
鉱
⇒
巴
含
。
。
締
℃
○
房
（
四
例
［
A
、
C
、
4
、
7
］
）
の
二
人
が
挙
げ
ら
れ
る
。

幻
飢
コ
巴
象
ω
に
つ
い
て
は
情
報
が
無
く
、
彼
が
如
何
に
し
て
そ
の
権
威
を
得
た
か
は
解
ら
な
い
。
一
方
、
○
き
｛
冨
象
ω
は
一
一
二
五
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

幻
巴
巳
跨
。
。
暗
男
。
曇
①
⇒
①
漂
ω
の
証
書
［
C
］
か
ら
、
彼
に
長
年
仕
え
て
い
た
従
者
で
あ
っ
た
事
が
解
る
。
併
せ
て
、
園
鋒
国
富
ω
が
ボ
ー
ド
ワ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ン
一
世
か
ら
ボ
ー
ド
ワ
ン
ニ
世
期
に
か
け
て
国
王
証
書
の
約
三
分
の
｝
に
署
名
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
O
碧
隷
象
ω
は
力
Φ
曾
7

ご
ω
を
媒
介
と
し
て
国
王
と
の
関
係
を
築
き
、
そ
れ
が
エ
ル
サ
レ
ム
で
の
彼
の
権
威
を
高
め
る
背
景
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
一

一
三
五
年
の
証
書
で
は
、
彼
が
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
に
区
分
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
［
6
］
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
ゆ
○
鼻
蕊

6
。
一
。
ω
黙
窃
〔
A
、
C
］
、
ω
一
9
蕊
価
Φ
ゆ
Φ
馨
。
［
A
、
C
］
と
金
細
工
士
d
讐
げ
Φ
曇
ω
［
D
、
5
］
が
二
例
つ
つ
名
を
確
認
で
き
る
。

　
さ
て
、
q
ヨ
げ
Φ
ほ
器
の
様
に
名
前
の
前
後
に
職
業
名
が
付
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
屡
々
見
ら
れ
る
。
金
細
工
士
p
二
一
貯
げ
霞
、
職
人
賦
げ
2
、

両
替
商
。
○
臼
爵
ヨ
ぼ
醇
禽
、
商
人
ヨ
Φ
8
簿
貧
、
料
理
人
。
o
。
窃
、
通
訳
傷
類
σ
Q
o
日
p
讐
ω
や
大
工
＄
ぢ
①
摸
践
霧
等
が
確
認
さ
れ
る
。
職
人
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

恐
ら
く
タ
イ
ル
職
人
で
あ
ろ
う
か
。
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
で
は
、
タ
イ
ル
職
人
や
大
工
の
需
要
が
高
く
、
そ
の
ス
テ
イ
タ
ス
は
比
較
的
高
か
っ
た
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と
想
定
で
き
る
。
料
理
人
も
、
恐
ら
く
は
国
王
・
貴
族
従
者
の
一
環
と
し
て
考
え
ら
れ
、
都
市
内
で
の
ス
テ
イ
タ
ス
は
高
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

又
、
金
細
工
士
・
両
替
商
・
商
人
は
そ
の
経
済
力
を
背
景
に
都
市
内
で
の
権
威
を
高
め
た
と
考
え
る
に
難
く
な
い
。
特
に
、
金
細
工
士
に
関
し

て
は
そ
の
所
領
移
動
を
示
す
証
書
に
は
仕
事
仲
間
の
署
名
が
目
立
ち
［
5
、
E
］
、
そ
の
職
業
に
就
く
こ
と
自
体
が
ス
テ
イ
タ
ス
の
高
い
こ
と

　
　
　
　
　
⑭

を
示
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
以
上
の
職
業
に
就
い
た
者
達
が
都
市
行
政
に
深
く
関
わ
る
背
景
は
あ
る
程
度
説
明
が
つ
く
で
あ
ろ
う
。
但

し
、
通
訳
に
関
し
て
は
言
語
能
力
を
持
つ
者
が
就
く
職
で
あ
り
、
そ
の
権
威
は
職
業
で
は
な
く
人
物
そ
の
も
の
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え

　
　
⑮

ら
れ
る
。

　
続
い
て
、
一
；
一
〇
年
後
半
か
ら
四
〇
年
代
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
こ
の
時
期
よ
り
陪
審
が
現
れ
る
こ
と
は
先
に
触
れ
た
通
り
で
あ
る
が
、

そ
れ
と
判
断
さ
れ
る
ω
Φ
旨
①
菖
島
は
二
例
［
E
、
1
0
］
、
国
。
一
締
巴
器
は
三
例
［
4
、
6
、
8
］
そ
の
署
名
が
確
認
で
き
る
。
又
、
φ
白
げ
①
嵩
仁
ω

署
し
d
費
は
、
＝
四
九
年
の
証
書
で
は
陪
審
に
区
分
さ
れ
る
も
の
の
［
H
］
、
二
三
七
年
［
9
］
、
四
一
年
［
テ
］
当
時
に
彼
が
陪
審
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
解
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
彼
の
署
名
は
四
通
確
認
で
き
る
〔
9
、
テ
、
H
、
M
］
。
又
、
同
様
に
勺
Φ
霞
器
ら
Φ
℃
魯
㌣

σq

n
錘
も
一
一
四
九
年
の
証
書
で
始
め
て
陪
審
と
明
記
さ
れ
て
い
る
［
H
］
。
彼
は
＝
三
二
年
か
ら
二
六
〇
年
ま
で
、
計
一
〇
通
の
証
書
に

署
名
し
て
お
り
［
5
、
E
、
6
、
テ
、
H
、
1
、
1
4
、
K
、
2
1
、
2
6
］
、
他
の
陪
審
よ
り
抜
き
ん
出
た
存
在
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
＝
三

五
年
の
証
書
か
ら
恐
ら
く
彼
は
金
細
工
士
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
［
E
］
、
又
二
五
八
年
の
証
書
か
ら
は
彼
が
聖
ヨ
セ
ブ
修
道
院
と
密
接
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
～
方
、
陪
審
で
は
な
い
者
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
時
期
に
顕
著
で
あ
る
の
は
、
料
理
人
o
O
o
薫
陶
。
び
Φ
旧
臣
で
あ
ろ
う
。
彼

に
つ
い
て
は
そ
の
職
業
し
か
解
ら
な
い
が
、
一
＝
二
二
年
か
ら
六
〇
年
迄
五
通
の
証
書
に
署
名
し
て
お
り
、
長
期
に
渡
っ
て
証
書
正
当
化
に
お

い
て
権
威
を
保
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
［
5
、
1
0
、
L
、
2
1
、
2
5
］
。

　
先
に
触
れ
た
様
に
、
プ
ラ
ワ
ー
は
一
～
四
九
年
の
証
書
に
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
完
成
を
見
る
が
、
そ
こ
に
署
名
す
る
陪
審
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
し
d
臥
。
江
。
ω
渕
包
爵
罷
器
は
一
通
乃
至
二
通
［
ヌ
、
H
］
、
幻
鉱
μ
p
罷
蕊
餓
。
跳
鼠
ロ
ω
は
六
通
［
テ
、
H
、
1
、
1
4
、
K
、
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2
6
］
、
勺
①
壁
心
℃
Φ
霞
。
α
q
O
鑓
は
先
に
見
た
様
に
一
〇
通
、
勺
Φ
窪
目
ω
○
一
〇
ヨ
。
獣
ω
は
六
通
［
H
、
1
、
L
、
M
、
2
1
、
O
］
、
¢
繋
げ
Φ
冨
二
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ゆ
母
は
先
に
見
た
様
に
四
通
、
ω
《
旨
8
は
一
通
か
ら
八
通
［
9
、
H
、
K
、
1
7
、
Q
、
R
、
S
、
4
1
］
、
国
¢
σ
q
。
匿
ω
餌
①
↓
o
一
〇
ω
鋤
は
二
通
［
H
、

O
］
、
諺
3
Φ
冨
器
伍
Φ
》
8
¢
は
二
通
［
H
、
1
3
］
と
、
陪
審
に
よ
り
ば
ら
つ
き
が
大
き
く
、
又
一
部
を
除
い
て
副
書
人
リ
ス
ト
に
挙
が
る
こ
と

が
決
し
て
多
い
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
事
か
ら
も
、
法
書
史
料
像
が
決
し
て
現
実
を
反
映
し
て
い
な
い
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。
つ
ま
り
、

少
な
く
と
も
証
書
の
内
容
確
認
と
そ
の
正
当
化
と
い
う
点
で
は
、
陪
審
か
否
か
は
大
き
な
問
題
で
は
無
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
傾
向
は
一
一
五
〇
年
代
以
降
も
大
き
く
は
変
わ
ら
な
い
。
先
ず
、
陪
審
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
が
、
一
＝
ハ
八
年
で
は
陪
審

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

で
は
な
く
、
一
一
八
六
年
迄
に
陪
審
と
な
っ
た
芝
田
巴
日
蔭
℃
簿
H
§
の
例
に
見
る
様
に
［
○
、
4
2
］
、
一
概
に
そ
の
人
物
が
陪
審
か
否
か
と

い
う
判
断
は
困
難
で
あ
る
。
又
、
○
眸
げ
2
ε
ω
勺
起
臥
ω
は
一
一
五
五
年
の
証
書
で
は
お
σ
q
一
Φ
ヨ
鉱
Φ
。
。
賦
貯
♂
欝
ω
と
さ
れ
る
が
［
L
］
、
そ
れ
が

単
な
る
一
亀
Φ
×
と
如
何
に
異
な
っ
て
い
る
の
か
は
解
ら
な
い
。
以
上
の
点
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
も
そ
の
署
名
状
況
を
見
て
み
る
と
、
陪
審
で
顕

著
に
現
れ
る
の
は
芝
一
一
一
①
一
日
轟
宕
9
白
碧
（
七
通
［
1
、
1
1
、
2
5
、
N
、
ヒ
、
O
、
P
］
）
、
℃
Φ
什
毎
ω
島
①
ω
。
U
雷
践
○
（
九
通
［
N
、
ヒ
、
フ
、
O
、
P
、

Q
、
R
、
V
、
4
1
］
）
、
芝
一
一
一
①
日
露
霧
℃
舞
H
§
（
七
逓
［
1
4
、
O
、
S
、
U
、
3
7
、
V
、
4
2
］
）
、
O
o
留
同
凱
建
山
Φ
日
。
δ
巳
も
。
（
一
四
通
［
K
、
ノ
、
ハ
、
ヒ
、

フ
、
へ
、
P
、
Q
、
S
、
ホ
、
マ
、
3
8
、
3
9
、
4
2
］
）
と
芝
已
Φ
ぎ
q
ω
し
d
興
碧
岳
（
八
通
［
R
、
S
、
3
5
、
U
、
3
7
、
3
8
、
V
、
4
2
］
）
の
五
名
で
あ
ろ
う
。

特
に
、
芝
巳
曇
日
房
勺
9
再
き
と
O
o
融
鼠
象
。
。
属
望
。
δ
巳
ω
は
＝
五
学
年
代
か
ら
八
○
年
代
迄
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
証
書
に
署
名
し
て
お
り
、

長
期
に
渡
っ
て
エ
ル
サ
レ
ム
内
の
行
政
で
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
解
る
。
陪
審
に
な
っ
た
者
に
つ
い
て
の
情
報
は
少
な
い
。
但
し
、
○
。
隷
曾
ω

は
総
大
司
教
ア
ル
ヌ
ル
フ
ス
の
あ
る
時
は
セ
ネ
シ
ャ
ル
で
あ
り
［
P
］
あ
る
時
は
留
覧
｛
㊤
で
あ
り
［
ホ
、
マ
］
、
そ
の
総
大
司
教
と
の
関
係

が
彼
の
権
威
を
高
め
た
と
判
断
で
き
る
。
又
、
一
一
八
六
年
の
証
書
で
は
、
O
O
山
駿
曾
ω
等
四
名
に
は
匹
○
駅
売
ω
の
称
号
が
付
記
さ
れ
て
お

り
、
陪
審
の
中
で
も
区
別
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
特
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
［
4
2
］
。
℃
Φ
ぎ
ω
餌
Φ
ω
．
ピ
黙
践
。
は
＝
六
七
年
で
は
9
＜
①
ω
に
分
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

さ
れ
る
が
［
N
］
、
＝
七
七
年
に
は
ヨ
セ
ブ
谷
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
修
道
院
の
修
道
士
で
あ
っ
た
こ
と
が
解
り
、
こ
れ
は
＝
八
二
年
の
証
書
か

ら
も
裏
付
け
ら
る
［
4
1
］
。
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一
方
、
陪
審
で
は
な
い
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
は
次
の
三
名
が
顕
著
で
あ
ろ
う
。
園
。
げ
①
叢
論
号
℃
貯
ρ
器
巳
（
＝
通
［
1
3
、
2
5
、
ノ
、
ハ
、
ヒ
、
フ
、
へ
、

S
、
3
8
、
3
9
、
V
］
）
、
≧
ぴ
9
2
の
目
O
ヨ
ぴ
費
曾
。
。
（
八
通
［
J
、
1
4
、
K
、
L
、
2
5
、
2
6
、
フ
、
0
］
）
と
℃
①
口
話
ピ
O
ヨ
げ
碧
曾
ω
（
一
〇
通
［
1
9
、
2
0
、

2
1
、
2
2
、
2
3
、
2
4
、
2
5
、
ヒ
、
ホ
、
マ
］
）
で
あ
る
。
彼
ら
は
総
大
司
教
の
従
者
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
℃
Φ
口
霧
ピ
。
ヨ
ぴ
銭
象
ω
に
関
し
て
は
、

先
に
見
た
様
に
聖
墳
墓
教
会
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
れ
が
総
大
司
教
と
の
関
係
に
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
≧
ぴ
①
撃

欝
ω
ピ
○
ヨ
げ
里
並
ω
に
関
し
て
は
一
一
六
八
年
の
証
書
で
は
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修
道
会
士
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、
同
騎
士
修
道
会
へ
の
入
会
が
確

認
で
き
る
［
0
］
。
先
に
確
認
し
た
様
に
、
＝
四
〇
年
代
よ
り
、
総
大
司
教
発
給
証
書
に
頻
繁
に
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
署
名
が
見
ら
れ
る
が
、
彼

ら
の
活
躍
と
こ
の
こ
と
は
無
縁
で
は
無
か
ろ
う
。
と
も
か
く
も
彼
ら
の
都
市
行
政
へ
の
関
与
は
軽
視
で
き
ず
、
中
で
も
囲
。
げ
Φ
黒
房
の
「
上

昇
」
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
＝
七
五
年
の
証
書
で
は
彼
に
山
。
昆
宕
ω
の
称
号
が
与
え
ら
れ
て
い
る
［
S
］
。
又
、
一
一
七
八
年
の
証
書
で

は
彼
の
署
名
こ
そ
無
い
も
の
の
、
「
国
王
の
面
前
の
。
賃
冨
に
お
い
て
、
そ
こ
で
図
。
び
①
属
器
侮
Φ
℃
醇
畠
①
臥
が
国
王
の
規
律
の
た
め
売
却
〔
証

　
　
　
　
　
　
　
⑳

明
〕
を
受
け
入
れ
た
」
と
あ
り
、
他
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
は
～
線
を
画
し
て
い
た
こ
と
が
解
る
［
U
］
。
更
に
～
一
七
九
年
置
証
書
の
副
書
入
リ

ス
ト
で
は
、
彼
は
エ
ル
サ
レ
ム
城
代
園
。
訂
紘
蕊
よ
り
も
上
位
に
現
れ
る
［
V
］
。
こ
の
背
景
に
つ
い
て
の
検
討
は
後
に
譲
り
た
い
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
を
考
え
る
と
、
～
一
八
○
年
代
に
至
る
迄
「
陪
審
制
度
」
と
そ
れ
に
立
脚
し
た
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
存
在
は
確
認

で
き
な
い
。
エ
ル
サ
レ
ム
都
市
行
政
に
関
与
し
て
い
た
の
は
、
金
細
工
士
等
の
経
済
力
を
持
つ
者
、
国
王
や
総
大
司
教
を
代
表
と
す
る
権
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

者
・
権
威
者
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
三
吉
、
即
ち
プ
ラ
ワ
ー
の
表
現
を
借
り
る
と
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
・
エ
リ
ー
ト
」
達
で
あ
り
、
陪
審
か
否
か
と

い
う
こ
と
は
さ
ほ
ど
大
き
な
問
題
で
は
無
か
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
「
陪
審
」
と
は
現
実
的
機
能
を
備
え
た
役
職
な
の
か
、
名
誉
職

に
近
い
も
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
残
る
が
。
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以
上
、
エ
ル
サ
レ
ム
内
で
発
給
さ
れ
た
証
書
を
検
討
し
て
き
た
が
、
ま
と
め
る
と
次
の
こ
と
が
言
え
る
。
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
関
与
す
る
証
書
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

一
一
二
〇
年
代
よ
り
現
れ
る
が
、
こ
れ
は
ボ
ー
ド
ワ
ン
ニ
世
に
よ
る
エ
ル
サ
レ
ム
移
住
促
進
政
策
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
結
果
、
都
市
内
で



は
所
領
を
巡
る
問
題
の
解
決
が
必
要
と
な
っ
た
。
こ
の
点
で
は
、
俗
人
も
聖
職
者
も
一
部
の
例
外
を
除
い
て
大
き
な
差
異
は
無
か
っ
た
。
＝

四
〇
年
代
以
降
は
、
市
内
の
四
分
の
｝
の
区
画
を
所
有
す
る
エ
ル
サ
レ
ム
総
大
司
教
も
、
そ
の
所
領
の
移
動
等
に
関
し
て
は
特
定
の
ブ
ル
ジ
ョ

ワ
の
権
威
付
け
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
法
書
史
料
に
よ
る
と
、
都
市
行
政
の
中
心
は
副
伯
と
（
　
二
士
の
）
陪
審
達
で
あ
る
が
、
前

者
に
関
し
て
は
＝
三
〇
年
代
迄
は
当
て
は
ま
る
も
の
の
、
そ
れ
以
降
は
騎
士
階
級
の
発
給
す
る
証
書
を
除
い
て
ほ
ぼ
副
書
入
リ
ス
ト
か
ら
姿

を
消
し
て
し
ま
う
。
又
、
後
者
に
関
し
て
は
必
ず
し
も
彼
ら
が
一
定
し
て
副
書
人
と
し
て
登
場
し
な
い
こ
と
か
ら
「
陪
審
制
」
は
完
成
を
見
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
む
し
ろ
、
都
市
行
政
の
中
核
は
、
経
済
力
や
国
王
・
総
大
司
教
等
の
有
力
者
と
の
結
び
つ
き
を
背
景
と
し
た
「
ブ
ル

ジ
ョ
ワ
・
エ
リ
ー
ト
」
で
あ
り
、
陪
審
か
否
か
と
い
う
こ
と
は
問
題
で
は
無
か
っ
た
と
結
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
さ
て
、
次
章
で
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
活
動
を
更
に
考
察
す
る
た
め
に
、
王
国
レ
ヴ
ェ
ル
に
視
野
を
拡
大
し
そ
の
王
国
の
統
治
構
造
と
の
関
連
を

検
証
し
た
い
。

都市エルサレムのブルジョワ（櫻井）

①
　
八
塚
春
児
「
ギ
ー
・
ド
・
1
3
ユ
ジ
ニ
ャ
ン
の
ク
ー
デ
タ
ー
扁
『
史
林
輪
六
十
一

　
巻
六
号
、
一
九
七
八
年
、
五
〇
～
五
一
頁
。

②
本
稿
で
は
全
て
の
表
に
整
理
番
号
と
出
典
を
付
記
し
て
い
る
の
で
、
本
文
中
で

　
証
書
に
触
れ
る
際
、
表
の
整
理
番
号
を
［
】
中
に
記
す
こ
と
と
す
る
。

③
証
書
中
入
名
の
綴
り
字
が
非
常
に
混
乱
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
基
本
的
に
、
初

　
出
の
綴
り
を
用
い
て
人
名
を
表
記
す
る
。
が
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
表
現
が
一

　
般
化
し
て
い
る
者
に
関
し
て
は
、
そ
れ
に
従
う
こ
と
に
す
る
。

④
軍
m
’
＜
Φ
野
y
G
ぎ
鶏
魯
・
“
も
．
卜
、
刈
ピ
。
又
、
プ
ラ
ワ
ー
は
、
翻
伯
の
副
署
が
見
ら

　
れ
な
い
も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
そ
れ
は
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
で
は
な

　
い
こ
と
を
挙
げ
る
が
、
些
か
強
引
な
感
が
否
め
な
い
、
§
鼠
も
ワ
ト
。
刈
一
山
．
。

⑤
ブ
ラ
ワ
ー
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
が
副
署
す
る
証
書
は
全
て
ブ
ル
ガ
ー
ジ
ュ
に
関
す
る

　
も
の
で
あ
る
と
み
な
す
、
§
罫
卜
。
O
ρ
｛
h
．
が
、
例
え
ば
［
K
］
や
［
Q
］
で
問
題

　
に
な
る
所
領
は
封
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

⑥
§
罫
箸
■
卜
、
ざ
∴
．

⑦
併
せ
て
、
本
章
第
三
節
参
照
。

⑧
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
に
関
連
す
る
証
書
は
殆
ど
が
現
存
し
て
い
な
い
た
め
、

　
結
論
を
出
す
の
は
早
急
で
あ
ろ
う
が
、
同
騎
士
修
道
会
の
発
給
証
書
全
て
［
2
7
、

　
2
8
、
2
9
】
に
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
副
署
が
見
ら
れ
な
い
の
は
興
味
深
い
。

⑨
恐
ら
く
、
℃
①
巨
ω
は
聖
墳
墓
教
会
塗
薬
参
事
会
員
で
あ
っ
た
と
愚
わ
れ
る
。

⑩
軍
睾
㊦
さ
旨
‘
O
ミ
鶏
譜
♪
薯
．
8
甲
ω
ド

⑪
．
…
O
磐
｛
藏
。
＞
。
戸
ρ
巳
餌
匹
一
β
び
Φ
尾
巴
｛
§
ま
践
［
禽
ヨ
μ
露
的
①
H
く
ぎ
戸
…
．

⑫
ボ
ー
ド
ワ
ン
一
世
発
給
証
害
で
は
総
数
一
〇
通
に
対
し
て
三
通
、
ボ
ー
ド
ワ
ン

　
山
房
発
給
証
書
で
は
総
数
＝
一
通
に
対
し
て
四
通
に
副
署
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

　
他
者
と
比
較
し
て
頻
度
が
高
い
と
判
断
で
き
る
。

⑬
甲
睾
Φ
「
こ
じ
．
．
日
冨
じ
d
霞
σ
q
⑦
ω
。
。
Φ
切
．
、
．
も
し
罐
．

⑭
　
℃
謎
≦
①
「
し
．
一
9
ミ
偽
誉
♪
署
』
①
①
為
■
で
は
、
金
細
工
士
達
の
証
書
正
当
化
作
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業
は
近
隣
者
5
9
巳
で
為
さ
れ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
史
料
上
こ
れ
は
妥
当
で
あ

　
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
全
体
的
に
プ
ラ
ワ
ー
の
金
細
工
士
に
対
す
る
評
価
は
高
く
、

　
彼
は
彼
ら
が
陪
審
の
核
を
成
し
た
と
考
え
る
。

⑮
例
え
ば
、
一
一
七
五
年
の
国
王
ボ
ー
ド
ワ
ン
四
丁
発
給
証
轡
で
は
、
国
王
が

　
b
σ
H
葺
霧
な
る
者
に
通
訳
を
売
却
し
て
い
る
、
沁
ミ
偽
ミ
”
認
9
。

⑯
表
6
［
9
］
。

⑰
［
ヌ
］
の
b
ウ
腎
罠
ω
は
［
G
】
の
し
u
膏
け
陣
8
幻
p
ぎ
巴
象
。
。
と
岡
一
人
物
か
。

⑱
び
霞
α
q
Φ
房
凶
ψ
の
ぎ
§
、
の
訂
8
一
号
×
と
の
ぎ
。
嵩
幻
自
認
ω
は
同
　
入
物
か
。

　
恐
ら
く
、
ω
首
o
p
甘
山
②
×
と
ω
ぎ
8
酒
気
ず
ω
は
別
離
で
あ
ろ
う
が
、
確
証
は
無

　
い
。
尚
、
ω
ぎ
。
昌
幻
敷
ご
ω
は
［
K
］
よ
り
総
大
司
教
関
係
者
と
考
え
ら
れ
る
。

⑲
こ
の
時
期
の
陪
審
は
殆
ど
二
七
～
年
の
証
書
（
表
6
［
n
］
）
が
陪
審
と
明

　
記
さ
れ
る
初
例
と
な
る
。

⑳
表
6
［
q
］
。

⑳
．
．
．
．
ぎ
。
巨
四
8
H
酒
乱
。
巨
p
。
δ
σ
Q
①
簿
労
。
σ
Φ
き
ω
山
Φ
℃
ぎ
。
滞
巳
箕
。
貰
㊦

　
お
α
q
ざ
く
⑦
鼠
三
8
Φ
。
。
一
碧
Φ
餌
8
Φ
営
『
、

⑫
　
℃
鑓
ξ
Φ
H
ζ
．
㌦
．
日
冨
ゆ
貰
σ
q
①
ω
給
ω
’
．
、
も
℃
」
O
c
。
ゐ
．
。
但
し
、
プ
ラ
ワ
ー
は
ブ
ル

　
ジ
ョ
ワ
・
エ
り
ー
ト
を
陪
審
の
核
と
み
な
し
、
し
か
も
そ
れ
は
両
替
商
や
金
細
工

　
士
が
中
心
で
あ
っ
た
と
す
る
。
さ
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
・
エ
リ
ー
ト
達
の
血
縁
関
係

　
に
よ
る
連
続
性
は
翻
書
人
リ
ス
ト
の
中
か
ら
確
認
で
き
る
。
又
、
そ
の
出
身
地
や

　
職
業
に
よ
る
同
族
意
識
も
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
稿
の
扱

　
う
期
間
が
実
質
六
〇
年
と
短
い
の
で
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
王
国
後
期
の
状
況
も

　
検
討
し
て
か
ら
見
解
を
与
え
た
い
。
尚
、
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
に
お
け
る
ギ
ル
ド
の

　
未
発
達
に
関
し
て
は
、
勺
鑓
≦
⑦
【
し
こ
、
蒋
四
切
自
σ
q
r
。
ω
ω
窃
．
．
．
も
も
．
δ
甲
⑩
∴
毒
住
；

　
穿
ミ
塁
9
§
§
§
ミ
禽
§
翫
導
恥
O
§
防
ミ
§
§
駄
尊
鴨
脚
黙
§
肉
執
嵩
寒
ミ
し
2
午

　
。
。
飢
Φ
ヨ
」
H
O
①
◎
（
以
下
、
肉
防
§
舞
と
略
）
も
．
一
一
■
等
参
照
。

⑬
ヨ
菌
巨
曽
に
ぴ
・
蜀
b
Q
℃
．
一
㎝
．
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第
三
章
　
国
王
会
議
と
ブ
ル
ジ
ョ
ワ

第
一
簾
　
国
王
発
給
証
書

本
節
で
は
、
表
5
を
用
い
て
論
を
進
め
る
。
エ
ル
サ
レ
ム
国
王
発
給
証
書
へ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
副
署
の
初
例
は
、
＝
二
〇
年
の
ボ
ー
ド
ワ
ン

ニ
世
が
エ
ル
サ
レ
ム
で
発
給
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
計
六
名
が
副
署
し
て
い
る
［
あ
］
。
中
で
も
幻
鉱
⇒
紘
脅
ω
牙
℃
o
鵠
［
あ
、
う
］

や
○
舞
獣
曾
ω
》
。
霧
［
あ
、
う
、
お
、
く
、
け
］
は
都
市
エ
ル
サ
レ
ム
行
政
に
お
い
て
顕
著
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
に
見
た
通
り
で
あ

る
。
又
、
勺
0
8
Φ
回
ご
ω
［
あ
、
う
、
お
］
や
ω
一
簿
Φ
臥
易
餌
Φ
じ
d
①
婆
8
［
う
、
お
］
も
、
同
様
に
エ
ル
サ
レ
ム
内
行
政
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
但
し
、
彼
ら
の
副
署
が
見
ら
れ
る
証
書
は
エ
ル
サ
レ
ム
で
発
給
さ
れ
た
も
の
が
殆
ど
で
あ
り
、
又
そ
の
内
容
も
前
章
で
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確
認
し
た
も
の
と
さ
ほ
ど
相
違
は
見
ら
れ
ず
、
発
給
人
が
国
王
に
変
わ
っ
て
い
る
だ
け
と
も
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
法
書
史
料
が
規
定
す

る
オ
ー
ト
・
ク
ー
ル
と
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
区
別
が
王
國
初
期
に
は
不
明
確
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
プ
ラ
ワ
ー
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

王
位
で
は
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
も
。
直
撃
話
α
Q
一
G
。
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
が
、
こ
の
見
解
を
受
け
入
れ
る
に
は
慎
重
を
期
さ
ね
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
。

　
さ
て
、
先
に
挙
げ
た
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
達
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
彼
ら
に
つ
い
て
の
個
人
的
・
具
体
的
情
報
は
史
料
か
ら
は
得
ら
れ
な
い
。
唯
一
、

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
○
磐
獣
晋
ω
》
。
易
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
彼
に
つ
い
て
は
先
に
触
れ
た
通
り
で
あ
る
。
菊
巴
巳
津
ω
q
Φ
男
象
－

＄
島
田
ω
を
媒
介
と
し
た
国
王
と
O
窪
獣
象
。
。
と
の
関
係
は
、
＝
四
四
年
並
び
に
一
一
五
五
年
の
ボ
ー
ド
ワ
ン
三
世
発
給
証
書
で
彼
が
バ
ロ

ン
U
Φ
σ
費
。
巳
げ
場
に
分
類
さ
れ
る
ま
で
に
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
［
く
、
け
］
。
又
＝
三
六
年
置
証
書
で
は
他
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

別
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
［
6
］
、
そ
の
間
に
彼
は
国
王
の
従
者
、
し
か
も
か
な
り
地
位
の
高
い
従
者
に
な
っ
た
と
想
定
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
か
ら
バ
ロ
ン
へ
、
こ
の
展
開
は
も
う
一
人
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
じ
d
の
導
鋤
巳
吐
く
鋤
8
践
器
が
、
証
書
史
料
に
現
れ
る

の
は
、
　
＝
一
二
年
の
こ
と
で
あ
る
［
い
］
。
彼
が
他
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
異
な
る
の
は
、
都
市
エ
ル
サ
レ
ム
に
関
す
る
証
書
に
は
、
一
～
二
四

年
の
も
の
を
除
い
て
、
関
与
の
痕
跡
を
残
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
［
A
］
。
し
か
し
、
彼
が
国
王
と
非
常
に
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は

二
三
〇
年
の
証
書
か
ら
理
解
で
き
る
［
え
］
。
こ
の
証
書
は
エ
ル
サ
レ
ム
で
は
な
く
テ
ィ
ー
ル
で
発
給
さ
れ
て
お
り
、
彼
は
国
王
随
行
者
の

一
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
彼
は
一
＝
一
四
年
か
ら
い
一
三
〇
年
の
間
に
国
王
と
の
関
係
を
密
に
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

最
終
的
に
は
一
＝
一
　
六
年
以
降
、
証
書
中
に
バ
ロ
ン
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
と
な
る
［
お
、
か
、
き
、
く
、
た
、
ち
］
。
又
、
彼
が
他
の
ブ
ル

ジ
ョ
ワ
と
も
う
一
つ
異
な
る
点
は
、
ギ
ヨ
ー
ム
の
年
代
記
に
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
し
て
は
唯
一
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
＝
三
八
年
、
フ

ル
ク
の
ヨ
ル
ダ
ン
遠
征
中
に
ト
ル
コ
人
達
が
エ
ル
サ
レ
ム
に
近
い
イ
ェ
リ
コ
を
襲
撃
し
た
際
、

　
　
　
「
…
…
彼
〔
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
総
長
ロ
ベ
ー
ル
〕
は
、
そ
の
修
道
士
達
や
僅
か
で
あ
る
が
エ
ル
サ
レ
ム
に
残
っ
て
い
た
人
々
と
共
に
、
件
の
土
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
　
〔
イ
ェ
リ
コ
〕
へ
と
急
い
だ
。
そ
の
時
、
国
王
従
者
で
あ
っ
た
じ
d
Φ
露
錯
窪
し
。
＜
鋤
9
無
が
掲
げ
る
王
旗
の
下
、
全
て
の
人
々
が
従
っ
た
。
…
…
」
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当
時
、
b
d
臼
p
霞
曾
ω
は
既
に
バ
ロ
ン
に
区
分
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
記
述
か
ら
は
、
遠
征
等
に
よ
り
騎
士
階
級
の
者
達
が
王
国
を

離
れ
る
場
合
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
が
主
た
る
防
衛
要
素
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
当
時
そ
の
中
心
が
し
d
Φ
実
践
曾
ω
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
解

る
。
又
、
～
一
四
六
年
、
ボ
ー
ド
ワ
ン
三
世
が
ダ
マ
ス
ク
ス
の
権
力
者
》
口
費
に
使
節
団
を
送
る
が
、
そ
の
間
に
諺
⇔
費
が
死
去
し
ヌ
ー
ル
・
エ

ッ
デ
ィ
ー
ン
が
ダ
マ
ス
ク
ス
の
王
と
な
っ
た
際
、

　
　
　
「
…
…
そ
の
使
節
団
の
中
心
で
あ
っ
た
の
は
王
家
従
者
の
b
σ
雲
量
註
¢
ω
く
p
畠
費
で
あ
っ
た
が
、
本
々
は
件
の
ω
Φ
田
碧
曾
ω
が
裏
切
り
考
で
あ
る
と
嘆
き

　
　
悲
し
ん
だ
一
如
何
な
る
者
で
あ
ろ
う
と
も
阻
止
す
る
こ
と
で
こ
の
交
渉
を
敢
え
て
妨
害
せ
ん
と
欲
す
る
物
は
忠
実
な
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
は
な
い
と
。

　
　
　
⑤

　
　
…
…
」

　
ギ
ヨ
ー
ム
が
ゆ
9
銘
誌
蕊
を
登
場
さ
せ
た
の
は
、
恐
ら
く
そ
の
「
裏
切
り
」
が
あ
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
彼
が
使
節
団
の
中
心
で
あ
っ

た
の
は
交
渉
手
腕
や
一
言
語
能
力
に
秀
で
て
い
た
こ
と
等
が
考
え
ら
れ
る
が
、
当
然
国
王
の
信
頼
も
大
き
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
が
、
こ
の
事

件
を
以
て
彼
が
統
治
構
造
の
表
舞
台
か
ら
消
え
て
し
ま
う
の
は
、
＝
四
六
年
の
証
書
を
最
後
に
副
書
人
リ
ス
ト
か
ら
姿
を
消
す
こ
と
か
ら
推

測
で
き
る
［
ち
］
。
史
料
中
、
バ
ロ
ン
上
昇
を
成
し
遂
げ
た
の
は
彼
ら
二
名
し
か
確
認
で
き
ず
、
又
時
期
的
に
も
こ
の
様
な
展
開
は
フ
ル
ク
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ボ
ー
ド
ワ
ン
三
世
期
に
特
徴
的
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
さ
て
、
ボ
ー
ド
ワ
ン
三
世
期
以
降
、
国
王
証
書
に
署
名
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
は
次
の
二
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。
先
ず
最
初
は
、
陪
審
と
し
て
エ

ル
サ
レ
ム
内
の
証
書
に
も
頻
繁
に
姿
を
見
せ
る
者
達
で
あ
る
。
時
期
的
に
見
る
と
、
ボ
ー
ド
ワ
ン
三
世
期
の
℃
Φ
翁
島
μ
Φ
勺
Φ
9
σ
q
O
錘
［
こ
、

さ
、
し
］
、
ゆ
腎
貯
ω
［
こ
、
し
］
や
d
ヨ
げ
Φ
冨
¢
ω
価
Φ
む
d
輿
［
し
、
さ
］
、
ア
モ
ー
リ
i
一
世
か
ら
ボ
ー
ド
ワ
ン
三
世
期
に
か
け
て
は
芝
島
①
一
－

金
器
勺
讐
δ
口
　
［
て
、
に
、
の
、
ね
］
、
℃
象
毎
ω
号
ψ
ピ
震
舘
。
［
こ
、
と
、
は
］
や
乏
田
巴
ヨ
冨
山
Φ
勺
○
器
［
と
、
ね
］
、
又
回
数
的
に
見
る

と
O
o
匹
隷
曾
ω
同
。
δ
巳
ω
［
こ
、
と
、
ぬ
、
ほ
］
や
≦
津
Φ
ぎ
器
℃
簿
H
8
が
目
立
つ
。

　
一
方
、
陪
審
で
は
無
い
者
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
≧
げ
Φ
諄
器
U
o
津
げ
費
脅
ω
［
さ
、
と
］
は
都
甫
内
で
の
活
動
時
期
と
一
致
し
て

い
る
。
又
、
菊
○
げ
臼
酔
虜
匹
①
℃
ヨ
ρ
器
鐵
は
特
記
す
べ
き
で
あ
る
。
彼
は
ア
モ
ー
リ
i
一
世
か
ら
ボ
ー
ド
ワ
ン
四
世
期
の
国
王
証
書
で
ブ
ル
ジ
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ヨ
ワ
の
署
名
が
見
ら
れ
る
も
の
の
殆
ど
全
て
に
そ
の
名
を
記
す
［
つ
、
て
、
と
、
な
、
ぬ
、
の
、
は
、
ほ
］
。
時
期
的
に
は
都
市
内
で
の
活
動

の
方
が
早
く
、
そ
れ
を
契
機
に
ア
モ
ー
リ
ー
一
世
が
重
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
、
ア
モ
ー
リ
ー
一
世
か
ら
ボ
ー
ド
ワ
ン
四
下
期
に
か
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

て
は
一
般
に
「
国
王
サ
ー
ク
ル
」
が
形
成
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
概
念
は
、
従
来
の
国
王
・
貴
族
関
係
を
考
察
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
も
し
こ
れ
が
妥
当
な
ら
ば
幻
。
ぴ
①
冨
¢
。
。
も
「
国
王
サ
ー
ク
ル
」
の
一
員
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
決
し
て
不
可
能
で
は
無
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
園
。
ぴ
Φ
曇
ω
は
国
王
と
密
接
な
関
係
を
築
く
こ
と
に
成
功
し
た
～
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
こ
れ
は
先
に
見
た
＝
七
九
年
の

証
書
に
お
い
て
副
伯
よ
り
も
上
位
に
署
名
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
［
V
］
。
彼
は
先
の
○
磐
獣
曾
ω
》
窪
ω
や
じ
d
霞
冨
巳
ロ
。
。
＜
8
。
鼠
話
の

様
に
バ
ロ
ン
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
国
王
と
の
関
係
の
面
で
は
彼
ら
と
大
き
な
差
異
は
無
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
以
上
よ
り
、
個
人
と
し
て
、
或
い
は
団
体
と
し
て
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
活
動
領
域
は
、
総
大
司
教
や
国
王
と
の
関
係
を
媒
介
と
し
都
市
内
外
に

拡
が
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
解
る
。
そ
し
て
、
国
王
証
書
を
見
て
も
、
そ
こ
に
登
場
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
は
都
市
内
で
活
躍
し
た
「
ブ
ル
ジ
ョ

ワ
・
エ
リ
ー
ト
」
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
も
解
る
。
エ
ル
サ
レ
ム
、
テ
ィ
ー
ル
、
ア
ッ
コ
ン
、
ナ
ブ
ル
ス
と
殆
ど
王
領
に
限
定
さ
れ
る
も
の
の
、

彼
ら
は
国
王
の
王
国
巡
回
に
随
行
す
る
一
要
素
を
成
し
、
そ
の
権
威
は
エ
ル
サ
レ
ム
外
の
地
域
で
も
効
果
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
点
を
更
に
検
証
す
る
た
め
に
、
次
に
他
地
域
領
主
の
発
給
し
た
証
書
、
或
い
は
他
地
域
に
て
発
給
さ
れ
た
証
書
を
見
て
み
た
い
。
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第
二
節
　
他
領
主
、
他
地
域
発
給
誕
書

　
本
節
で
対
象
と
な
る
証
書
は
、
全
一
九
通
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
表
6
に
纏
め
て
お
い
た
。
こ
れ
ら
に
署
名
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
達
の
名

を
見
る
と
、
こ
れ
ま
で
確
認
し
た
者
達
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
陪
審
か
否
か
に
よ
る
差
異
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

　
先
ず
、
時
代
的
に
見
る
と
、
一
通
を
除
き
、
全
て
一
一
五
〇
年
代
、
即
ち
ボ
ー
ド
ワ
ン
三
世
期
、
以
降
の
も
の
で
あ
り
、
先
に
見
た
エ
ル
サ

レ
ム
総
大
司
教
発
給
証
書
へ
の
登
場
時
期
に
や
や
遅
れ
る
。
地
理
的
に
見
る
と
、
エ
ル
サ
レ
ム
［
a
、
d
、
i
、
一
、
o
、
P
、
乙
、
ア
ッ

コ
ン
［
b
、
c
、
n
］
や
ナ
ブ
ル
ス
［
q
］
は
王
領
で
あ
り
、
前
節
で
確
認
し
た
こ
と
の
延
長
線
上
に
置
け
よ
う
。
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以
上
を
除
く
と
、
ア
ス
カ
ロ
ン
［
e
、
k
、
s
］
と
う
ム
ラ
［
f
、
9
、
h
、
1
、
m
］
が
残
る
が
、
こ
の
時
期
ア
ス
一
気
ン
伯
は
ア
モ
ー

リ
！
、
シ
ビ
ー
ユ
と
後
に
国
王
に
な
る
者
達
で
あ
り
、
実
質
寒
葵
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
又
、
ラ
ム
ラ
は
イ
ブ
ラ
ン
家
の
中
心
地
で
あ
り
、

イ
ブ
ラ
ン
家
と
十
王
と
の
密
接
な
関
係
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
国
王
の
存
在
を
常
と
し
た
わ
け
で
は
な
く
一
種
国
王
役
人
と

も
考
え
ら
れ
る
彼
ら
の
活
動
領
域
は
都
市
エ
ル
サ
レ
ム
を
超
え
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
充
分
に
理
解
で
き
る
［
1
、
m
、
S
］
。

し
か
し
、
こ
れ
を
過
大
視
す
る
事
は
で
き
ず
、
そ
の
領
域
は
王
領
や
国
王
と
密
接
な
関
係
を
築
い
て
い
た
イ
ブ
ラ
ン
家
の
所
領
に
限
定
さ
れ
て

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
王
国
に
お
け
る
王
権
の
影
響
範
囲
を
も
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
本
稿
の
考
察
の
域
を
超
え
る
問

題
な
の
で
検
討
の
期
を
改
め
た
い
。
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第
三
節
　
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
会
議
・
集
会

　
上
に
見
た
様
に
、
国
王
発
給
証
書
に
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
副
署
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
オ
ー
ト
・
ク
ー
ル
参
加
と
い
う
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

触
れ
る
研
究
者
達
も
い
る
。
し
か
し
、
拙
稿
で
述
べ
た
様
に
、
「
オ
ー
ト
・
ク
ー
ル
」
と
は
あ
く
ま
で
も
法
書
史
心
中
に
の
み
現
れ
る
概
念
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
点
に
関
し
て
も
慎
重
な
見
解
を
与
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
プ
ラ
ワ
ー
は
、
年
代
記
史
料
に
見
ら
れ
る
。
霞
貯
σ
q
魯
2
巴
一
ω
が
オ
ー
ト
・
ク
ー
ル
に
～
致
す
る
こ
と
、
一
方
ボ
ー
ド
ワ
ン
三
世
期
に
は
最

大
規
模
と
な
る
。
巨
峯
①
α
q
肪
が
、
ア
モ
ー
リ
ー
一
世
期
に
オ
ー
ト
・
ク
ー
ル
に
王
国
統
治
機
関
の
中
心
の
座
を
奪
わ
れ
る
こ
と
、
を
指
摘
し

　
　
⑩

て
い
る
。
し
か
し
、
。
巨
餌
σ
q
Φ
器
H
巴
富
は
封
建
会
議
で
は
な
く
む
し
ろ
非
日
常
的
な
緊
急
会
議
（
軍
事
、
外
交
、
王
位
継
承
問
題
審
議
機
関
）
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

る
こ
と
は
、
既
に
拙
稿
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
点
に
留
意
し
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
王
国
統
治
構
造
と
の
関
連
を
調
査
す
る
と
、
ブ
ル
ジ

ョ
ワ
が
。
巨
餌
σ
q
窪
9
巴
δ
に
参
加
し
て
い
た
痕
跡
は
全
く
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
背
景
の
一
つ
に
は
、
あ
く
ま
で
も
封
建
下
臣
で
は
な
い
、

即
ち
騎
士
で
は
な
く
軍
事
力
を
保
有
し
な
い
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
に
は
、
必
然
的
に
関
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
都
市
防
衛
以
外
、
軍
事
・
外
交
面
で
は
そ

の
活
動
の
機
会
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
に
は
、
依
然
社
会
構
造
の
面
で
は
、
明
確
に
騎
士
階
級
と
区
別
さ
れ
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て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ギ
ヨ
ー
ム
の
年
代
記
の
継
続
版
の
｝
つ
に
は
、
次
の
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
「
…
…
国
王
〔
ボ
ー
ド
ワ
ン
五
世
〕
が
王
冠
を
、
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
の
管
理
し
て
い
る
ソ
ロ
モ
ン
神
殿
に
捧
げ
た
後
、
晩
餐
会
の
席
に
着
い
た
。
そ

　
　
こ
に
は
、
国
王
、
バ
ロ
ン
や
そ
こ
で
食
事
を
望
む
全
て
の
者
が
席
に
着
い
て
い
た
。
給
仕
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
達
だ
け
を
除
い
て
。
何
故
な
ら
国
王
が
戴
冠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
さ
れ
る
時
は
国
王
に
給
仕
し
、
〔
晩
餐
会
の
時
は
〕
国
王
や
彼
の
バ
ロ
ン
達
に
給
仕
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
…
…
」

　
エ
ル
サ
レ
ム
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
達
は
、
あ
く
ま
で
も
国
王
従
者
の
域
を
超
え
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
そ
し
て
、
。
琶
弾
α
q
Φ
⇔
興
巴
粉
で
活
躍
す
る

こ
と
も
無
か
っ
た
。

　
そ
れ
で
は
、
彼
ら
の
活
躍
の
場
で
あ
っ
た
会
議
・
集
会
を
如
何
に
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
考
え
る
べ
く
、
以
上
に
見
て

き
た
証
書
史
料
の
中
か
ら
、
そ
れ
を
示
す
タ
ー
ム
に
着
目
す
る
と
三
つ
の
分
類
が
可
能
と
な
る
。
～
つ
は
国
王
宮
廷
で
あ
る
。
「
国
王
宮
廷
に

て
」
騨
℃
巴
巴
。
話
σ
q
一
ω
［
う
］
、
「
ナ
ブ
ル
ス
の
国
王
宮
廷
に
て
」
客
Φ
巷
。
ぱ
汐
℃
巴
巴
。
お
α
Q
一
。
。
、
「
王
の
宮
廷
に
て
」
ぎ
お
σ
Q
巴
一
。
霞
目
［
G
］
、

「
国
王
ア
モ
ー
リ
ー
の
エ
ル
サ
レ
ム
の
宮
廷
に
て
」
冒
。
償
二
9
伍
○
皇
巳
冨
α
q
δ
〉
ヨ
p
ヨ
9
す
旨
Φ
毎
ω
巴
Φ
ヨ
［
P
］
や
「
国
王
の
い
る
宮
廷
に

て
」
ぎ
。
震
冨
8
七
三
号
巳
p
O
H
Φ
σ
q
Φ
［
U
］
等
が
具
体
的
に
挙
げ
ら
れ
る
。
発
給
者
は
総
大
司
教
・
騎
士
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
で
あ
り
、
法
書
史

料
の
言
う
聖
と
俗
、
オ
ー
ト
・
ク
ー
ル
と
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
区
分
は
、
非
常
に
曖
味
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
曖
昧
さ
は

「
エ
ル
サ
レ
ム
の
ク
ー
リ
ア
に
て
」
ぼ
。
霞
冨
冨
δ
ω
o
ぞ
昆
3
づ
餌
［
○
］
と
い
う
表
現
か
ら
も
窺
え
る
。
二
つ
目
は
、
教
会
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

「
聖
墳
墓
教
会
に
て
」
ぼ
8
営
窪
δ
U
O
巨
巳
9
ω
①
℃
三
。
誌
［
F
］
と
い
う
一
例
し
か
な
い
が
、
前
章
の
考
察
か
ら
、
恐
ら
く
教
会
の
ク
ー
リ

ア
に
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
は
頻
繁
に
参
加
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
又
、
ク
ー
リ
ア
・
バ
ト
リ
ア
ル
カ
エ
に
つ
い
て
は
先
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
三

つ
目
は
、
城
代
（
副
伯
）
の
参
加
が
明
記
さ
れ
る
ク
ー
リ
ア
で
あ
る
。
「
エ
ル
サ
レ
ム
城
代
ロ
ア
ー
ル
の
出
席
し
て
い
る
〔
場
で
〕
」
ぎ
箕
Φ
－

。。

@
9
貯
創
。
巳
巳
国
○
舘
舞
。
餌
鴇
Φ
一
士
臨
画
9
器
巴
①
日
［
P
］
や
「
現
エ
ル
サ
レ
ム
城
代
ロ
ア
ー
ル
の
出
席
す
る
欠
員
の
無
い
ク
ー
リ
ア
に
て
」

膨
面
①
話
。
霞
貯
ぢ
箕
Φ
ω
Φ
⇔
叶
面
傷
。
巨
巳
閃
。
訂
誌
館
9
8
θ
①
ヨ
づ
。
目
溢
蜜
漬
ω
費
Φ
巳
。
霧
け
①
臣
巳
［
R
］
の
二
例
が
確
認
で
き
る
。
法
書
史
料
に

基
づ
く
な
ら
ば
、
こ
れ
こ
そ
が
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
一
致
す
る
べ
き
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
騎
士
階
級
の
者
が
発
給
し
た
証
書
に
見
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ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
副
伯
・
城
代
の
権
威
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
で
は
な
く
む
し
ろ
騎
士
に
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
が
解
る
。
前
節

と
併
せ
て
考
え
る
と
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
活
動
の
場
は
、
国
王
宮
廷
・
総
大
司
教
宮
廷
・
教
会
・
副
伯
の
会
議
・
王
領
や
国
王
と
密
接
に
結
び
つ

い
た
貴
族
の
宮
廷
等
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
彼
ら
は
所
領
（
封
、
ブ
ル
ガ
ー
ジ
ュ
に
関
わ
ら
ず
）
や
調
停
を
示
す
証
書
の
正
当

化
要
素
の
～
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

①
甲
襲
㊦
「
し
‘
O
ミ
鶏
譜
♪
℃
．
ω
曽
塗

②
プ
ラ
ワ
ー
は
、
O
き
詮
砦
ω
が
騎
士
叙
任
を
受
け
、
騎
士
階
級
へ
「
上
昇
」
し

　
た
と
考
え
る
、
℃
鑓
≦
㊦
さ
罰
．
、
6
竃
じ
ご
霞
α
q
Φ
器
Φ
ω
㌦
．
も
ワ
嵩
？
①
ρ
。
が
、
そ
れ
を

　
示
す
史
料
は
な
い
。
ジ
ャ
ン
・
デ
ィ
ブ
ラ
ン
は
バ
ロ
ン
た
る
者
の
条
件
と
し
て
、

　
宮
廷
・
裁
判
o
o
β
博
、
印
璽
。
o
冒
ω
、
正
義
冒
。
。
け
富
Φ
を
持
つ
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
、

　
冨
呂
山
－
H
び
財
昌
‘
O
ぎ
唱
』
①
Φ
．
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
～
一
六
〇
年
の
国
王
証
書

　
に
∪
Φ
σ
費
。
駄
び
二
陣
号
『
o
巨
⇒
間
ぴ
垢
屋
『
q
尻
と
見
ら
れ
る
様
に
ガ
。
隔
日
①
ご
塔
．
、

　
げ
舞
。
器
ω
と
げ
。
ヨ
ぎ
霧
の
差
異
は
曖
昧
で
あ
り
、
従
っ
て
騎
士
叙
任
を
受
け
ず
と

　
も
国
王
従
者
等
で
も
バ
ロ
ン
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

　
れ
は
、
政
治
的
概
念
と
理
念
上
の
差
異
か
、
或
い
は
時
代
に
よ
る
差
異
な
の
で
あ

　
ろ
う
か
。

③
円
。
ω
雲
器
と
こ
ヨ
び
Φ
琶
ω
号
b
d
胃
は
、
［
く
］
で
は
バ
ロ
ン
に
分
類
さ
れ
る
が

　
［
さ
］
で
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
に
分
類
さ
れ
る
。

④
毛
筆
①
慧
‘
鑓
げ
・
箪
唱
0
巷
．
9
、
…
田
。
2
ヨ
ρ
巳
巨
巴
鎚
山
Φ
h
聾
き
自

　
G
。
鼠
ω
る
樽
自
ヨ
瀞
ρ
ε
摂
①
H
。
ω
。
ξ
ヨ
房
判
Φ
妻
事
Φ
田
艮
も
餌
・
。
置
Φ
ε
【
。
鼠
』
。
。
巳

　
α
q
魯
9
ω
8
守
防
匿
P
＜
①
×
一
一
冨
ヨ
お
α
q
ご
ω
げ
ε
巳
き
8
ρ
β
o
号
導
α
o
巨
巴
冨
α
q
一
。
。

　
賦
巳
ぽ
員
b
ヴ
㊦
ヨ
p
a
o
く
p
。
ぽ
H
一
旨
げ
。
。
Φ
馨
①
三
①
唱
。
鷺
一
〇
”
巴
δ
。
信
ヨ
箕
器
象
。
－

　
9
ヨ
0
9
3
笥
ヨ
2
。
・
β
げ
。
ヨ
臥
。
鋤
臼
取
隊
Φ
o
o
艮
Φ
p
山
馬
糞
…
．
．

⑤
≦
三
。
巨
」
ご
げ
」
ρ
O
磐
．
Φ
．
．
…
－
ぎ
§
ρ
信
。
ω
①
聾
℃
鑓
㊦
。
首
毒
ω
程
こ
き

　
仙
。
鼠
駄
屋
α
Q
昼
貯
留
一
一
巴
ω
曽
じ
u
Φ
葺
g
・
江
田
く
9
畠
Φ
お
で
。
唱
ロ
一
窃
8
Φ
℃
障
8
。
『

　
ヨ
費
ρ
2
ヨ
匹
Φ
ヨ
切
の
日
霞
号
ヨ
賢
δ
幽
尚
。
「
Φ
ヨ
Φ
器
①
；
8
Φ
。
。
ω
①
℃
o
讐
δ
o
げ
器
7

　
冨
8
｛
凱
①
『
昇
ρ
鼠
。
¢
ヨ
虐
㊦
蝕
。
。
。
。
轟
。
・
δ
巳
ぎ
。
。
ご
ざ
器
α
q
2
δ
＜
①
一
答
号
お

　
ぎ
噂
巴
ぎ
窪
ε
ヨ
…
．

⑥
こ
れ
は
ア
モ
ー
リ
ー
一
世
以
降
、
証
書
中
に
区
分
が
無
い
こ
と
に
起
因
す
る
。

⑦
零
。
年
算
｝
．
曽
ζ
§
肉
§
寒
鳶
劃
b
p
刈
。
。
あ
ご
霊
｝
塁
・
ω
ヨ
一
葺
角
‘
き
N
§
N

　
き
ミ
勘
撃
篭
■
δ
一
－
ω
■

⑧
℃
『
睾
Φ
門
し
‘
9
器
窺
§
”
も
．
ω
b
。
圃
｛
｛
∴
空
。
冨
【
傷
こ
‘
爵
§
肉
§
寒
ミ
曽
p

　
嵩
。
。
．
。
但
し
、
リ
シ
ャ
ー
ル
は
、
本
稿
第
　
章
で
触
れ
た
蝋
王
の
書
扇
を
根
拠
と

　
し
て
い
る
。

⑨
　
拙
稿
「
騎
士
修
道
会
」
、
～
二
一
～
～
二
九
頁
。

⑩
℃
鎚
壽
H
し
‘
§
鴨
貯
§
韓
謡
寒
・
㌶
駄
詩
ミ
旨
N
§
’
し
⑦
毎
し
・
帯
ヨ
‘
ち
刈
卜
。
．
も
℃
■

　
＝
今
9

⑪
拙
稿
門
騎
士
修
道
会
」
、
＝
一
三
、
三
頁
ゆ
尚
、
筆
者
の
窪
冨
α
q
窪
雲
艶
。
・
の

　
捉
え
方
は
、
ラ
イ
リ
…
・
ス
ミ
ス
の
署
う
≦
舞
O
o
§
o
臨
、
リ
シ
ャ
…
ル
の
言

　
う
パ
ル
ル
マ
ン
に
近
い
で
あ
ろ
う
が
、
両
者
と
も
そ
の
性
格
に
つ
い
て
は
言
及
し

　
て
い
な
い
、
匹
竃
ギ
ω
巨
酔
貫
旨
§
馬
穿
蓉
鍵
一
蒙
。
訂
己
曽
旨
こ
い
ミ
§
肉
§
ひ
q
－

　
さ
詳
　
署
．
り
ω
ム
し
N
O
。
－
㊤
．
Q

⑫
、
．
賢
①
8
冨
号
潤
冠
9
①
ω
ゆ
日
℃
Φ
お
長
Φ
二
効
8
お
器
ω
8
傷
Φ
賦
§
お
噺
、
。
暑
・

　
ヨ
①
坑
．
w
肉
団
6
8
§
§
§
り
H
H
こ
℃
Q
嵩
ψ
↓
一
。
。
紹
じ
ご
く
．
器
．
甲
○
ず
巷
．
伊

　
．
…
O
轟
簿
一
ご
。
院
鋤
く
。
一
〔
o
｛
｛
①
窓
⑦
。
・
恥
8
δ
g
窪
日
㊥
ヨ
唱
一
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都市エルサレムのブルジョワ（櫻井）

　
陪
審
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
様
々
な
要
素
を
媒
介
・
背
景
と
し
て
権
威
を
高
め
た
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
・
エ
リ
ー
ト
」
達
は
、
団
体
と
し
て
或
い

は
個
人
と
し
て
証
書
正
当
化
の
重
要
な
要
素
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
の
活
動
領
域
は
、
o
霞
猷
σ
q
①
器
邑
陣
ω
を
除
き
、
聖
・
俗
、
都
市
内
・
外
を
、

所
領
の
移
動
に
関
し
て
は
封
・
ブ
ル
ガ
ー
ジ
ュ
を
問
わ
な
か
っ
た
。
「
陪
審
」
と
い
う
称
号
を
除
き
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
は
特
定
の
役
職
は
持
た
ず
、

そ
の
実
際
の
影
響
力
・
権
力
を
考
察
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
種
々
の
会
議
・
集
会
へ
の
参
加
と
そ
こ
で
の
決
定
事
項
の
正
当
化
と

い
う
役
割
は
、
彼
ら
が
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
統
治
構
造
の
上
層
部
に
ま
で
組
み
込
ま
れ
て
い
た
、
と
い
う
現
実
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
背
景
に
は
何
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
プ
ラ
ワ
ー
は
、
騎
士
階
級
と
の
融
合
と
い
う
文
脈
で
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
「
上
昇
」
の
背
景
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

経
済
力
、
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
で
の
フ
ラ
ン
ク
人
間
の
社
会
的
障
壁
の
欠
落
、
都
市
基
盤
型
社
会
の
三
点
を
挙
げ
る
。
ス
タ
ン
ス
の
違
い
は
あ
る

が
、
本
稿
で
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
「
上
昇
」
を
見
る
上
で
も
、
こ
の
点
は
当
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
聖
・
俗
の
権
威
が
集
中
す
る
都
市
エ

ル
サ
レ
ム
に
お
い
て
は
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
視
点
か
ら
の
背
景
を
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

　
こ
れ
に
加
え
、
筆
者
は
次
の
三
点
を
挙
げ
た
い
。
先
ず
一
点
は
、
前
期
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
で
は
、
統
治
構
造
が
未
成
熟
で
あ
っ
た
、
即
ち
、

法
書
史
料
に
描
か
れ
る
よ
り
も
会
議
の
区
分
が
曖
昧
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
更
に
こ
の
背
景
と
な
ろ
う
が
、
二
点
目
と
し
て
エ
ル
サ
レ
ム
王

国
の
抱
え
る
二
つ
の
問
題
、
即
ち
慢
性
的
臨
戦
態
勢
・
恒
常
的
人
力
不
足
の
王
国
統
治
構
造
へ
の
影
響
が
挙
げ
ら
れ
る
。
遠
征
時
に
都
市
か
ら

騎
士
階
級
が
殆
ど
消
え
て
し
ま
う
状
況
は
、
ギ
ヨ
ー
ム
の
年
代
記
に
も
再
三
記
さ
れ
る
所
で
あ
る
。
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
で
は
「
騎
士
階
級
H
戦

士
階
級
」
と
い
う
図
式
が
西
欧
よ
り
も
鮮
明
に
現
れ
る
。
こ
の
状
況
下
で
、
戦
士
階
級
で
は
な
い
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
を
統
治
構
造
に
組
み
入
れ
る
こ
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と
は
、
よ
り
現
実
的
で
あ
り
機
能
的
な
対
応
策
で
あ
っ
た
と
考
え
る
に
難
く
な
い
。
特
に
、
こ
れ
は
都
市
行
政
に
当
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。

ボ
ー
ド
ワ
ン
三
世
以
降
、
対
エ
ジ
プ
ト
戦
が
激
化
し
て
い
く
中
で
、
騎
士
階
級
で
あ
る
受
払
の
副
署
が
激
減
し
て
い
く
の
は
先
に
見
た
通
り
で

あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
、
三
点
目
と
し
て
、
都
市
住
民
は
、
必
然
的
に
都
市
防
衛
、
ひ
い
て
は
王
国
防
衛
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
ア
イ
テ
ム

で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
非
常
事
態
に
は
、
特
定
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
指
導
の
下
住
民
達
が
行
動
し
て
い
た
こ
と
は
、
b
d
頸
冨
軍
器
く
鋤
9

8
H
貯
ω
の
例
が
示
す
所
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
一
部
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
権
威
を
高
め
る
と
共
に
、
そ
の
有
効
性
を
も
認
識
さ
せ
た
こ
と
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ろ
う
。
プ
ラ
ワ
ー
の
言
う
様
に
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
は
決
し
て
階
級
と
し
て
の
「
身
分
」
を
形
成
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
も
、

「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
」
と
い
う
枠
組
み
で
論
を
進
め
た
が
、
一
つ
の
集
団
と
し
て
彼
ら
を
扱
う
の
は
妥
当
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
流

動
的
な
個
々
人
を
結
束
す
る
一
つ
の
焦
点
と
し
て
の
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
」
と
王
国
統
治
構
造
の
関
連
で
考
え
る
と
、
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
で
は
「
ブ

ル
ジ
ョ
ワ
」
の
封
建
社
会
統
治
構
造
へ
の
関
与
は
非
常
に
大
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
で
は
何
故
、
法
書
史
料
は
あ
の
様
な
会
議
像
を
描
い
た
の
か
。
こ
の
問
い
に
解
答
を
与
え
る
の
は
性
急
す
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、
法

書
史
料
は
　
三
世
紀
に
創
作
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
更
に
、
都
市
エ
ル
サ
レ
ム
を
失
っ
た
状
況
で
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
活
動
は
ど
の
様
に
展
開

し
て
い
く
の
か
。
併
せ
て
本
稿
で
残
さ
れ
た
種
々
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
考
察
の
期
を
改
め
た
い
。
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都市エルサレムのブルジョワ（櫻井）

表1　エルサレム内俗人発給証啓

整理 年 発鈴者
三｝…体 対象 内容 翻伯 陪審 絶 出　　興

A 1…24 不記 Botca城農民Hearト
モ葺Cde　Aie駄吐io真e

聖マリア修道院 Dargibo3nの土地を寄進 ○ X ○ Kohkr、，韮0．

B n25 ラドルフス城代Bernardus 同左 Georgius　Raico、　Bar・

Tardu麟

住猶の相続 ○ × ○ 沢ozi6re．，蓬03．

C 1125 Rudu且fus　dじ　FontaneUis

iPisenus翻白）

同左 Gaulridu5　Acus（ブルジ

㏍潤j

ベツレヘムの葡萄畑を談渡 ○ × ○ R。励どe．，玉2L

D l130 Bemardus　B｝馳ricensls　と

ﾈA寵oys
iブルジョワ）

同左 轟轟纂教会 住居と土地を寄進 ○ ）く ○ Rozi6re、，主01，

£ 韮135 Bemardusと妻Haoisa
iブルジョワ）

同左 研削義晒蝋 住居を200ベザンツで売却 × ○ ○ Ro漁【e．β2，

F 1135 鷺アブラハム城代Hugo 阿左 従者M3r監inus cor且iilumを年2ベザンツ

ﾅ売却

× × X Ro冨i壱【e．，1…3．

G n42 Be認oldus（ブルジョワ） 1可左 王彊墳墓敦会 全財産の寄進 x × × Rozi色re、，83、

H 且罰9 鷺アブラハム城代
`ロ‘redus

二二 Mardn照とその妻 年2ベザンッの返済でcor・

PとHumを売却

○ ○ × RQziさre．．112、

1 出馬5圭 Martinus　Caroana（ブル

Wョワ）

同工 鷺墳鰭教会 全財産を寄進 X X ○ RQ竃iさre．，　l14

J H53 RQberlus　de　Frandolio
i騎士）

同訓 聖ラザール修進院長

oルト下畑ウス

葡萄畑を唱曲 X × ○ Maτsy，，　H．

K H55 多くの臨画res 目土Gibelinu＄ 機墳蕩教会 Sapharo【訟城とその付属

nを180ベザンツで売却

○ ○ ○ RQziさre、，133．

L 1155 Aloisと息子達（ブルジョ
潤r

同左 聖墳墓教会 2つの傭萄理財庫を170ベ

Uンツで売却

× ○ ○ Rozi壱re．，且08．

M 1且57 R。gerLus　qericus（？） 同順 聖ヨハネ騎士鋒遺会 エルサレム近邦のRoger－

塩Qの貧1居と聖ヨハネ騎士

藷ｹ会の住店との交換

× × ○ Roulx．，16．

N n67 Po【cじUusの娘PdrQ轟Hla

ﾆ彼女の買血Adam（ブル

Wョワ〉

岡花 塗ヨハネ騎ゴ＝修道会 住尉を360ベザンツで売却 x × ○ 尺賦醜鳳，バ融434a

o 1168 Eus【achlu5等（騎士） lii流 膿ヨハネ騎土修道会 」二地を紺OOベザンツで発却 ○ ○ o R㎎お’α，39L．

P U69 AqceUnus肝脳） 岡左 Bonus　Johannes（ブル

Wョワ？）

エルサレムにある住腸を矩

Q7ベザンツで貸与

x X ○ Chartes．，3．

Q n73 Oto　6e　Veτduno　　（騎士）

ﾌ妻｝蓄odeardis

伺オ三 聖ヨハネ騎士修道会 エルサレム近邪の城塞を60

xザンツで売却

○ ○ ○ RQulx．．30，

R H75 G漁（ブルジョワ） ［晶出 聖ヨハネ騎」＝幣道会 ダビデ地区にあるtヤ三措を

S50ベザンツで売却

× × ○ R。u玉x．，33．

S H75 Pe竃rus　de　C鵠【sの息子
oe【rus（ブルジョワ）

同左 搬ヨハネ騎士膨道会 エルサレムにある住唐．土

nや城堅gasしinaを50ベザ

塔cで売却

× × ○ Rouix，，3孟，，

T ほ77 BaEd雨nus　Rurfus　と　妻

iブルジョワ〉

同工 鷹空幕教会 死後．住居の半分を寄進 × × ○ Roziさre、，王73，

u H78 」・han幽幽s　Fulco（騎士〉 同工 、Ville且mus　　　Bapしizatus

р潤@Blanca　Garda　（騎

m？）

二つの重ll居をIOOOベザンツ

ﾅ売却

○ × ○ RoulxJ6、

V H79 醤ichoi凸us　N1anzur　（？　） 同肥 聖ヨハネ騎士修道会 年玉0ベザンツで貸与される

gelaロusの住居を2Gベザン

cで売却

○ × ○ Rouix．．49．

油＝表の整理記号は筆者によるものである。（以下の表においても珂じ。｝

　　陪審欄は、F陪審」と倒記されているブルジョワが副署している場合のみを○とする。

　　他欄は、「陪審」と明笛されていないブルジnワが副署している場合を○とする。
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表2　修道院発給証書

整理 年 発紛者 三1三体 対象 内答 品詞 賠欝 他 出典

1 1128 三三蕩教会聖黛参事会長

Eィレルムス

同左 盗ラザール修道院 撫墳驚教会へ与えられた封

y　‘eodum　SaaCLi　Lazari

ﾌ返還

x × ○ Ro齋re、，77．

2 1128 型墳墓教会聖業参事会長

Eィレルムス

li二二 Petrus　　de　　Sanclo
faULerio

PeLπusから傭二二とゴニ地

�lOベザンツで購入

× × ○ Rozi6r2．，78．

3 …130 二二慕教会搬裳参寧会長

Eイレルムス

二二 三三ブ谷ノートルダム修

ｹ院

エルサレム内のバン焼き二

凾ﾌ10分の蓋税撫の承認

x × X Dじiabor6e．，17，

4 U32 聖墳墓教会修道女Mabilia 二二 聖墳幕教会 二二と二二の寄進 ○ X ○ RQ凪i壱re．，106．

5 1…32 聖墳墓教会聖賞墨田会長

yトルス

同順 同教会参事会員

aerunar由s

住居等の所有を承認 × x ○ Ro属iさ【e．，104，

6 1135 （聖墳墓教会聖業参事会） 河左 同教会従者R。ge加s 詰婚の合法性と承溜 ○ × O RQ3i壱τe、，1G9．
7 1135 型墳慕教会輪禍参事会長

yトルス

珂左 Petro磁1論

iブルジョワ）

｛主猛を病0ベザンツで売却 ○ × ○ RoziOre．，　lo2．

8 H36 一二蕩教会搬：盤参等二会鎖
oetru5　Bema【d｝

同友 A而rea（ブルジョワ） 等等を持つことを承認 × ○ ○ Rozi6re．，107、

9 1薯37

v60

テンプル・ドミニ鯵燈駝炎

fau「redu5

Amaldus　To【nerius Viロcen量ius エルサレム内の住居の売却

�ｳ認

X X ○ 触醐．，鰯173b，

正0 1143 三豊墳慕教会聖堂参事会長

xトルス

珂左 Bomaldu5　Syriani（ブ

泣Wョワ？）　の意子
`mui｛u5

住居を譲渡 × x ○ 飛oziごτe、，8G．

lL 1三5且 膿墳慕教会聖堂参事会長

xトルス

同左 Kemごs　Su【ianus　（ブル

Wョワ？）

葡萄畑や土地の所宥承題 × × ○ Ro二iさ【e．，81，

蓋2 1151 搬ヨハネ騎士修遵会総長

戟[モン

搬ヨハネ騎士修避会

m達

聖墳蕩教会 略奪した全ての財団の返還 × × x Ro罵i凸τe、，182．

13 蓋152 聖ヨハネ騎士修迫会認長

戟[モン

Rob廿rωs　de　ca5aii

ranc1i　E霧idli

梁ヨハネ騎士蜂道会 Teira城の売却を承認 X × Q Rouix．，12．

14 1監53 逡墳墓教会二一参事会長

Aマルリクス

棚晒 Be照ccliロusと妻・子 豫ラザールの修遵士
qo解riusの住濫の所准を

ｳ認

× X ○ Roziさre．，11G、

監5 1155 型墳蕩教会聖堂参彗喰長

Aマルリクス

岡左 Barduinus　deτomaCQ 捜墳蕩教会のconlra【eml一

Qに受け入れる

x × × Roziむrε．，130，

16 u56 聖墳蕩教会聖堂参事会 同左 オリーブ山修道院 エルサレム総大司教箏在の

竄ﾉ、昇天祭を行った事に

ｹする非難

× × × Ro乙iご【e、，66，

輩7 1158 二三墳墓教会搬堂参事会 阿左 Robα星u5　de　Re紅e5こa

iブルジョワ）

土地を巡る争いの稗解 X × O RQzi凸【e．、…32．

18 1158 三豊墳墓教会登1田紳彗‘会長

Aルナルドゥス

珂左 マホメリアのブルジョワ

B
土地の交換 X × × Ro置沁τo、，且29．

且9 1蓋58 聖墳墓教会聖鴬参可喰長

Aルナルドゥス

同左 マホメリアのHu即等 葡萄畑の賃貸 × × ○ RQ墨i壱肥．，13S．

20 1160 二二羅教会聖堂参彗絵長

jコラス

同左 Suardu5（マホメリアの

uルジョワ）

マホメリア内の住潜を年瑚

Wベザンツで賃貸

× × ○ Ro漉re．，139

21 …160 聖墳墓教会二二参事会畏

jコラス

阿左 殺icardus蓋afo【inus

iブルジョワ〉

Bema戯us　Bursari5の一膳

蒲Lを承認

X x ○ Roziさre，，葦05．

22 U6G 聖墳蕩教会搬賞参事会長

jコラス

同左 Guido（マホメリアのブ

泣Wョワ）

住居、土地、葡萄湘を譲渡 × × ○ Ro漁re，，136

23 n60 継墳墓教会搬常参事会長

jコラス

「嚇三 S【εphaロu＄　Pa5naie　（マ

zメリアのブルジョワ）

住贋を丁丁5ベザンツで賃

ﾝ
× × ○ R。置i壱陀．，137．

24 1160 聖墳墓教会型堂参事会長

jコラス

岡左 DominiCU＄（マホメリア

ﾌブルジョワ）

住屠を年聞6ベザンツで賃

ﾝ
× × ○ Rozi6【e．，138．

25 韮160 聖墳蕩教会二二二二二二

jコラス

同左 Bonetus（ブルジョワ） 二二を逐る争いに対し、教

?の所右を承認

X × ○ Rozi赴肥．，115

26 1三60 不識 型墳墓教会、マグダ

戟[ナ・ヤコプ教会

同誌 Ram猷卜eとHadc55eの土
nを巡る争いの知解 O

P

× ○ Rozi酎e．，1三8，

27 1160

@朝2

テンプル騎士修道会総長

yルトラン

二二 聖墳慕教会 io分の1税権の返還 X × × Roziさre．，76，

28 U6G

@－2

テンプル騎士修道会総長

xルトラン

同左 塗墳墓教会 年150ベザンッを喜捨、釦

�ﾌ成立

X × × Rozi6層目，、75，

29 U68 テンプル騎士修道会縁長

xルトラン

同左 同修道会宮殿長Ot乱。 炭場の譲渡 X x X R㎎醜α、446．
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30 U73 型ヨハネ騎士鰹道会総琵

?ベール

同座 Arionus　Jacoblnus（ブ

泣Wョワ）

エルサレム近郊のBelueor

v内の船艦と土地を譲渡、

ｳ会とmiii【umは除く

× X O Roulx、β1，

3… U73 麗ヨハネ騎士修這会総長

?ベール

阿左 シリア人・ギリシャ人の

Kザ兼Jabi星洞教MeleL
iシリア人）

ジブランの難ジョルジュ修

ｹ院を譲渡、霧教の同騎τ七

C道会への入会を一目

× × X Troi＄Charle3、、3，

32 ま】75 聖墳蕩数会聖堂参事会長

yトルス

縄左 タボール由鯵道院長

Kリヌス

聖Egidiu3の教会と10分
ﾌ1税権の半分を20GOベザ

塔cで購入

× X × 8resc－Bauξier．，

oP．4．

33 1175 聖墳墓教会聖堂参事会長

yトルス

同左 タボール山修道涜 玉0分の1税篠を巡る争いの

驩

× × × 尺確85rα．529、

34 1175 シオン山修遣院長

qalnaldu＄

同左 堅墳墓教会 葡萄焔を譲渡 ○ × ○ 衰oz漣re．，170、

35 1177 醗ヨハネ騎士鯵遺会総長

?ベール

簿左 Sibili昌de　Roma等

iブルジョワ）

£1三居の貸与 X X ○ Regesね、，5鑑G，

35 1…77 型ヨハネ騎士簸道会総長

?ベール

同左 駿ヨハネ騎士鯵道会士

rt叩hanus

Mほda城と　C置ph竃e【離気を

�n

X X × RQulx，，38．

37 H78 聖ヨハネ騎士鯵道会長

鴻Wェ

同左 WUIelmu5　　Bap且i2a［us

р?　Bla見ca　Garda

（表玉Tの承鶏〉．W川eレ

忽浮ﾍ珂簿道会に年董OGベ

Uンツを轟捨

○ × ○ Roulx．」7，

38 韮17s 聖墳墓教会聖餐ζ参事会長

yトルス

iFi佐 シトー会士Roleξicus等 年10ベザンツで土地の貸与 × × ○ Bresc・Bau【ier、，

≠oP、5．

39 n78 聖マリア鯵遡院長

^ラザール女子修道院長
dv廷Joha舩e5、

同左 1司左 A5c卜ar城と　B滋謡｝職s械内

ﾌ所領の礁認

× × ○ Kohlor．，4且．

40 H80 際マ　り　ア修道㍑長
轤所ﾟa見nes、　聖ラザール女

q修道院長Eva

同左 剛己 Aschar城とB副a由as按内

ﾌ所頒についての秘解

x × x Kohier．」3．

41 ま且82 鷹マリア女子修進院長
rtep観ania、　醜ヨハネ惇菱遵

@長∫o卜annes

師i左 同左 Gcm肛05昌城内の土地を逮

髑?いの和解

X ○ ○ Kohle㍉45

42 B86 Johannes　P。terius Wi［罎mus　Barho！a 住唐を200ペザンツで購入

ｷるのを承認

× ○ × RQulx，，63．

表3　エルサレム総大i．可教発紛証欝

整理 年 発諭者（総大司教） …1三体 対象 内容 副伯 陪審 他 鋤　　典

ア n11 アルヌルフス 醗左 ボードワンΣ世、壁墳蕩

ｳ会凹凹閨事会凹凹

10分間圭税権の承詔を受け × x × 尺㎎65fd、，68，

イ 1n2 アルヌルフス 同左 ヨセブ谷ノートルダム修

�@

同修道院の再建と10分の1

ﾅ等譲渡

× X × Dolめorde、、…．

ウ 1H4 アルヌルフス 同左 ボードワン1世 保謹の要求、アウグスティ

kス戒律の園復と反短篇の

ﾇ放

× × x Roziきre．，25．

工 l123 ウァルムンドゥス 醗左 ヨセフ谷ノートルダム簿

ｹ院

財鹿．10分の1税権の承総 ○ X X Delaboτde，，12．

オ 1翌23 ウァルムンドゥス 同左 ヴェネチア人 竃闇内に持つ諾権利の承認 × x X R卿漁，102．

カ 1129 ウァルムンドゥス 1可左 聖マリア修道院 財産．藷詩権利の承認 × X × Kohler．，17．

キ H30 ウィレルムス 同左 聖墳纂教会聖堂夢i陰長ペ

gルス、テンプル・ドミニ

C道院長アカトルドゥス、

Vオン山修道院長ヘルナル

hウス、オリーブ由修道院

ｷヘンリクス兄弟団
?嶽emi蝋emの形成

× X × B【αsc・B融u巨eL，

≠oP．3．

ク U3G
|45

ウィレルムス アルメニア人修避士

Aブラハム

聖ラザール修道院 水檀の譲渡の承認 × × × M盈rsy．，1．

ケ 韮h30

|45

ウィレルムス 同左 ヨセブ谷ノートルダム修

ｹ院

［0分野且税撹やミサを行う

ｱとの承認

○ × × De絃bαde．，　ig，

コ H33 ウィレルムス、型決壊教会

ｹ堂参事会長ペトルス

同母 酸蹟墓教会聖堂参口絵員

B
聖堂参事会員の葬儀につい

ﾄの取り決め

X × × Blesc・Bauti。r．，

@P2．

サ 1134 ウィレルムス 阿左 ！盤1責墓敦会 搬Quara露a照の土地を譲

n
X X X Rozi6【e．，27．
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シ u34 ウィレルムス、塗墳墓教会

^黛参事会長ベトルス

岡左 Ro9巳riu5　　de　　5anclo

kaza【。と妻

∫eo畦を返還 × × × Roziさrc．，且…1，

ス 1…35 ウィレルムス 同左 膿Ωuara漁職教会 ジェリコの1G分の1税椹を

u渡

X x X Rozi色ro．，28、

セ 1B7 ウィレルムス 同左 璽墳薦教会 ゴドフロワ以来の財産の承 × X × Roziさre，，26，

ソ U37 ウィレルムス Ga藍【erius　de　Lucia

iブルジ9ワ）

RQb岨us　Medicus

iブルジョワ）

住履を80ベザンッで売却．

j崇の時総大司教に1ベザ

塔c支払う

× × ○ Roulx，，5，

タ U37 ウィレルムスと息子 同左 テンプル騎士修道会 Sc聡ppe教会、　Se伍nge教

?の属右承認

× × × R㎎郎fα，正73．

チ 1M… ウィレルムス、聖墳墓教会

ｹ鴬参事会長ペトルス

型ヨハネ騎士修道会 ロベール・ド・サンジル

i騎士）

エマースの土地の貸与、IO

ｪの1税権については膿壇

諡ｳ会との折半

X × × RGziさre．，1呈7．

ツ 1Mi ウィレルムス 【二二 墾ヨハネ騎士修開会、

鴻xール・ド・サンジル

エマースの土地を巡る爾者

ﾌ争いの調俸

○ × ○ R鰍副α．，201．

テ 1141 ウィレルムス

xルトラン

口叩 聖ヨハネ騎士修二会 2つの葡萄貯蔵庫と住届の

�n

○ × ○ Rouix．，6、

ト lM2 ウィレルムス 日溜 ヨセフ谷ノートルダム修

�]

オリーブ山近くの教会を巡

髑?いの湘

X × ○ Dehborde，，23，

ナ …143 ウィレルムス 回左 塗ヨハネ騎士修道会 Acheidem置ch城、農地．

_民の所宥を承認

× x x R曙e5畝．215，

二 1145 ウィレルムス 「司左 タボール由修道院長ボン

eィウス、聖墳蕩教会聖

ｰ参事会長ベトルス

サン・ジル峨等の10分の1

ﾅ権を漁る争いの調僚

× × × Roziさre，，41

ヌ 1圭48 フルシェリウス オンフロワ・ド・ト

鴻刀i窮士）

肇ラザール修道院 搬アブラハムの土地から年

鴻xザンツの寄進

× X ○ Mar5y．，6．

ネ 1151

|57

フルシェリウス、聖墳蕩教

?聖堂参事会畏アマルリク

X

聖墳墓教会聖黛参事

?調達

聖ヨハネ騎士峰道会 略塾した全ての財巌の返還

i表2の12に対応）

× × × Ro二i凸【e，，183，

ノ U67 アマルリクス アモーリー1世 聖訓藻教会 ナブルスの教会とその裁判

?を承認

X × ○ Roziさτe．，…60，

ノ、 U67 アマルリクス 岡左 聖墳墓教会 ヤッファ内の聖ニコラス教

?とその裁判権を承認

X × ○ 衆ozi壱π巳．，正61．

ヒ 蓋167 アマルリクス Rober鵬Mc6icus 聖ヨハネ騎士修道会 住居の発却を承認 × × O 飛oulx．，25．
フ 呈167 アマルリクス 同左 聖ヨハネ騎士鋒道会 エルサレムの土地とエルサ

激?の貿易concambium
ﾌ収益から年1ベザンツ譲

n

× x o Roulx．，26．

へ U68 アマルリクス 同左 塗墳墓教会聖堂参事会長

jコラス

祭壇、葡萄畑の譲渡 × X ○ Ro霧iさ【ε．，167，

ホ U75 アマルりクス 両左 聖ヨハネ騎士修道会 Rober巳us　do　Be1Benciの

ﾆの催二二consus等を譲

n

× × ○ Ruulx．．37、

マ 且Σ77 アマルリクス 阿左

@　　　　　唱

二二蕩教会醗堂参事会長

yトルス

葡萄畑とその裁判権の承認 × X ○ Rozi6re．，168．

ミ l183 エラクリウス 同左 ヨセフ谷ノートルダム修

ｹ院．テンプル騎士摩道

湿esera城と　Da且phym城

ﾌ10分の玉税権を巡る争い

ﾌ調停

× × × Dehborde．」2、

ム 1且86 エラクリウス 列左 テンプル・ドミニ修道院、

ｹマりア修道院

ナブルス内のSapheξ域の

P0分野1税権を巡る争いの

ﾔ田

× × × Ko卜ier，，47．
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表4 副署人リスト

整理 年 分類 糊　　　　　署

工 1123 （騎士〉 Fulc巨erius、　Raロ轟ulpbus、　EUSIac揃us　Craneriu3、　Hugode　Pea自（ユーグ・ド・バンヤン）、副｛白Anschelinus

A 1124 （騎士〉 凹面Asquitinus、　Georgius　Rais、騎士UBO

（ブルジョワ） Rai皿aldus　de　Poncio、　Gaufrcdus　Acus、　Bemardus　Vacheriu3、　Bo煎u5　TolQsanus、　Sierius　de　Berlb、修道士の通訳

р窒≠№盾高￥ﾆ3　monachorum　GuiUelmus、　Aldo　Meschinus、　Furianus

B 1125 （騎士） 副伯Asc卜e［inus、　Piseliusの義父Odon，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B6rL職nus　Abbroge、角田しのRobe蜘sとその搬縁者And【ea、　Fulco　Bαrruer、

黷唐堰A　Paganus　Sluho、　plaeerarbのWiilelmusGro駆。、副伯の息子Albertus

（ブルジョワ） Eudebe【【us　Ruffo、　Ba憾阻s　deτempb、　Rogeri疑s　de　8aios、　Soibe【しus、　Radui‘u＄de　Baugenci、　Cudener、　B駐【engerus、

E人Radifus、　TILeaudus、両替商Bm¢t、ダビデ門門爵Robertus、職入Peに【us

C 且蓋25 （騎士） 翻伯Asqui巨nus

（ブルジョワ） Rai照1du5　de　Po皿to、　Beπe吐de　Tolosa．　Porcenus、　Gcrardus　Bocheriu雪、　Soherius　de　Barulh、　Pet【us　Provl鳳しia［is、

aacheierius

1 1128 （ブルジョワ） Gau‘ridus　Acu5、　Pelru5　do　Vendosme、　Bαrongarius　Parvu5

2 …128 （ブルジョワ） Gaufddus　Acus、　Petrus【opρe“、　Pe星rロs　GuiIart、　Pe量rus　de　S鵡cto　Gau竃erloの娘婿Bema【6u5、　Rogerius　Lomba【監

D 1130 （騎士〉 認伯Asqui且1晦us

（ブルジョワ〉 金細工四徳r漁ber　Umb¢【しu5、　Herber皇u5とその饗、　Wilielmus　de　Babibnla

4 1蓬32 （騎士） 謝伯A判uiLinus

（ブルジョワ） Raina監dus　de　Ponξibus、　G韻踊dus　Acus、　Tose田s㌧1…iiδredus

5 1132 （ブルジョワ）

gellas、　Robertus　Cocu＄、　Peξrus　de　R廣mata、金細ユニ士Bemaldu5

E U35 （ブルジョワ） 陪．審Seyber監u5．職人faber　PeLru5．　Tu5監a照s．　Sinardus、．ヒ？∫㌍Σ∫1焦駅？∫∫黒g陥、　BemaIdusとFulcoや全ての金細工士達、

Ru貰elandu＄B則to

6 1三35 CO「um．＿ エルサレム翻H白An5c卜e【inus、　Rainaldus　de　Po飢ibus、　Goiffridu5　Acu＄

De
b浮窒№?ｎｓｉＣ浮

gビ鰭隙、Mi且。、　Be鳳tu且inus、　Bem臼ldus　Lemoサicensi＄．．£ρ焦瞭£亨」∫鳥区g三i£i、　A【nuLru5　de　Go【mロしi、　Boma且dus　Bituricen，

唐奄

7 王135 （騎士） 二二Roa【戯s、聖ヨハネ騎重修道会総長レーモン

（ブルジョワ） Rain猛ldus　de　Pons

8 1136 （ブルジョワ〉 陪審Holdredus、　Alb2rlus　de　Virdu窮。、　Ricaτdus、聖墳墓教会従者長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くRogerius、　Arnui〔u＄FeEiariu5．　Peしrus　PorcoUus、

hle且berしdc　Falconberga，　Bornβrdus　Riqロit絶

9 lB7
|60

（ブルジョワ） ．乞惣．2．黒？．§i皿g那恥駐弓∫鰹§．．噸．撫1、Gererdus　Aide皿arius、ブルジョワRadulfus、　Gemrdus　Deoda且u＄．　Theobaldus

erancigena、　Petrus　Parch置me“arius、凝arLinus　C叩ra【ius、大工carpentarlus　Duramus、　Amaldu＄の甥Robe血s

ソ U37 De
垂％f【ia【chah

モ浮窒奄

EΨe【ha【dus、　Humberωs．　Ameliu5、　Johannes．　Miio．　Ematdus、　Stophanus

ツ 1141 Dc　barQnibus Wi口elmu5　de　Burie、醐f自Roa【dus、　Robertus　de　ca呂a［i　Sanc吐i　Egidii

（ブルジョワ〉 Gaulridus　de　Aquilea、　Rainaldus　de　Monしe　Lauduno、　To箪eξus

テ 1王41 （騎士） dapi∫er　Rober憶s、翻f白Roardus、　Robertus　de　ca雲ale　Sancti　Egid【ま

（ブルジョワ） Rai皿aldu5　de　Moロte　Laudato．　Toso【u5　deτ010s臥£曾焦臆．斡．2£i「解gτ｝亘『、　Bonelu5の息子Pεregrinus、　Roberlusdc

re5son、　Robe【tus　de　F【a“ごoL．興亭∫」｝猷q黙邑§§g郵紙τ、　Beaz盈【lnus、興り醗ber【us　d2　B響g

ト …E42 1aicorum

≠賦ﾄem

Cristi臼nus　A且dαm鋸chinu5．　Johannes　de　P盈risiQ、　Johann臼s

burgensium 1【erius、　Rainaldus，　Pe職s　Bu【dims、　Ponc｛us　Tbo｛o麗筆sis、　heriusの息子Robertus

10 H43 （ブルジョワ） Ioh鋤nes　Vacc御iu3、金綱ユ：d＝Fuic聡、　Clcricus　lo【dannu5、両替商comcambiしaLor　Herbcdu5．　Saiber1u5、　Rainerius　de

`rraし．　Pe旦rus　Bαdinus、一こWill蜘usとその息子1。hm。e‘：”1灘滞藷6卜5醐6ご蓑δ6εli、，　C説石ぎ’…

ヌ 1148 （騎士） 塑アブラハムの騎士Fuko、聖アブラハムの騎士F【ogeriu5

（ブルジョワ） エルサレムのブルジョワ敷熟顛．

H …M9 （騎ゴ＝） 副尺RDarしB螂celino

ludas

【 1歪51 （ブルジョワ〉 Pe榔＄Pe且ra騒orc、　Pelrus　Bem薦dl、　Raina織u＄Siche【ius、　WiLielmu5　Norman照δ、　…）et【us　Sabmon　とその父　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　P　r　7　7　■　P　7　7　「　，　7　r　弓　噛　7　7　r　「　r　，　7　層　「　7　7

Con漁面us、ブルジョワRaduHu5

…1 l151 （ブルジョワ）

gugo竜Io卜annes　Hclricu5．　Wmdmロs　15apanus、　Pe【ru5　de　L昌監ina、　Pe【rus　Boloniensis

13 H52 （騎士〉 Guakerius　Maledocus、　G磁ard囎de　Bufles、　Normanau56e　Sα寵cto　Georgi◎の息子Guido

（ブルジョワ） Rdb。【tu5　de　Pinqueni、陪審Erbertus　de　Acu、　Guiわ窯［1“§．£覗映、　Raδllus　Bordin、　Bacelinusの甥Folco、　Pe且rus

repiadus、　Gir凝d聡d¢Aconの兄弟Boimuロdus

J 1蓋53 （ブルジョワ〉 Aiber【us　Lumbardu5、　gヨ！11｝蜘乱鯉．τ単2？無、　Gem【dus　Aldenarius、　Robertusの血繰．者Gaherius　de　F【acta　Mola、　Hugo

ao皿a　Men【ご、　R露in醤ldus　de　SancLo　Georgio、　Hugo　de　Au覧置no
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14 …153 （聖壌藷教会関

W物

Co職aロ且inus、　Pe蜘s　Go【gQ【昌、　Pe【ms　de醤a露are監h、　Be【ba【du5、　Willelmus　dεBa【紬、　Hugo　do醤igeHa、韮ohan皿es

c）ict露viensi5、　W田el肌us　de　Ysp昼nia、　R露in藷［dus、　PeLrus　de　Bobnie

Laicorum

魔?【O

0【Qde　Vcτdu見、　Raina紹u5　Seeheτ、…）eζ罫us　de　P曾re望。【e、　Wi聴e且mus　Paしro具i、　Bロnedic且u5、　Alber【us　Lamberしus　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　‘　・　・　「　…　　　　　　　　，　■　」

K 1155 （騎士） ［．難三d叩iferJ。hannes

（ブルジョワ） ．壬えヒ働．kゐ≦窒木．｛窪孝≧．§2鴨i襲？§．～i“寸lrl昌E『・　Pe【rus　de　Peしragoro・阜ど肌？∫L翼昌ll黙筆・　8ri【ius・　’、ibertu＄Lomba【du5・　Rober【us

р?　Iosaphaξ、　W田elmus　Bεraldi

Deiu【aξis

he【us自lem

Symoa　Ru‘fu5．　Raina16us　Sicheriu5、　Alber障s　Torlus、　GuiberMs　Pap丑is、マホメリアの陪審Amu［【u5

L 1圭55 （陪審） PeL川5　S島［omonis、爬gie　maiestrl　iura【usのGiberUs　Papais

（ブルジョワ） A｛b¢rLus　Lombardi、　Giraldu3　A｝denarii、　Robo【1u5　Cocu5．オリーブ山口道開長Aimericu5の甥WiUel皿us

M L玉57 （ブルジョワ） Umbe践u5己e　Ba【、　Petrus　S副Qmon、　Guibe践u5　Papa蛤、　金細］＝士U藍dredus．　WiUelmus　de　Beth【eem、　W川elmu3　de

Pal肥rio、　Pぬis　Gahc“s

17 1蓋58 （騎士） Radu漉s　S【mbo、　Aaam　Nigerとその兄弟FulCQ

（ブルジョワ〉 ．煮，1ヒ餓ヒ充箆三翫滋ヨ．ユ§￥冊g那Baidui職s　de　To【nai、　Petru5【oppe員sisとその兄第Amuiru5Joh藷n肥s　Gui6ardu＄

…9 U60 （聖墳慕教会関
W器）

・・ APeこ田＄乱o皿baτdu＄、…

20 1160 （聖壇蕩教会関

W薪－）

…、Pe【【us　L。mba蜘5

21 1160 （彗蹟蘇教会閏

D係者）

8brarduδ、　IUber且us．　Pe【rus　de　Sep［uchτQ、　Pαru5αemen5、　Achi目es、　Hugo　de　NigeUa、　Petζus　do　L蹴i照、　…）e財us

komba【du5、　Raina且du3　de　Ochi5、　Robeτξu忘Anζiochie

De　i猛icis 金細二乱二壬＝Pise鼓us、　B副duinus　Bo【ne．　Potru5　Saiomoni5、只obe【tuヨCocus、金細工士Ulδ爬凪us、　Gimidus　Sabmoロi5、

oo且rus　Pe甑gore

22 …160 （聖脱藩教会関

W者幽）

，、Petru＄Lombardus

23 玉160 （聖墳．路教会関

W薪－）

．、P麿且ru3　LQmba【du5

2・＝ n6G （聖墳墓教会関
W謂う

．、Pe監rus　Lombardus

25 1至60 （聖墳墓教会関

W煮’〉

，．、Pe【rus　Lomb喬τdu3、

De　bicis Aiber吐us　Lomba【dus、　A【beτtus　Torus、　Roberlus　Cocus、　RQber監us　de　Pinqu駐niaco、，Wme｝mu5　Normanni

26 u60 （騎士〉 テンプル騎士修道会士LeQ、　A飴m騰ge【と兄弟Fulco

（ブルジョワ〉 Roberlus　de　Re星es且、　Pe【ru5　HarnLeniu5、　10hanロes　Raimundi．衰obcrtu5　Baacheiini、　Saie皿、　Aibαtus　LQmba震、　Aber・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

N u67 Cive5
�奄?【。5。iy－

高於翌≠獅

ﾒmberti、決obor亀us　Forbitor

ノ 1167 （ブルジョワ） Rober且us　de　Pichhに。、　Gaufridus　T凱。脇n凱§、（ナプルス謂伯Balduinus）、　Sle帥an鵬摩ll

ノ、 且167 （ブルジョワ） Robo以us　de　Pichinec・9aurri繕？§，吟句9丑撃§i5

ヒ 且167 De［aicis Pe1ru5　Lombaτdu3、　g靴｛喉“臓．丁匹g∫｝解乱嶋、　Rober隠s　de　Piqロegni．　Wiliei冊酵臥逼瓢り｝旦鴨襲．　Windmus　EbrauL　Pet【us

пES副・J…b。、鰭煕？礁1…馳r、Pd・・甑P・・…d・Sanc・・濯勲、　P・・…P。・c鳳J。h・n・e・T・一・i・

フ 1167 沿elaicis　e【an【

i縁大司教関係

ﾒ？）

τe覧b昌udu5の兄弟FulcQmar、1、雀容．重1難璽1．．璽身｝1瓢皇讐璽画蓬、　Roξbems　de　Pinquegni、　pinccma　Audeber1us、マレシ

ャ汲`m、　Aube鵡s　Lombardusとその義兄弟Poncius、　Wiilo［mus　Eb【aut、　Ro且ber【us　de　Bau即nci、　Jo駈annes

ﾑumnen5i5、金細ユニ士Fuko、　Pε1rus　de　Sancb　Laza【o、鰹遺＝と…）e吐【us

0 …168 Dc　I．…03pit猛li ，．Aibertus　Lomb論rdu5

ダビデ域．代でエルサレム酬白Roh凱山5、　Ba磁uiロu＄8ubalus、　Ba“imus、　P瞭鵬Amenus、　Thomas　Paしriciu5とその兄弟De
高撃撃汲奄b浮 usLachlus、　ra　lnu5、　A島m　　・UCDのMger兄弟

Pe【【u5　Bardinus、　Rin昼［dus　Li3achir、　Jo‘ridu5　de　τor5、　Joh鳶nnes　Ramu“dus、　Lambertus　Ca飢bi飢Qr、　Wi聴e且mus　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜De

pura且is

praete【e旧艮ter

?ｕｅ川口? lana＄se鍬．willelmus王）飢r鵬

へ 1蓋68 （ブルジョワ、

国蜴i教関係
l？）

9粥；∫緊㌃～i鰻∫∫1∫楓s・Robertu＄de　P楓kegni

P 1169 （騎＝ヒ〉 Guido　de　Belera5

（？） GDncd｝nus、．総大碍教セネシャ｛ヒ旦臓細虫ミ

（ブルジョワ）
Lambe【Lus　Cambiaしor、　Alber【usLombardus、　Alber姐s　To【しu5．　GuiUelmus　de　Po厭e．　Guほlei皿us　Norma“面s、　Ricar面5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　7　7　■　卜　「　r　7　「　卜　，　，　，　弓　卜　7　．　，　弓　“　國　7　，　弓　卜　國　，　「　」

Z置farinus・E£i獄§．“曾．§解窯i2ゑ隅田食・Bo【duinu5　P訂ment＆rius・Co＆taロciu3　Pa【me眠ariu5
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都市エルサレムのブルジョワ（櫻井）

9 1173 （騎士） かつての副伯Hemロ1∫us　de　Blanca　Guard乱（qul　veロdl【ion2s　i口de　accepit　jureτcgio）

（ブルジ9ワ、

?審含む）

iacobus、　Rice

30 正三73 De　Iaicis GURcdinus　C義stεHi、通駅Raduifusの甥RotborLus、　PeξruεTorn飢or

只 1175 Jo』aロ轟es　Bricius、　w．　Berau6i、　Johanes　DaLors、　PizeUus［i　Rei、階審Simon、∫ofridus　Boeher沁s、　Pe1rus　de　Saロcto（ブルジョワ、

?審含む〉
　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

kazaπo『

S 11？5 （ブルジョワ，

?．審含む）

dQmLnus　Robenus　de　Pinquonn宝、　Gau緬dus　de　Tors、陪審Slmon、　L瓜mbert肥P己頃archa、　W．　de　Ponz、　B食1duLnus　dε　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

34 口75 （騎士） 城代Rohardu5

（ブルジョワ） Anselmus　d¢Brie、　Anselmus　B自bic

ホ 1175 δapifer　Cau‘redu5、　pincorna　AEdebc【隠s．　Pe【ru撃Loπlbardロs．マレシャルAm副dusDe　hσ面nibu5

EosIr濾laic…s

T n77 （ブルジョワ） 商人merc喬br　Bem笛dus．　S巳ep卜a“us　Corvesarius、　dominu5　Saxo、　Raimundus　Ppv脈iahs、　Rolla具dus　Ge由inus、

ois鵡usとdomin置Calvユ

35 n77 Wil回mus　Beraidi、　Goffτidus　Mace臓arius、　Bemardus　Cσcus、　Ber【r禰磁us　Coquus、　Bem喬rdus　Barberi口＄De

b浮窒㏍ｿn5ibus

gierosi【ymi・

撃≠獅奄T

マ n77 De　famUia　mea

u n78 （騎士〉 エルサレム城代Baliannus、　Amul‘us　de　Bia皿cagarda、建ober鵬騰ger

（ブルジョワ〉 Bornardus師、　Wil達dmus　Berddus．　Wi［沁且mus　Pa紅ruus、　Lamberms　Patriarcha、　Gaulridus　BQcbedus、　Udricus

aap重izユしus、　WIHdmus　dαPon茸

37 11？S 隣王の城代8ar…an雛De　curLa

ierusa［em

i騎士）

iブルジョワ）

Gui【且aume　Beraidi、　Gumo且mus　Palrii、　Hu【dricu5　Bap【i筈ユtus、　Johannes　Bricii、　GuiHdmu5　de　PQ員z、　A【nulfus　de　Bian・

　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
モ＝@Custodla．　RQber吐us筒ge【、　Bemardus　P【oet

38 U78 De　laicis G置ufridus　Tuτone且sis、　Robe以us　d¢Piロqueniaco、　Johanne＄Raimundi、　W田ei阻u＄Beraudi、　WiHeEmus　de王）nlz

39 蓋178 De　burg。nsi・

b浮刀@verO

Rober亀us　de　Pinc巨eneio、　G硅ll【ldus　Turonensi＄、　Joha匹皿05　Raim且ndi

V L…79 （ブルジョワ） 沢ober【u5　d磨PinRe皿i

備士） 城代Roh置rdus

（ブルジョワ） WiU巳lmus　Beraldi、　Wil！dmu5　Pa監run、　聞磐商乱ambeτ1u5、　Joffridusご王ssodun、∫ohan肥5　B了iccii．　Pe1rus　de　Sa駆cto

Lazaro一

岨孟 U82 （騎士） 塗アブラハム城代Joh熈nじs　Barzeia

（ブルジョワ、

?審含む〉

prQ　abba【e 門Petrus　Sancto　Laz置ro、

42 1186 De　juralis domiu5　Gofτidus　de　Toro既i5、　dominus　Witie且mus　Pa【ron、　dominus、Vi11eimus　B曹raudi、　domi照5、Vi｝皇¢lmus　de　Ponz、

iohan皿es　Raim購di、　Johannes　Bdz置、　Pelrus　B【anc巨ardi、　MichaeH蕊V｝絃．　SLacionar臨　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

注’整理欄の四号は、衣1から表3のものに対応する。

　　　分類擬で、0のついているものは、筆1沓’による分預である。

　　　副署欄の名隣の下線はそれぞれ、次の事．を意味するものとする。（表5、6も同じ。）

　　　　　　　　　　　　M｝伯JtJ至taf．ヒ

　　　　　　　　　　　　陪・審

　　　　　　　　　　　　その当時は解らないが後に陪審になった潴’．或いは陪審の可能慷がある者
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表5　国王発給証書

国王 総数 昌曙 整理 年 場所 内容 分類 翻署入 出典

ボードワン韮 董。 o

ボードワン2 …2 4 あ 1蓬20 エルサレム エルサレムに持ち込まれ ＿劉泊AasckeLinus『＿ Rozi凸re．，45．

る物　（豆類等）に対する （ブルジョワ） 衆a｝n缶　　us　　e　　on且、　Golfridus　Acu5、

二二の廃3と PorceUus，　Be【utinus，　Bachderius

とW轟elmus　S吐mbonum

い u22 ？ 聖マリア修道院にナブル （ブルジョワ） ＿Bcm訂dus　Vacc置riu5、＿ Ko卜i。r．，8，

ス内のBe榔城を譲渡

う 1129 エルサレム 聖ヨハネ騎出修道会にエ 副伯Aschetinus R螂∫畝，監30．

ルサレム領内の所有物を （ブルジョワ） Go　r匠u5　　e　　Acu韮a、　　AHa血u＄、

承認 Sicherius　de　Beri【Lo、　Porcelius、

Raロco廼u呂de　Ponz

Bema【dus　dゆ　Tobsia 翻1白Ascheti“us

が聖マリア地区にある住 （ブルジョワ） a縮照　us　e　　onZQ、　Gorξdd職　de

居を覆ヨハネ騎士諺｝道会 Acul負、　Slherius　de　Beril【o、…）orcel・

に寄逓したことを承認 iu5

え ほ30 ティール 聖マリア修道院にティー （ブルジョワ） ．、、Bcma【dus　Vaccariu5 Kohlor．，18．

ル領内の8e5【eUa城と

ティール近郊のSa【面na

城を周辺地と共に譲渡

フルク 5 3 お L…36 ナプルス 膿ヨハネ騎士修遣会にべ エルサレム謂伯　Roha【du臥　＿、 R磐敵に、L64、

スジブランの住居と域塞 De　baro具ibus 　　　　　　．?ｍａ【US　ユC　8r辱

を譲渡 De　b腿rgensi一 ＿Gaufridus　Ac廿5、　Raha且dus　do

bus Mo鳥旦lohir、　S。bir　de　Ba【ut卜、　B。ne監

de　Tbolosa、　Po罵el、　Will臼lmus

SLmbo

か l138 エルサレム エルサレム縁大縄教ウィ エルサレム醐伯Rohardus、＿、　Ber・ Ro2i壱re．、33，

レルムスと壁墳蕩教会に na【us　Vqce臥．．、

Bo山a既iaにあるラザー Do　ler旦salem

ル教会を所宥することを Humbe【しu5とその嫁、カメラリウス

承認 M南、Bakelar藍u5

De　Accon Mei既ardus　de　Po【tu、　Nicolau5

90rez、　　　A【horicu5、　　　Rotiandus

Lueensi5

De　peregrinus Ivoδe　Ni鷹醐a、　Te【ua肥照i3の弁護

au【em 人　（法学者）advocatus　Arn“ifu5、

正ngじlramusdeBova、

Richardusde　He【ecurc』、　　An5ker・

iusde　E見Cre

き 1138 ナブルス 聖墳墓教会に住屠の所右 エルサレム副伯Ro卜a【dus、　Bεrnar・ Ro乙iさτe．，32．

を承認 us　　ユcers、　　eina【us　畦e　PorLu

（アッコンのブルジョワ）

ボードワン3 25 3 く u44 エルサレム 聖墳墓教会聖瞠参寧会長 De　b訂onibus …．　副伯Roh喬rdus、　…、　Bema組us Roziさ【o．β4．

ペトルスにこれまでの国 Vacheri囎、　　nufridus　　Acu＄、

王が譲渡したものを承認 To奪e1us、…mbeπ且usdeBar

け u49 ヤツプア Robe【匙us　Saロcti　Egidii De　b訂onibu3 酬白R。h亀了dus、…、 Roulx、、9，

と塗ヨハネ騎士鰹道会の Gau　ri　u鵠e　cu、　Rain趣且dusde

問の争いの和解、 Monte　Laudmo

Robert囎が聖ヨハネに

E皿a＄城や綴辺地を250

ペザンツで売却すること

を承認

こ 1155 アツコン ラムラ領密ユーグ・デイ De　boronlbu5 …、エルサレム捌伯Arnu雑u5、… Roziさ【e．、56，

プランが聖墳蕩教会に域 　1ueg匡s

霧を700万ベザンッで売 De　burgeロ5卜 1｛ugo　　sβlie見＆　　in　　bonum、　　Pe【rus

一却することを承認（アラ bus Ptmgorcen5is．　Bricius、　Gau1ridus
一　　　　　＿　　　　　・・層■・．■．．層P■■■

ブ戦士は除く〉 Tumne嫡s、　Winolmus　Normannus、

Rainaldus　Sicariu5、　Petr鵬de　Sanc．

一　一to　Jacobo、　Pe亀【us　Hugoni5、　Pelrus

de　Sancξo　Lazam

メリザンド 9 5 さ 且150 ？ 膿墳墓教会にイタリア・ 謝伯R。h亀rd略、 RQzi邑re．，49，

プリンディシの教会の所 BurBenses o＄etus、　　m　eτ【us　de　Bar、　Pe【【u5

宥を承認
de…）errego【【、　SymoロRu∬u＄、　Aiber・一　　　■P「77，，7，，弓「・，ρ」■■．P

ﾄusLombユrdus
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し 115G ？

（ブルジ箭ワ）

…．測1白Rohardus　BenceHinus．…

arit諏s、　　Heπ郎ζus　ongo　ほrdus、

Marcy．．8．聖ラザール鯵遺院が、シ

潟A人MQz甜gcthから
xツレヘム内の4つの葡
ｸ畑を正000ベザンツで購

?するのを承諺

Petrus　de　Pi【rogDr【、　　Herbor【u呂

Slrabo、　Raina【du5　Sechir、　Peしru5
　　　　r777P77■■P■層P「7層PP■■．■■層P

ralomo轟、　Senore吐hli　Palme鳳irs、

Pe【ros

す n51 ？ エルサレム翻｛白RadulfusS［rabo、… Marsy．，　lo．型ラザール八道院にダビ

f塔近くの製粉瞬とベツ

激wム内の葡萄畑を譲渡

（ブルジョワ） ence　mUS

せ 蓋呈52 ？ 塑墳幕教会にB獣h＄uria

謔ﾌ農場の所宥を承認

（ブルジョワ〉 …、　Be皿cdinus、丁ヒose監us、　… Ro冠i6re．．48．

そ 1159 ？ （ブルジョワ） Marsy，，16，聖ラザール修道院にマホ

＜潟Aとの境界にある

Wethana域を譲渡

Symon．　Herbe【【us　Tortu蝦、　Ger訂dus

Rex　de　Mahomαria

2 2 た 1144 ？ エルサ　レ　ム二二　Rohardu5、 M凸rsy、，3，ボードワン3

ﾆメリザンド

フルクが搬ラサ「一ル修道

@に譲渡したものを二二 じmar　u3V窩。　erius、　G江raτus

o篇se【eUus．マレシヤルSado

ち n46 ティール ヨ七フ谷ノートルダム修

ｹ院のBeth‘ella域の農

ｯと国王の　Thaere－
唐奄盾b?ｎａ城の農民間の土

nを巡る争いの調惇

De　homl鳩bus ．．．、Bema【dusV議¢heriusい．． Delabαde．，

Q6、

アモーり一1 24 3 つ n68 エルサレム ヨセフ谷ノートルダム彬
ｹ院とナブルス翻伯ボー

hワンとのCas訂co＄域

�р髑?いの韻俸

（ブルジョワ） …、　RobeπLus　de　Pi算ke謡．　SLeph置・

獅浮刀@de　Ncapoh　師、　GilbeRu3　Nuciu5、

fuido艮uclus

Del氏bQrde．，

R6．

て H7且 トリポリ エルサレム城f忙Rohardu臥　…蓋剥伯 Rozi凸re．，

P84．

壁画蕩教会にTurchG城

ﾌシリア人がダビデ堪に

x払う税金の免除を承認

　　　　　　　　　　　　　　＝`mul　us、・・’

（ブルジョワ） 瀦　　de　Pin駈eni、　Ci且beπtus　6e

oiake紙、　WUIelmus　艮omanaus、

gαbertus　　Tor紅u5，　　W渕eimロs

Patro具us

と 蓋圭74 ？ 副　　｛白　　H8rnulfus、　　Robertus　　de R㎎細．，5歪6，璽ヨハネ騎士修道会と聖

}リア・マヨーレ教会に

｢者の聞にある道路の所

Gを承認

De　viria

gierGSdym1隻む
?ｉ?

瓢qu胤eo、　GQ　【idus　de　Tu【qRis、

kamberξu鵠　　Paしriarchae，　　　Albertus

konbardu＄噛　Joh置nロes　Brioius、　、Vil・　　　　　　　　　　　　　　一

heEmus　de　Punz．　Thomas　Patr比、

Rei鳶a且dus　6e　8elgra皿t　de　Caesarea、

oeL【us　de　S．　L脇訂。、　ConSL轟nllus

Tor憶s、　G鵬cdinu5節

ボードワン4 26 9 な H74 エルサレム ラムラ領主ボードワンが

^ヨハネ騎士修道会に濃

}リア域をL700ベザンツ

ﾅ売却することを承認

（ブルジョワ） …、　Robe【tusdePinkeni R㎎お’α，5蓋8，

に H76 エルサレム エルサレム城代Roardus、… Rozi色rじ、，169，帰陣覇教会に葡衡畑を㌶

n （ブルジョワ） …、Wi　e職s　al【ロm

ぬ 圭圭77 ？ （ブルジョワ） …、　Rober【us　de　Piれquigロi、　Gaufri・ Ro庶、，39．

dus　Turoncnsis

フランス国ヨ三の妹サン・

W♪レf白女　Co具sla風cie　曇こ

fqorgius　de　Be且heri　ヵ蓄

Q50ベザンッで売却した

ae山dum5城の所宥を承

F
ね H78 エルサレム エルサレム豊代Bakia魔us、 R郷’α，556．Petrus　de　Cτeseca　　（騎

m〉がBe由eca【頃等の

驍�w入することを承認

（ブルジョワ） Wme　mus　　飢rum、　Wil回mus
　　　　　　　　　　　一aera憾u5．　Joh猛nnじs　Briccii、　Radui・

〔us　Raimundi、　WiHdmu5　Po略名、陪　　　　　　　　　　　　　　　一

RSimo旦、　Gai【eriu5Maiρini

の n79 Vandu皿
hacob

（ブルジョワ） R。bertusd2Pinqeignl、　Laurencius

р?　Francobco、　Gui羅elmus　Patron、

fui翻e【mus　　Raimu轟di、　　RaduHus

Strehkle，、　LO．国王セネシャル・ジョス

堰@ンにカ　メラ　リ　ウス

P0』船n巳＄がアツコンに

蕪yとして持っていた
kanahi巳城等を7500ペザ

塔cで売坤

her…i、　剛f白Ran具uHus、　路ern瓜ldus節

は 1181 エルサレム 魏ヨハネ騎士修道会にミ

宴xル内のChola城を、
宴?ラ一朝の同誌によっ

ﾄHugo　Fi韻drensiが
R0GOベザンツで売却する

ｱとを承認

（ブルジョワ）

エルサレム城代Pet【us　de　Cresecca、

qobor【us　de　Pi轟que皿ni、　　Po【rus

fi【ber且us、　Petrus　de　Sa且cto　L雌aro、

Roulx、、57，
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ひ 1i81 エルサレム 上の轟確認 （ブルジョワ） Roberlus　de　PinquennL　・・㍉　Petr“s Roulx．，58．

de　SoaCLo　Laza【o

ふ 1叢81 アツコン 国王セネシャル・ジョス （ブルジョワ） ・・ j　Laurencius　de　F雛nco　bco Stre駄e，，且3．

ランに脚王の血縁者
Philippu＆　RロIus　カ｛．

1000ベザンッのas5asia

（？）とアッコンの貨幣

対を2GOOベザンツで亮却

することを承認

へ L美82 エルサレム ティール大司敦ウィレル （ブルジョワ） ＿．　乙aure頴ius　de　FranCQ　loco・ Stre剛ke，，15．

ムスにトロンの土地での Balduiロus　dq　Duaco

譲渡物に対する全ての監0

分の1税権を譲渡

ボードワン5 3 1 ほ 日85 アツコン ヨセフ谷ノートルダム修 （ブルジョワ） …．　Robe雛us　de　Pinkenni．　GauIrト Delabord融．，

道銑にナブルス内にある du＄Turo口ensis、　Rodu［fus【terii　de 岨3．

M麿sdedule城を譲渡 Jeτusalem、　Guaherius　Maipinus

ギー 4 o

注　副書人欄の省略は次の通りである。（表6も岡じ）

　　…：筆者による省略。

　　＿＿：史料そのものの損失Q

表6　他領主・他地域発給証書

整理 発給人 年 場所 履王 内容 分類 認署人 出典

a ティベリアス領 H26 エルサレム ○ ヨセフ谷ノートルダム修道院に 国王の前での …エルサレム劇伯Ansechi覧inus、 Delahorde．，14．

主ギヨーム・ Medan近郊のサン・ジョルジュ 証入 くa　　U　　USr　　　　7・rr門、　　　　　　e【na【　us

ド・プーリ 域と周辺地を寄進 Vaccρri略、　D∫ogo　deム動まoe、

Barda　Armco

b アスカロン伯 n55 アフコン ○ 圏ヨ三ボードワン三世がラムラ須寵 エルサレム調伯Amu旺us． Ro爵了e．，59．

アモーリー ユーグ・デイブランが聖墳墓教会 D倉bu【gcnsi一 ｛ugo　sa　Lεn5愉　onum、　PetrUS

に、幾つかの械塞を7GO万ベザン bus PelragQrce轟si5、　Bricius．

ツで売卸することを承認したこと Gaufridus　Turonensis、　Wmel・

を確認 mus　Normβnnu5、　Raina16u＄
7，卜「・，弓「・・，層P，，．層層P■．層PP■層　　　　　　＿

Sicarius、　Pe【紺5　de　Sancto

一
JacobQr　　Pe【rus　Hugonis剛　　Peし　　　　　　　　　　　　，　P　■　層　昌　■

rus　de　SancLo　Laza【o

c ラムラ無主ユー 1155 アソコン ○ 岡上 岡上 湖上＋Tose田sの息子And【ea3 Ro2i色re．，62．

グ・ディブラン

d 王。』a匹nes 1156 エルサレム X マホメりアのブルジョワ達が聖断 corum R島i照ldu5　　Sicher、　　Symo轟 Rozi6re，，且31．

一GuiL盈rdus 聖人蕩教会 国教会に償侮の忠誠を宣霞

G食uξri睦u5　Turonensi5竜　Albertus

Lombard“s、　Pon星iu5　G餓窪皿e．

Pe且rus　de　S言轟CLo　Laza【o

L

e アスカロン伯ア 蓋158 アスカロン × ラムラ鐵主ユーグ・デイブランが むeburgen5i5 Hu窮。　sahens　in　bonum、　Go∬re一 Rozi壱re．，6G、

モーリー 聖墳墓教会に域塞を売却すること 　Lﾎe勝s
を承認

f ラムラ領主ユー ミ158 ラムラ2 x 同土 Deb征rge皿si5 Humb2rにus　de　Bar、　　S》・mo鳳 RozlOre．，63．

一グ・デイブラン 　」u09監5
Ru紅us、　　Briciu＄、　　Gau‘τi6u5　　　　　　　　　層　p　r　P　P　■　，　r　7　，　r　7　・　F

一Turo寵ensis、　Guille韮mu5

N。【ma職usJoha轟n臼5　Raimundi、

Gu沁ertus　　Papais、　　Peしrus

Bur由nUs、　Pe【rus　de　Sando

IaCQbQ、　Hugo　saiicn5　in　bonum、

Radu【P卜us　Bu【ge皿sis、　Pe監rus

de　Sanc監。　L臨a【o、　【ohannes

Vi【［arius．　EVcrunimus、

Anschetinu＄、　Rai口a憾us　Pic【a・

vusの息子【。hann鱈

9 ラムラ騎士 1…58 ラムラ ○ ヨセフ谷ノートルダム修道院に £x　　par吐已 …… oetrus　de　PereBo質、　只060r・
Delab。rde，，32．

Radulfu呂 Zon訟城の一半とCa［a城を売却 mon践chorum 【且s　COcu5．　　PiseUus　Rex、

しeSにs Rober巳us　Cemen【arius

h ラムラ領主ユー n59 ラムラ X 聖ヨセフ算道院畏H酊ber【usとの ，，・… @Albo【監u3　　　　　　Lombarδus、 Rozi色re．，65，

グ・デイブラン 土地の交換 Umber【qs　de　Bar、　　Symon

一Ruf｛us、　　He由eτtus　　To【監u5、

｝Iohannes　Ralmu鳳di
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i 1161 エルサレム × ダ　ビデ塔壊f℃　Odo　de　saロ。　吐。 Rozi6re．，100．カエサレア領由

Wャン・ゴスマ

型墳蕩教会にBo【hahaにp域等を

P4QOベザンツで斑却 Amau　o、…エル尋　レム総幽’ri．ス
　　　　　■　r　P　層　層　，　P　■　層　層　層　■　■　層　層　，　…　　　　弓　，　7　，　卜　7　7　7　・

`m“レic囎のセネシャルGaurrト
ﾂ蒔…》u；6繭暮；1：”層”壱llと脳‘：”

w，・．層，魑・・■マ777’77■P「7■．P「　　　　　　一

qai照ldus　Slcherius、　Geraid囎

Ald¢n昌rius、　Alberlus

komb置rdus、　Wi臓e且mus　　　　　「　，　・　・　，　卜　，　7　7　，　r　7　■　層

｝ 聖アブラハム教

?鑑墨堂参事会災

`面m

H63 エルサレム × Pe【阻sJaiにNaha【iaとその瑚辺

nや、アンティオキア内の二藍を

щp

De昌昌s

qaimun畦us、　Pe紅rus　Bernardiと

р浮

Roulx．」9．

k ベツレヘム司教

宴hルフスと塗

}リア膨道院長

Mレルムス

1163

|68

アスカロン ○ アスカロンの塗ヨハネ教会の潤停

ﾉより、Gemαosa域を進る争い

ﾌ称解

Mediatoru皿　　　　幽vero　nomLna

xaec

醸王アモーリー、…Ad氏m　Nig¢r

ﾆその兄弟FωCQ、8aiδuinus

`lber【us　Lumbardus

Kohler、、34．

1 ミラペル領主

{ードワン・デ

Cブラン

n67 ラムラ？ × 髪ヨハネ騎士修道会に聖マリア械

凾�R00Gベザンッで二二

De　burgensi・

@bus…lie【o．

T01ymi匙anis oot【us　M昌9ロus　de　CaicnZQne、

rer冊の騎士Luvellus．　Ansat・

y…u5　dc　BrLe，　Ba憾uhn賠de　Roha詫、

iQ㎞自es　由　Vallencer頃巳s、　Fulco

ﾞger、　Guido　Daura国＄、　Baレ

р浮奄獅浮刀@6e　Lisabona

R曜翻．．弓33己

m イブラン領虫
?ーグ

L藍69 ラムラ X 値父Rainε【iusが塗ラザール四道

@に寄進した、ラムラ内の所領を

m認と俳せて葡萄畑の寄進

Marsy，，25

蹴 主昇天教会
高奄獅奄唐狽?ｒ　Ber・

獅≠奄р浮

H7… アツコン ○ 壁ヨハネ騎士修道会にC諭an城

竡?辺地を譲渡

むe　baτoni－

b浮唐

ce　lura［is

…… Aエルサレム械代RQhardus，

c…
@領　璽三　Symon、　GauIridu5　　　　　　　　　－Turronensis、　GuiHebarωs　d巳

R響漁，492，

P納guigni、　Robertus　de　Bei9“ci、
一rr…・…
A　Pcsenus　R¢x『　30獣鵡一
一nεs　　　Brlcclus、　　　GuiUdmus

Bαaidi、　GuiHdmus　P飢ro鋤us、

fui腔elmus　de　Pons．　Barlhob．
ma2“5　Luscus、　Ba且dui且us・・・…　、一………『　・…・…・、　Petrus　de　S．

　　　　一iacobo、　Pelrus　de　S．　L臨aro、

総大i彗教pincernaAdelber［us

0 n73 エルサレム × …Robertus　de　…）inヒeni、　Jof踊・ R邸如．，503．仏王ルイ6世妃

Rンスタンッァ

聖ヨハネ騎士修道会にアスカロン

烽ﾌBelhera域等を年間500ペザ

塔cの支払いにて売却

dus　de　Turs、　Wi翻elmus　EbraldE、

一∫ohan“es　Breccl、　Er且ulfus　de

巳lancagarda、　　Pe亀rus　　δe　　S．

La3aro『…

P H75 エルサレム × エルサレム城代RQ駈ardu5、… Ro3i亡reり川．サン・ジル城領

Iボードワン

タボールLI」修道院長ガリヌスが、

^墳墓教会にサン・ジル内の教会

?を返遍し、葡萄畑とξ韮三居を2000

yザンツで売却することを承認

Mlles

aurgense＄

ieru5alem

・簡 fau　ri　us　　－uro鳶e皿si5、　Rob盤r・

ﾄu5　　de　　Pinkeni乱co亀　　10hannes

設aimundi，　W園dmu5　Pほし【onus、

ティール大司教W劇ei皿u5の兄
墲q躊dulphus，　Bernardu＄Proo［

避 1177 ナブルス X …かの教会の修遵土即ちdo即us Delaboτ6e、、39．ナブルス謝伯ア

a[り一

Cas祀5H城を刷るアモーリーとヨ

Zフ谷ノートルダム修道院との争

｢において．後者の二二を確認

ejusdem

?ｃｃｌｅｓｉｅ?

on訂chi�

e【rus　da　S．　Laz訂。、　…�

� 77� ルサレム� � Robertロs　dc　Pinquigni、　Gau【・� Qulx．41，ツファ・アスカ

鴻灯激Vビーユ

�
dus　Tロro眞e“sis�

王の嫡妹でサン・ジル焼女コンス

@ク　ンツ　ァ　に、　Goorglu5　deB

?ｔｈｅｒｉが250ベザンツで売却した

aeしhdu旧域の所有を承認�

� スカロン灘伯G

浮堰yomusR

普eus�

…79� スカロン� � ヨハネ騎歯修道会にC閃uebel域

ﾆMordef【o城からの5年間の収

nをIOOOベザンツで発知�

Robe【しus　de　Pinque塊i、　…� oulx．．53、

：倒王網の詑号は次のことを示す。

　○：測王の存在が確認できる、或いは存在の可能性が有る。

　×：国王の存在が確認できない、或いは存在の可能性が無いo
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　　　　　　　　　　　　　　　　The　Burgenses　of　Jerusalem　：

The　govemmental　structure　of　the　first　Latin　Kingdorn　of　Jerusalem

by

SAKURAI　Yasuto

　　Law　books　aRd　their　visions　of　court，　tlte　classficatioR　between　the　clerical　and

secular　courts，　and　the　dfference　between　Haute　CoMr　and　Cour　des　Bourgeois，

have　had　aR　infiueRce　on　many　scholars．　lt　can　be　said　that　although　sorne　scholars

have　doubted　the　decumentary　merit　of　law　books　they　are　all　under　the　influence

of　Law　books’　classhication．

　　In　order　to　verifY　the　classtacation　of　the　Law　books，　the　Burgenses　of

Jerusalem　are　chosen　as　a　focus　in　this　essay．　A　comprehensive　re－examiriation　of

charters　wM　reveal　that　not　vicomte　but　some　of　them　were　the　core　of　the　city

govemment，　and　that　their　activities　were　not　restricted　withn　the　city．　lt　is

easier　to　understand　these　points　when　some　conditions　pecutiar　to　the　Latin

Kingdom　of　Jerusalem，　such　as　the　lack　of　manpower　and　the　threat　of　the

Musulims’　rnilitary　power，　are　taken　into　consideration．　As　a　result，　it　can　be　said

that　the　govemmental　s£ructure　in　the　Law　books　didin’t　refiect　reaKty．

　　　　　Eugenics　in　a　“Defence　State”

Fecusing　on　the　thoughts　and　actions　of　Koya　Yoshio

by

MATSUM￥RA　Hiroyuki

　　The　purpose　of　this　paper　is　to　examine　the　position　of　eugenics　in　Japan　during

the　1930’sN40’s，　in　this　period，　eugenics，　which　had　aiready　penetrated　into

Japanese　society　since　the　beginning　of　the　twentieth　century，　developed　along
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